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平成２５年第１回白馬村議会定例会議事日程 

平成２５年３月５日（火）午前１０時開議 

 

 （第１日目） 

 １．開 会 宣 告 

    日程第 １ 諸般の報告 

    日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

    日程第 ３ 会期の決定 

          会 期 自 平成２５年３月 ５日 

              至 平成２５年３月２１日 

    日程第 ４ 村長挨拶 

    日程第 ５ 報告第 １号 公用車両の事故に係る損害賠償の専決処分報告について 

    日程第 ６ 議案第 ２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更について 

    日程第 ７ 議案第 ３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続に関する条例の制定につい 

                 て 

    日程第 ８ 議案第 ４号 白馬村農業振興施設条例の制定について 

    日程第 ９ 議案第 ５号 白馬村村道の構造の技術的基準に関する条例の制定について 

    日程第１０ 議案第 ６号 白馬村移動等円滑化のために必要な新設特定道路の構造の基 

                 準を定める条例の制定について 

    日程第１１ 議案第 ７号 白馬村準用河川における河川管理施設等の構造の技術的基準 

                 に関する条例の制定について 

    日程第１２ 議案第 ８号 白馬村村営住宅及び共同施設の整備基準に関する条例の制定 

                 について 

    日程第１３ 議案第 ９号 白馬村高齢者等に配慮した公園施設の設置基準を定める条例 

                 の制定について 

    日程第１４ 議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例の制 

                 定について 

    日程第１５ 議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 

    日程第１６ 議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例を廃止する条例について 

    日程第１７ 議案第１３号 白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する実費弁償支給 

                 条例の制定について 

    日程第１８ 議案第１４号 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制定について 

    日程第１９ 議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例について 
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    日程第２０ 議案第１６号 白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例について 

    日程第２１ 議案第１７号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例について 

    日程第２２ 議案第１８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正す 

                 る条例について 

    日程第２３ 議案第１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一 

                 部を改正する条例について 

    日程第２４ 議案第２０号 白馬村税条例の一部を改正する条例について 

    日程第２５ 議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例について 

    日程第２６ 議案第２２号 白馬村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例について 

    日程第２７ 議案第２３号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

    日程第２８ 議案第２４号 白馬村都市公園条例の一部を改正する条例について 

    日程第２９ 議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正 

                 する条例について 

    日程第３０ 議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号） 

    日程第３１ 議案第２７号 平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

                 （第１号） 

    日程第３２ 議案第２８号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

    日程第３３ 議案第２９号 平成２４年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号） 

    日程第３４ 議案第３０号 平成２５年度白馬村一般会計予算 

    日程第３５ 議案第３１号 平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算 

    日程第３６ 議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算 

    日程第３７ 議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算 

    日程第３８ 議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計予算 

    日程第３９ 議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算 

    日程第４０ 予算特別委員会の設置について 
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平成２５年第１回白馬村議会定例会（第１日目） 

 

１．日  時  平成２５年３月５日 午前１０時より 

２．場  所  白馬村議会議場 

３．応招議員 

    第 ２ 番   篠 﨑 久美子        第 ８ 番   髙 橋 賢 一 

    第 ３ 番   太 田 伸 子        第１０番   小 林 英 雄 

    第 ５ 番   太 田   修        第１１番   太 谷 正 治 

    第 ６ 番   柏 原 良 章        第１２番   松 沢 貞 一 

    第 ７ 番   田 中 榮 一        第１３番   下 川 正 剛 

４．欠席議員 

    第 １ 番   横 田 孝 穗 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため議会に出席した者の職氏名 

村 長 太 田 紘 熙 副 村 長 窪田徳右衛門 

教 育 長 福 島 総 一 郎 総 務 課 長 横 川 宗 幸 

税 務 課 長 横 澤 英 明 住 民 福 祉 課 長 倉 科 宜 秀 

観 光 農 政 課 長 平 林   豊 建 設 水 道 課 長 太 田 今 朝 治 

環 境 課 長 丸 山 勇 太 郎 教育課長兼スポーツ課長 松 澤 忠 明 

総務課長補佐兼総務係長 横 山 秋 一   

６．職務のため出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長 太 田 文 敏   

７．本日の日程 

  １）諸般の報告 

  ２）会議録署名議員の指名 

  ３）会期の決定 

  ４）村長挨拶 

  ５）議案審議 

    報告第１号（村長提出議案）説明、質疑 

    議案第２号から議案第２９号まで（村長提出議案）説明、質疑、委員会付託 

    議案第３０号から議案第３５号まで（村長提出議案）説明、質疑 

    予算特別委員会を設置の上、付託 

８．地方自治法第１４９条第１項の規定により長より提出された議案は次のとおりである。 

   １．報告第 １号 公用車両の事故に係る損害賠償の専決処分報告について 



－4－ 

   ２．議案第 ２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更について 

   ３．議案第 ３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続に関する条例の制定について 

   ４．議案第 ４号 白馬村農業振興施設条例の制定について 

   ５．議案第 ５号 白馬村村道の構造の技術的基準に関する条例の制定について 

   ６．議案第 ６号 白馬村移動等円滑化のために必要な新設特定道路の構造の基準を定める 

            条例の制定について 

   ７．議案第 ７号 白馬村準用河川における河川管理施設等の構造の技術的基準に関する条 

            例の制定について 

   ８．議案第 ８号 白馬村村営住宅及び共同施設の整備基準に関する条例の制定について 

   ９．議案第 ９号 白馬村高齢者等に配慮した公園施設の設置基準を定める条例の制定につ 

            いて 

  １０．議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例の制定について 

  １１．議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 

  １２．議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例を廃止する条例について 

  １３．議案第１３号 白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する実費弁償支給条例の制定 

            について 

  １４．議案第１４号 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制定について 

  １５．議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例について 

  １６．議案第１６号 白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例について 

  １７．議案第１７号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例について 

  １８．議案第１８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例につ 

            いて 

  １９．議案第１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正す 

            る条例について 

  ２０．議案第２０号 白馬村税条例の一部を改正する条例について 

  ２１．議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例について 

  ２２．議案第２２号 白馬村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例について 

  ２３．議案第２３号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

  ２４．議案第２４号 白馬村都市公園条例の一部を改正する条例について 

  ２５．議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例に 

            ついて 

  ２６．議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号） 

  ２７．議案第２７号 平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号） 
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  ２８．議案第２８号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

  ２９．議案第２９号 平成２４年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号） 

  ３０．議案第３０号 平成２５年度白馬村一般会計予算 

  ３１．議案第３１号 平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算 

  ３２．議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算 

  ３３．議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算 

  ３４．議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計予算 

  ３５．議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算 
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開会 午前１０時００分 

１．開会宣告 

議長（下川正剛君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１０名です。 

  これより平成２５年第１回白馬村議会定例会を開会いたします。 

  直ちに本日の会議を開きます。 

２．議事日程の報告 

議長（下川正剛君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります資料のとおりです。 

  第１番横田孝穗議員が病気療養中のため欠席しておりますので、報告をいたします。 

△日程第 １ 諸般の報告 

議長（下川正剛君） 日程第１ 諸般の報告をいたします。 

  監査委員から、平成２５年１月分の一般会計、特別会計、水道事業会計の例月出納検査報告書

が提出をされております。お手元に配付いたしました資料のとおりですので、これをもって報告

にかえさせていただきます。 

  次に、北アルプス広域連合議会及び白馬山麓環境施設組合議会の開催状況について報告をいた

します。北アルプス広域連合議会平成２５年２月定例会が、２月２１日、２２日に開催をされま

した。内容につきましては、お手元に配付いたしました資料のとおりですので、これをもって報

告にかえさせていただきます。 

  また、白馬山麓環境施設組合議会平成２５年第１回定例会が２月２８日に開催をされました。

内容につきましては、お手元に配付いたしました資料のとおりですので、これをもって報告にか

えさせていただきます。 

  これで諸般の報告を終わります。 

  次に、本定例会において受理いたしました陳情は、お手元に配付いたしました陳情文書表のと

おりですが、この文書表のとおり、所管の常任委員会に付託いたしたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、陳情文書表のとおり付託することに決定いた

しました。 

△日程第 ２ 会議録署名議員の指名 

議長（下川正剛君） 日程第２ 会議録署名議員の指名をいたします。 

  会議規則第１１９条の規定により、第２番篠﨑久美子議員、第３番太田伸子議員、第５番太田

修議員、以上３名を指名いたします。 

△日程第 ３ 会期の決定 
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議長（下川正剛君） 日程第３ 会期の決定を議題といたします。 

  お諮りをいたします。本定例会の会期は、別紙平成２５年第１回白馬村議会定例会日程表のと

おり、本日から３月２１日までの１７日間と決定することに、ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、本定例会の会期は本日から３月２１日までの

１７日間と決定をいたしました。 

△日程第４ 村長挨拶 

議長（下川正剛君） 日程第４ 村長より招集の挨拶を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 平成２５年第１回白馬村議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位の

ご参集をいただき、厚くお礼を申し上げます。 

  姉妹都市河津町と姉妹提携３０周年記念事業として、２月１９日、２０日にわたり「河津桜祭

り行き白馬村民号」を仕立て、応募いただきました村民の皆様、議員の皆様を含め総勢８５名で

河津町を訪問し、交流することができました。河津桜は二分、ところによっては五分咲きであり

ましたけれども、開花宣言がなされたこともあり、何台もの大型バスツアーが訪れており、祭り

のスタートに訪問ができ、相馬町長初め大勢の河津町の皆様の歓迎を受け、参加者全員が感激を

するとともに、一層の交流を深めることができました。３０周年の記念事業にふさわしい河津町

訪問となり、参加をいただきました議員の皆様を初め村民の皆様に心より感謝を申し上げます。 

  国政では、昨年１２月にスタートした安倍内閣の経済政策であるアベノミクスは、財政出動、

金融緩和、成長戦略の三本の矢で長期デフレから脱却をし、経済成長を目指すこととしておりま

す。内閣府発表の２月の経済報告でも２カ月連続の上方修正となるなど、このところ順調に円

安・株高に推移しており、企業や家計のマインドが改善されつつあるとの予想でありますが、燃

料の高騰、電気料金の値上げ等気になるところであります。一時的なものではなく、順調な景気

回復につながってほしいと願うところであります。 

  今回の国の財政出動の一つとして、総額２０兆円規模のうち１３．１兆円となる平成２４年度

補正予算が２月２６日に成立となりました。村としても、活用できる事業は積極的に活用してま

いりたいと考えております。今回の成長戦略には、省エネルギー、再生可能エネルギーの分野も

ありますので、自然環境を大切にする白馬村として、活用を図るなど取り組んでまいりたいと考

えております。 

  観光関係では、今シーズンの観光客の入り込み状況でありますが、２月末現在７３万人余りで、

前年比１０７．８％と増加をいたしました。７０万人台は先々シーズン以来であり、早い降雪に

よる上部での滑走可能となったことやイベント等によるものであると思われ、高速道路の笹子ト

ンネルも全面復旧されましたので、今後の入り込みに期待をするところであります。 

  農政関係では、平成２４年産米の生産量は２８万トンの生産過剰となり、引き続き、需給調整
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の的確な実施による需要に見合った米の生産を進めていく必要があることから、平成２５年産米

の全国生産数量目標を昨年より８万トン減らし７９１万トン、長野県の生産数量目標は２０万４，

４００トンで７５０トンの増、白馬村の生産数量目標は、昨年より８トン増の２，５２９トンと

いう配分があったところであります。平成２５年度は「農業者戸別所得補償制度」から「経営所

得安定対策」に名称が変更になりますが、基本的には平成２４年度と同じ枠組みで実施される

「経営所得安定対策」を初めとする米政策関連対策など、国・県の事業を有効に活用しながら、

鮮度や品質、安全性を重視した農産物の生産、特産品の開発、農業と観光を結びつける試みなど

に取り組んでまいりたいと考えております。 

  住民福祉課関係では、大北社会福祉事業協会で運営の特別養護老人ホーム白嶺の増床事業を進

めておりましたけれども、増築部分の工事が終了し、現在既存部分の改修工事が行われておりま

す。そして、この２０日には２０人の方の入居が予定され、短期入所も含め９０床となり、新た

なスタートが切られるところであります。こうした整備が介護保険料の上昇の一因ともなってい

ますが、少しでも待機者の解消につながり、家族の支援になることを願っているところでありま

す。 

  本年もインフルエンザの感染が広まりを見せ、１月３０日に長野県ではインフルエンザ警報を

発令いたしました。今シーズンは子どもから大人まで幅広い年齢層に感染が広まり、白馬村でも

インフルエンザＡ型の集団感染により、しろうま保育園の年少から年長の５クラスが学級閉鎖と

なり、小学校でも両小学校で１クラスずつ学級閉鎖となったところでありますが、ここに来てや

っと落ちついてきたようであります。マスクの着用、手洗い、うがい等による初期予防に努めて

いただきたいと思うところでございます。 

  環境課関係では、広域連合で進めています一般廃棄物処理施設建設計画につきましては、大町

市源汲地区が選ばれてから、広域連合及び大町市により周辺自治会に対する説明と合意形成に鋭

意努めている段階であります。源汲自治会とは近々に基本協定書を締結し、２５年度においては

生活環境影響調査に入っていくことになるものと思っております。予定地が大町市となったこと

により、本村では行政収集体制の強化を図るべく、新年度より３年間のうちに不足する全地区に

集積場を設置・充実するとともに、３市村の市民・村民協働により減量化をさらに進め、収集運

搬に係る経費をできるだけ圧縮する努力をしてまいります。 

  教育関係では、体罰やいじめの問題がクローズアップされております。県からの調査や、毎月

開催している３校校長教頭会議で、白馬村からこのような事例を出さない、あったら隠さないこ

となどを話し合いながら対処してまいります。今後も独自の聞き取り調査により、オープンな姿

勢と取り組みをするよう指示をしてまいります。 

  スポーツ課関係では、来年に迫っているソチオリンピックに向けて白馬村出身の渡部暁人選手

や上村愛子選手が調子を上げております。３月９日には第９１回全日本スキー選手権大会スペシ
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ャルジャンプに高梨沙羅選手が出場予定でありますので、ご都合がつけばぜひ応援にお出かけを

お願いしたいところでございます。 

  今回の一般会計補正予算（第６号）は、１億１，３２６万８，０００円を追加し、総額を

４７億９，４３３万９，０００円とするもので、国の緊急経済対策の活用による平成２５年度予

定事業の道路ストック点検と楠川橋架けかえ、除雪機械購入について前倒し９，７００万円の追

加、降雪日が多かったことにより、除雪費用が不足する見込みから４，０００万円の追加等が歳

出の主なものであります。 

  さて、今定例会で提案をいたします平成２５年度の白馬村一般会計予算の概要を申し上げます

と、当初予算規模は４７億１００万円で、国の経済対策を活用し、前年度当初予算に比較します

と２億９，５００万円、６．７％増の積極型の予算となりました。 

  第４次総合計画の後期計画に基づき予算編成を行う３年度目となり、「白馬の里にひと集い 

くらし健やか むらごと自然公園」を基本理念としながら、私はこの白馬村に住む村民が健やか

に、思いやりを持って人と人が支え合い、豊かさを感じることができる日々の生活、住んでよか

った、これからも住み続けたいと思う協働の村づくり、そして観光地としてきれいな美しい村づ

くりを目指し、平成２７年度の最終目標年度に向かって「めざすべき新しい白馬村」を達成すべ

く「さらに前へ」進める予算編成を職員一丸となって取り組んでまいりました。 

  残念ながら、平成２４年度には、下水道受益者負担金処理問題等で村民からの信用を大きく失

墜させてしまいました。また、２月臨時議会の折にも述べましたが、監査委員より住民監査請求

に対する監査結果の勧告がなされたところであります。繰り返しになりますが、勧告内容を真摯

に受けとめ、対応してまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

  行政の信頼回復と山積する課題解決へ向けて最大限の努力をするため、庁内の組織体制、職員

人材育成などのソフト面も含め、あらゆる方面から取り組んでまいる所存であります。 

  また、東日本大震災以降、原子力発電に頼らないエネルギー対策が国策として検討されていま

す。白馬村においても、地域の資源活用といった観点から新しい利活用の調査検討を行ってまい

ります。特に村の自然条件に適した新エネルギー活用への取り組み、特産品を開発する団体への

支援や雇用創出の研究・支援など、時代に対応した新たな分野への取り組みを行ってまいります。 

  新年度特に重点的に取り組む事業は、具体的には特産品開発推進（グループ補助や開発推進）、

自然エネルギーや観光資源（小水力発電、電気自動車、奈良井やスノーハープ）でございますが、

これらの事業に予算を配分し、白馬村独自色を模索する中で恒久的な地域の活力源となることを

目指してまいります。 

  また、安心して子育てができる環境づくりや、安らかな老後を過ごせる福祉社会の実現のため

の予算づけを行いました。 

  当然のことでありますが、歳入が限られた中で総合計画の実施計画のローリング、地域役員懇
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談会等の経過も踏まえ、緊急度や事業効果、公平性にも鑑み、健全財政をも視野に入れながら、

取捨選択を慎重に行う予算編成を行いました。 

  歳入面では、村税は約１３億３，２００万円で、前年比２，８００万円、２．２％の増であり

ます。個人住民税、滞納繰越分の徴収強化、たばこ税の税率改正等による増加を見込んでおりま

す。 

  地方譲与税関係は７，１００万円で、前年並みの計上をいたしました。年度末の政権交代によ

り、国の地方財政計画や平成２５年度予算編成スケジュールが大幅におくれており、村の予算編

成までに推計値が示されない状況であったため、村で推計をし計上をいたしたところでございま

す。 

  地方交付税については、１４億７，７００万円で計上いたしました。前年度より５，２００万

円の増となっております。こちらも地方譲与税同様に村の予算編成までに国の推計値が示されな

い状況であったため、村で推計し２４年度交付額の９５％で計上をいたしました。 

  国庫支出金は、橋梁長寿命化計画に基づく村内橋梁修繕工事による土木費国庫補助金等で５，

１００万円の増となっており、県支出金は２５年度に参議院議員選挙が予定されており、総務費

委託金等で２，６００万円の増となっております。 

  繰入金は、財政調整基金から３，５００万円、義務教育施設整備基金から３，２００万円等、

９，０００万円を基金から繰り入れることといたしました。 

  村債は約６億４，３００万円を予定していますが、臨時財政対策債を除いた起債額は３億６，

８００万円で、主なものは奈良井整備の地域活性化事業債に１億１，１００万円、スノーハープ

排水対策等として辺地対策事業債に５，５００万円、道路橋梁整備のため辺地対策事業債を含む

土木債に１億２，５００万円等を予定しております。 

  次に、歳出でありますが、歳入の伸びが見込めない中での予算編成であり、年間総合予算、経

費区分による積算、スクラップ・アンド・ビルドとサンセット方式を基本としての予算編成とし

ております。 

  歳出について費目別に申し上げますと、議会費は、村議会議員の改選による議員定数どおりの

議員報酬の計上により１，０００万円の増であります。 

  総務費は６億９，５００万円で、３，４００万円の増となりました。村議会議員選挙、参議院

議員選挙経費に１，３００万円、スポーツ事業費の施設管理費では、スノーハープの改修費に５，

５００万円を計上し、芝生広場の排水対策等の整備を計画しております。 

  民生費は１０億４，２００万円で、７，３００万円の増額となります。福祉の充実を図るため、

岳の湯をデイサービス施設として改修する経費と乳幼児等医療給付の対象年齢を１８歳までに範

囲を拡充することといたしました。 

  衛生費は４億２，０００万円で、ほぼ前年度並みとなっております。 
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  保健衛生費は、母子保健の電算システムを導入し出生からの健康管理を一元化する計画で、導

入経費として５００万円を計上いたしました。 

  清掃費は、し尿処理施設クリーンコスモ姫川の建設費の償還が終了等により１，３００万円の

減額となりました。 

  農林業費は３億４，７００万円で、前年度比１億３，５００万円の増となりました。主なもの

は、奈良井地区の有効利用整備事業を平成２４年度から３カ年計画で整備を進めており、平成

２５年度は用地購入と一部工事着手となるため１億２，４００万円、県営事業の小水力発電工事

への負担金３，０００万円、特産物開発の推進として開発に取り組む団体等への補助金に

２００万円を計上いたしました。 

  観光商工費では２億１，４００万円で、前年度に比べ２００万円ほど増でありますが、ほぼ前

年度並みとなっております。村内経済の活性化対策として２３年度から実施のリフォーム補助事

業は、２５年度まで継続して行うことで２，０００万円を計上いたしました。 

  土木費は７億６，７００万円で、前年比１億２，５００万円の増であります。橋梁長寿命化計

画に基づき計画的に橋梁の修繕を行ってまいります。２５年度は楠川橋、やちはら橋の修繕に６，

３００万円を計上いたし、村道の改良舗装に１億２，５００万円を計上いたしました。 

  消防費は１億７，０００万円で、北アルプス広域連合負担金等で前年度比約６００万円の増で

あります。 

  教育費は３億３，１００万円で、前年度より４，９００万円減となりました。要望箇所の多い

学校施設修繕のために義務教育施設整備基金３，２００万円を繰り入れることといたしました。 

  保健体育費では、Ｂ＆Ｇプールの改修工事が完了したため、８，２００万円の減となりました。 

  公債費は６億２，７００万円余りで、前年に比べ４，５００万円の減となり、年々償還額が減

少しております。 

  次に、特別会計・企業会計の新年度予算について概略を申し上げます。 

  国民健康保険事業勘定特別会計は、近年の医療費推計や特定健診等に係る事業費及び後期高齢

者拠出金、介護納付金等歳出額を見込み、歳入歳出の総額を１２億５，１００万円余りの予算と

いたしました。 

  後期高齢者医療特別会計は、歳入歳出それぞれ６，８００万円余りといたしました。前年度並

みの予算規模で主な内容は、歳入では、後期高齢者保険料が４，８００万円余り、保険基盤安定

繰入金１，８００万円余りを計上し、歳出では、保険料負担金６，７００万円余りを計上いたし

ました。 

  下水道事業特別会計は、歳入歳出約６億３，７００万円で、前年度当初予算に比べて約６，

０００万円の増となっております。長寿命化計画調査業務、東部農業集落排水施設の公共下水道

への統合事業を行うこととしています。 
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  農業集落排水事業特別会計は、歳入歳出３，４００万円で、前年度当初予算に比べ１００万円

余り減少した予算といたしました。 

  水道事業会計は、引き続き需要の伸び悩みで厳しい状況にあり、水道事業収益は２億８，

４００万円余りを計上いたしました。前年度に比較して７００万円余りの減額となります。水道

事業費用は２億８，２００万円余りを予定しているところであります。資本的収入は約７００万

円を計上いたしました。前年度に比べ３，９００万円余りの減となりますが、繰上償還による借

換債がなくなったことによる減であります。資本的支出は建設改良費、企業債償還金等の９，

１００万円余りで、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金等で

補塡することとしております。 

  本定例会に当初提出いたします案件は、報告１件、議案３４件でありますが、最終日の本会議

には、国の経済対策補正予算を受けた平成２４年度一般会計補正予算（第７号）、下水道事業特

別会計補正予算（第４号）、教育委員の選任についての同意案件等を追加議案として提出するこ

とを予定しておりますので、よろしくお願いをいたします。 

  それぞれの議案についての詳細は、担当課長より説明をいたしますので、ご審議の上、円満な

ご議決を賜りますようお願いを申し上げ、定例会招集に当たりましての冒頭のご挨拶とさせてい

ただきます。よろしくお願いをいたします。 

議長（下川正剛君） これより報告事項に入ります。 

  なお、本定例会の質疑につきましては、会議規則第５５条の規定により、１議員１議題につき

３回まで、また、会議規則第５４条第３項の規定により、自己の意見を述べることができないと

定められておりますので、申し添えます。 

△日程第 ５ 報告第１号 公用車両の事故に係る損害賠償の専決処分報告について 

議長（下川正剛君） 日程第５ 報告第１号 公用車両の事故に係る損害賠償の専決処分報告につ

いての報告に入ります。 

  報告を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 報告第１号 公用車両の事故に係る損害賠償の専決処分報告について朗

読し、ご説明いたします。 

  次のページをお開きください。専決第１３号、専決処分書でございます。 

  公用車事故に係る村の義務に属する損害賠償の請求について、別紙のとおり損害賠償をするも

ので、事故の内容等についてはこの後説明いたしますが、当事者間において示談による和解が成

立しており、村長の専決処分事項の規定で定める額以下の賠償額でありますので、今回専決処分

をし報告をするものでございます。 

  専決処分日は、平成２４年１２月２４日でございます。 

  裏面をごらんください。事故の内容は、平成２４年１０月１７日午後２時１５分ごろ、白馬村
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北城８２８－２３１みそら野地籍駐車場内で損害賠償請求者所有の軽乗用車と、職員が運転する

公用車が接触し、損害賠償請求者所有の車両を損傷したものであります。 

  損害賠償請求者は、福井県坂井市の黒川氏で、損害賠償金は７万９，７３３円でございます。 

  以上、報告させていただきます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  本件は報告事項でありますので、以上で日程第５ 報告第１号は終了いたしました。 

  以上をもちまして、報告事項は終了いたしました。 

△日程第 ６ 議案第２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更について 

議長（下川正剛君） 次に、これより議案の審議に入ります。 

  日程第６ 議案第２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更について朗読し、ご説

明いたします。 

  辺地に係る公共的施設の総合整備のための財政上の特別措置等に関する法律第３条第１項の規

定により、辺地対策総合整備計画を別紙のとおり変更する。 

  記、内山辺地でございます。 

  次のページをお開きください。総合整備計画書（案）。 

  内山辺地の総合整備計画を次のとおり変更したいものでございます。 

  観光レクリエーション施設のスノーハープについて、排水状況が悪くなり、悪臭等の発生もあ

り、利用等に支障を来しておりました。平成２４年度に担当課で原因の調査検討を行い、１２月

議会全協で報告を行ってまいりました。施設の排水対策とローラースキーコースを２５年度、

２６年度に整備の計画があるため、辺地債の財源活用が可能となるよう整備計画を変更するもの

で、事業費５，８６０万円を２億２６０万円に変更したいものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。第２番篠﨑久美子議員。 

第２番（篠﨑久美子君） ２番篠﨑でございます。ただいまの議案第２号 白馬村辺地対策総合整

備計画の変更について質疑を申し上げます。 

  事業費のところは、５，８６０万円から今回２億２６０万円に大幅な増額変更になっているわ

けでございますが、その増額の具体的な理由、具体的な内訳について再度お伺いをしたいと思い
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ます。お願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 篠﨑議員のご質疑にお答えいたします。 

  まず、白馬村の辺地総合整備計画は、平成２４年度から２８年度までの５カ年にわたる財政計

画を平成２３年度に作成いたしました。しかし、内山辺地の整備計画については、平成２４年度

に芝生広場の排水状況を調査した後に整備方針を決定することとしており、喫緊の課題であった

橋の補修等を２４年度に行う計画のみとなっておりました。今回提出の辺地総合整備計画の変更

は、芝生広場の排水対策とローラースキーコース整備を２５年度、２６年度の２カ年で行う計画

で提出をいたしました。 

  芝生広場は、本年度、排水状況調査で原因と改修方法のめどが立ったことから、周辺排水路の

整備や排水対策工事の事業化を計画しております。また、クロスカントリー競技場の年間を通し

た利用率の向上を図るため、コースの一部を舗装しローラースキーコースとして整備することを

計画し、今回提出するものでございます。事業費は２年間で１億４，４００万円の追加でござい

ます。具体的には、２５年度に５，５００万円余り、２６年度に８，８００万円余りの事業費を

計画しており、財源には財政上の特別措置がある辺地債を充てる計画となっております。よろし

くお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質疑はありませんか。篠﨑議員、よろしいでしょうか。 

第２番（篠﨑久美子君） はい。 

議長（下川正剛君） ほかには質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑がありませんので、質疑を終結いたします。 

△日程第 ７ 議案第３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続に関する条例の制定について 

議長（下川正剛君） 日程第７ 議案第３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続に関する条例の制

定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 議案第３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続に関する条例の制定

について説明をいたします。 

  次のページをお開きください。現在、白馬村では、社会福祉法人白馬村社会福祉協議会に運営

費に対する補助金を交付しております。社会福祉法では、社会福祉法人に補助金を交付する場合

には、補助の手続を条例で定めることを規定しています。その条例が今までなかったことから、

今回制定をするものです。 

  条例の内容についてですが、第１条は条例の趣旨を、第２条については、申請手続で補助金交

付申請書の添付書類について規定をしております。第３条は目的外使用の禁止、第４条は実施状
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況の報告をすること、第５条は補助金の返還についてそれぞれ規定をしております。 

  条例の施行日は、公布の日からでございます。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第 ８ 議案第４号 白馬村農業振興施設条例の制定について 

議長（下川正剛君） 日程第８ 議案第４号 白馬村農業振興施設条例の制定についてを議題とい

たします。 

  提案理由の説明を求めます。平林観光農政課長。 

観光農政課長（平林 豊君） 議案第４号 白馬村農業振興施設条例の制定についてご説明いたし

ます。 

  白馬村農業体験実習館の設置及び管理に関する条例、白馬村野外緑地広場施設条例、白馬村神

城多目的集会施設の設置及び管理に関する条例、農産物処理加工施設の設置及び管理に関する条

例、白馬村農村広場条例の５つの条例を指定管理者制度導入も視野に入れ、一本化した白馬村農

業振興施設条例を制定するものであります。 

  第２条で６施設の名称及び位置の明記、第３条、第４条で指定管理者制度を導入した場合の指

定管理者による管理と業務を、第５条で施設の開場時間及び休場日を別表にて規定しております。

第６条で使用の許可、第７条で使用の制限、第８条で使用料の収受、第９条で使用料の減免、第

１０条で使用料の還付、第１１条で施設の費用負担、第１２条で原状の回復義務、第１３条で損

害賠償について規定してあります。 

  この条例につきましては、平成２５年４月１日から施行し、指定管理者の指定前は「指定管理

者」とあるのは「村長」としてあります。 

  なお、この条例の規定により、現行の白馬村農業体験実習館の設置及び管理に関する条例等

５つの条例は廃止するものであります。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第 ９ 議案第５号 白馬村村道の構造の技術的基準に関する条例の制定について 

議長（下川正剛君） 日程第９ 議案第５号 白馬村村道の構造の技術的基準に関する条例の制定
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についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第５号 白馬村村道の構造の技術的基準に関する条例の制定

について説明申し上げます。 

  第１次一括法による道路法の改正により、都道府県道及び市町村道の構造の技術的基準につい

ては、政令で定める基準を参酌すべき基準として各地方公共団体が条例で定めることと規定され

たことによる制定でございます。 

  なお、長野県条例及び規則を参酌すべき基準とし、条例には趣旨と目次のみ記載し、村道道路

構造の技術的基準を定める事項や村道に設ける道路標識の寸法は別途規則で定めることといたし

ました。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１０ 議案第６号 白馬村移動等円滑化のために必要な新設特定道路の構造の基準を 

             定める条例の制定について 

議長（下川正剛君） 日程第１０ 議案第６号 白馬村移動等円滑化のために必要な新設特定道路

の構造の基準を定める条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第６号 白馬村移動等円滑化のために必要な新設特定道路の

構造の基準を定める条例の制定について説明申し上げます。 

  第２次一括法により、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、いわゆるバリ

アフリー法でございますが、これが改正をされ、これまで省令で定められていた移動等円滑化の

ために必要な道路の構造に関する基準について、各市町村で定めることができるようになったた

めの条例の制定でございます。 

  制定に当たりましては、長野県条例及び規則を参酌し、条例には趣旨と目次のみ記載し、各規

定事項は別途規則で定めることといたしました。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 
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△日程第１１ 議案第７号 白馬村準用河川における河川管理施設等の構造の技術的基準に関 

             する条例の制定について 

議長（下川正剛君） 日程第１１ 議案第７号 白馬村準用河川における河川管理施設等の構造の

技術的基準に関する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第７号 白馬村準用河川における河川管理施設等の構造の技

術的基準に関する条例の制定について説明申し上げます。 

  第１次一括法により河川法が改正され、市町村が指定する準用河川の河川管理施設のうち主要

なものの構造に関する技術的基準については、政令で定める基準を参酌して各市町村で定めるこ

ととされたための条例の制定でございます。 

  制定に当たりましては、条例には趣旨と定義と河川管理施設の構造の技術的基準の概念を記載

し、適合基準の細部につきましては、別途規則で定めることといたしました。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１２ 議案第８号 白馬村村営住宅及び共同施設の整備基準に関する条例の制定につ 

             いて 

議長（下川正剛君） 日程第１２ 議案第８号 白馬村村営住宅及び共同施設の整備基準に関する

条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第８号 白馬村村営住宅及び共同施設の整備基準に関する条

例の制定について説明申し上げます。 

  第１次一括法により公営住宅法が改正され、国土交通省で定めるとされていた公営住宅及び共

同施設の整備基準は、事業主体である市町村が省令で定める基準を参酌して定めることとされた

ための条例の制定でございます。 

  条例第８条、住宅の基準、第９条、住戸の基準、第１０条、住戸内の各部、第１１条、共用部

分における規制されている措置については、別途規則で具体的な基準を定めております。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１３ 議案第９号 白馬村高齢者等に配慮した公園施設の設置基準を定める条例の制 

             定について 

議長（下川正剛君） 日程第１３ 議案第９号 白馬村高齢者等に配慮した公園施設の設置基準を

定める条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。丸山環境課長。 

環境課長（丸山勇太郎君） 議案第９号 白馬村高齢者等に配慮した公園施設の設置基準を定める

条例の制定について説明申し上げます。 

  地域主権改革一括法による高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律の一部改正

により、園路、広場、駐車場、トイレ等特定公園施設の設置に関する基準について、省令で定め

る基準を参酌して条例で定めることとされたため、新たに本条例を定めるもので、高齢者や障害

者の移動上、または施設の利用上の利便性及び安全性を向上することを原則とすることから、省

令と同じ基準を定めることとします。それぞれ各条文では各施設の出入り口の幅、園路の幅、ス

ロープの設置義務やその縦断勾配、車椅子用駐車スペースの設置基準などを定めてあり、例えば

今後計画されます奈良井公園などで施設を設ける場合には、この条例の基準によって計画してい

ただくことになるものと考えております。よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１４ 議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例の制定 

              について 

議長（下川正剛君） 日程第１４ 議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関

する条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関す

る条例の制定について説明申し上げます。 

  この条例は、白馬村下水道条例第１４条第１項の規定により排水区域外汚水の排除を認められ

た場合に、地方自治法第２２４条の規定に基づき白馬村公共下水道区域外流入分担金を徴収する

ことを定めたものでございます。 

  第４条、受益者の分担金の額は、公共下水道受益者負担金の額と同額の公簿の面積に対して

１平方メートル当たり９００円を乗じた額といたします。第５条第３項では、分担金は一括して

徴収するものとしております。第６条では、公共下水道受益者負担金と同様の減免制度を適用い
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たします。詳細については、白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例施行規則の第１１条、

第１２条を適用いたします。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。第１０番小林英雄議員。 

第１０番（小林英雄君） １０番小林英雄です。私は、この白馬村公共下水道区域外流入分担金の

徴収に関する条例を拝見いたしまして、２件について質問をさせていただきます。 

  特にこの条例案の３条と５条についてであります。まず、この条例案を拝見いたしまして、こ

の３条と５条についてでありますが、どちらも村長が定めたことに条例が従うような感じをどう

しても受けたものですから、そこで質問をさせていただきます。 

  まず、第３条なんですが、受益者を、村長が排水区域外の区域のうち分担金を徴収する区域

（以下「徴収区域」）内に土地を有するものとし、徴収区域を村長が決めることになっている。

徴収区域を定める基準はどこで決められているのでしょうか。また、その手続について、手続は

どこで決められているのでしょうか。これが第３条であります。 

  それから、第５条につきましては、取扱要綱という言葉が出てまいります。（平成２５年白馬

村要綱第 号）という形で、第４条とは何を指しているのかということです。また、その定まっ

ていないものが含まれている条例が議会に提案をされているのはどういうことかと。 

  以上２点でありますが、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） ただいまの小林議員さんからのご質問のお答えをいたします。 

  ２点ございますが、まず、第３条につきましては、徴収区域を定める基準は別に制定をいたし

ます白馬村公共下水道区域外流入に関する取扱要綱でその許可基準を定めております。なお、要

綱につきましては、２月１４日の全員協議会における東部農集排、公共下水道統合の説明の際、

説明をさせていただきました。 

  次に、手続はどこで決められているのかとのお尋ねでございますが、同取扱要綱の第４条にお

いて、区域外流入の許可申請があったときは、村がその内容を審査し、許可基準に適合している

場合は区域外流入の許可決定をするというふうにしております。 

  続きまして、第５条の関係でございますが、先ほど第３条のところで説明をいたしました白馬

村公共下水道区域外流入に関する取扱要綱は、この条例の制定とあわせて制定をされるものであ

りまして、条例、要綱が同日施行するものでございます。したがいまして、この条例制定が可決

されたときに取扱要綱に告示番号が入り、告示をされるようになります。 

  以上でございます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。 
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  ほかに質疑はありませんか。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） １つだけお尋ねしておきたいんですけれども、やはりこの条例を拝見す

る限り、どうしても取扱要綱というのが大変気になります。これがどうも条例の上に来ている、

上位法。それから、まだこれ案ですから何とも言えないんですけれども、法律があって条例があ

って規則があって、そしてその他細かな要綱というものが定められるのが順序だと思うんですけ

れども、今提案されているこの条例でいきますと、やはり順序が逆のような気がしてなりません。

そして、そこで例えば徴収区域を決める、定める、そういう基準も手続も規定もまだないまま、

これを村長が勝手に決められると、そういうふうにどうしても読み取れます。もう一度、申しわ

けありませんけれども、ご説明いただけないでしょうか。 

議長（下川正剛君） 小林議員、字句の質問はできないということになっておりますので申し添え

ますが、もう一度説明を聞きたいということでありますので、答弁を求めることにいたします。

答弁を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 今回の条例の制定につきましては、まずは大原則が白馬村下水道

条例の第１４条第１項に規定をしております区域外流入のいわゆる関係でございまして、従来は

第１４条のみで、１４条につきましては公共下水道の管理上、支障がないと認めるときは認める

ことができるという、まずここから入ります。それで、従来、このいわゆる下水道排水区域外を

流入させる土地につきまして、明確な基準がなかったわけですね。ですから、まずはその許可基

準を取扱要綱で、どういった土地に区域外流入の排水が可能になるのか、許可となる土地になる

のかというのを要綱で決めまして、その要綱には当然許可されたものは分担金を払わなければい

けないという文言が入っております。それで、地方自治法の２２８条では、分担金を徴収する場

合には条例で定めなければならないという規定がございます。それにのっとりまして今回の条例

を制定するものでございます。 

  以上でございます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。 

  ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１５ 議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定について 

議長（下川正剛君） 日程第１５ 議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条例の制

定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定につい

てご説明いたします。 
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  次のページをお開きください。新型インフルエンザ等対策本部条例についてでございますが、

新型インフルエンザ等対策特別措置法が平成２４年５月に公布されたことによる条例の制定でご

ざいます。 

  この条例は、第１条の目的に記載されておりますが、特別措置法第３７条において準用する法

第２６条に基づき、白馬村新型インフルエンザ等対策本部について必要事項を定めるものでござ

います。第２条は組織について、第３条は部についての規定で、附則の施行については、別に政

令で定める日となっているため、新型インフルエンザ等対策特別措置法の施行の日からとしてお

ります。 

  以上、よろしくお願いをいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１６ 議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例を廃止する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第１６ 議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例を廃止する条

例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例を廃止する条例に

ついて説明をいたします。 

  次のページをお開きください。白馬村在宅介護支援センターは、大北社会福祉事業協会に委託

し、平成８年４月に開設をいたしました。平成１８年の介護保険法の改正により在宅介護支援セ

ンターの相談業務を強化した地域包括支援センターを新設しましたが、居宅介護支援事業を主体

に継続をしてまいりました。大北社会福祉事業協会では、本年１月１日に居宅介護支援専門員

２名の体制で新たに居宅介護支援事業所を開設いたしました。これに伴い、在宅介護支援センタ

ーを廃止することから条例を廃止するものです。 

  条例の施行日は、公布の日からとしています。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１７ 議案第１３号 白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する実費弁償支給条 

              例の制定について 
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議長（下川正剛君） 日程第１７ 議案第１３号 白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する

実費弁償支給条例の制定についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１３号 白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する実費弁償

支給条例の制定についてご説明いたします。 

  次のページをお開きください。白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する実費弁償支給条

例。現在の選挙管理委員会及び議会等の要求により出頭した者等に対する実費弁償支給条例が現

行法規と合わない点があるため、全部改正をするものでございます。 

  第２条の適用範囲でございますが、第１号から第８号まででございます。第３条で実費の弁償

と支給方法を規定し、１日につき２，３００円、半日につき１，１５０円の日当を支給するもの

でございます。 

  裏面をお願いします。附則になりますが、この条例は公布の日から施行し、平成２５年２月

１日から適用するものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１８ 議案第１４号 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制定について 

議長（下川正剛君） 日程第１８ 議案第１４号 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制定につ

いてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１４号 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制定についてご説

明いたします。 

  次のページをお開きください。白馬村消防団員等公務災害補償条例。現行の条例の根拠法とな

っております消防組織法、災害対策基本法の改正に伴い改めるものですが、変更すべき事項が多

岐にわたり、その他現行法規と整合しない部分もあるため、全部改正を行うものでございます。 

  第１条に、目的として、法に基づく業務に従事した者に係る損害補償を的確に行うことを規定

し、第２条、第３条では損害補償を受ける権利について、第４条では損害補償の種類、第５条で

補償基礎額、第６条、第７条で療養補償や療養費の関係について規定し、第８条で休業補償、第

９条で障害補償、第１０条で遺族補償、第１１条から第１６条まで遺族補償年金関係について定

め、第１８条では葬祭補償について、第１９条から第２４条では損害補償の制限、支給期間、未

支給の損害補償、補償の免責や求償権について規定し、第３章雑則で第２５条で異議の申立を、
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第２６条、報告、出頭等、第２７条では損害補償費の返還要求を規定するものでございます。 

  施行については、平成２５年４月１日から施行するものでございます。 

  以上、よろしくお願いをいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第１９ 議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第１９ 議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例についてご説明

いたします。 

  次のページをお開きください。白馬村課設置条例の一部を改正する条例。村長より１２月定例

会閉会の挨拶の折に、課等の組織体制を見直す旨ご説明をしておりました。これまで庁内でも課

のあり方について検討を重ねてまいりました。地域主権による事務量の増加、法令の遵守等それ

ぞれの課が充実できるように体制の見直しを行うものでございます。 

  新旧対照表にてご説明させていただきます。第１条の改正部分でございますが、住民福祉課を

住民課と健康福祉課に、環境課を廃止し、観光農政課を観光課と農政課に、建設水道課は建設課

と上下水道課に変更し、８課体制とするものでございます。第２条の課の分掌事務では、それぞ

れの課の事務の主なものを定めておりますが、課の再編に合わせ一部見直しを行っております。 

  １号、総務課ですが、変更部分は次のページ、改正後の欄をお願いしたいと思います。コ、景

観形成及び屋外広告物に関すること、サ、環境政策に関すること、シ、その他まちづくりに関す

ることの３項目を加えるもので、環境課所管の一部を移行するものでございます。 

  住民福祉課については、３号、住民課に戸籍、住民登録及び印鑑登録に関すること、イ、国民

健康保険及び後期高齢者医療保険等に関すること、ウ、福祉医療に関すること、エ、国民年金に

関すること、オ、環境衛生及び公衆トイレに関すること、カ、社会援護に関すること、キ、その

他住民生活に関すること。 

  ４号、健康福祉課に、高齢者、障害者及び児童福祉等に関すること、イ、介護保険に関するこ

と、ウ、保健予防及び健康増進に関すること、エ、生活保護に関すること、オ、その他住民福祉

に関することとし、環境課のアについては建設課に、イからエとカについては総務課に、オにつ

いては住民課に割り振るものでございます。 

  観光農政課は、観光課として、ア、観光の振興に関すること、イ、商工業に関すること、ウ、
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労働に関すること、エ、その他観光に関すること。農政課として、ア、農業、林業及び水産業に

関すること、イ、農地保全及び土地改良に関すること、ウ、国土地籍調査に関すること、エ、そ

の他農林業の振興に関することとし、建設水道課は建設課として、ア、道路及び河川に関するこ

と、イ、土木及び建築に関すること、ウ、都市計画及び土地利用計画に関することに、上下水道

課として、ア、上水道に関すること、イ、公共下水道に関すること、ウ、農業集落排水及び合併

浄化槽の設置に関すること、エ、小規模水道に関することにそれぞれ変更し、平成２５年４月

１日から施行したいものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２０ 議案第１６号 白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２０ 議案第１６号 白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１６号 白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例について

ご説明いたします。 

  次のページをお開きください。白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例につきましては、

統計法に関する事項について、根拠法の改正に伴う改正と字句の訂正をするものでございます。 

  第２条第２号中の「手続き」、第２０条の見出し中の「手続き」及び同条第３項中の「第

１９条」、第２３条第２号中の「取り消し」は、それぞれ字句を改めるものでございます。第

３条第１号中「昭和２２年法律第１８号）第２条に規定する指定統計」を「平成１９年法律第

５３号）第２条第４項に規定する基幹統計」に改め、同条中第２号及び第３号を削り、「第

４号」を「第２号」とするものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２１ 議案第１７号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２１ 議案第１７号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 
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  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１７号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例についてご説

明いたします。 

  次のページをお開きください。白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例については、条例中

引用している法律の題名が変更になったことによる改正と、あわせて字句の訂正をするものでご

ざいます。 

  第２条中「かかわる」と第４条第３号中「下請け」は字句を改めるもので、第５条第１項第

６号中「証券取引法」を「金融商品取引法」に改め、第９条中「地方自治法」の次に法律番号を

加えるもので、公布の日から施行するものでございます。 

  以上、よろしくお願いをいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２２ 議案第１８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する 

              条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２２ 議案第１８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の

一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改

正する条例についてご説明いたします。 

  次のページをお開きください。公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する

条例については、条例中引用しております法律の題名が変更になったことによる改正と字句の訂

正をするものでございます。 

  第４条中「地方公営企業労働関係法第３条第２項」を「地方公営企業等の労働関係に関する法

律第３条第４号」に改め、第１０条第４号と第１２条は条例番号、法律番号を加え、第１４条中

「第１５条」を「次条」に、「一般職の職員の給与に関する条例」を「一般職の職員の給与に関

する条例」に改めるもので、公布の日から施行するものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 
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△日程第２３ 議案第１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部 

              を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２３ 議案第１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関

する条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例

の一部を改正する条例についてご説明いたします。 

  次のページをお開きください。白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部

を改正する条例につきましては、報酬を支給する非常勤特別職の追加と額の変更を行うものでご

ざいます。 

  別表中、事務事業評価委員の「学識経験」を削り、「地域公共交通会議委員」を「地域公共交

通検討委員会委員」を加え、「食育推進会議委員」の後に「地産地消推進協議会委員」、「鳥獣

被害対策実施隊員」を加え、「学校医・保育所医」を「学校医」と「保育園医」に分け、学校医

の内科医から眼科医の金額を児童数の多い部分について加算をすることとし、スキー傷害診療従

事者の項を削り、「上記非常勤職員のうち、専門の知識を有するなど、社会通念上その報酬を考

慮すべきと判断される者」について、「別に任命権者が定める額」を加えるもので、公布の日か

ら施行したいものでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２４ 議案第２０号 白馬村税条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２４ 議案第２０号 白馬村税条例の一部を改正する条例についてを

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） 議案第２０号 白馬村税条例の一部を改正する条例についてにつきまし

て、朗読を省略し、ご説明を申し上げます。 

  最後のページの新旧対照表をごらんください。附則の改正でございまして、第２０条は道路運

送車両法施行規則の規則の番号を追加するものでございます。 

  第２５条につきましては、国におきまして東日本大震災からの復興に関し、地方公共団体が実

施する防災のための施策に必要な財源の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律、これが公布

施行されておりまして、この中で個人の市町村民税でございますけれども、平成２６年度から平
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成３５年度までの各年度分の個人の市町村民税に限り、均等割の標準税率、現行３，０００円で

ございますが、５００円を加算した額とするということがその法律の中で定められましたので、

白馬村の個人の住民税につきましても、平成２６年度から平成３５年度までの間、５００円を加

算した額とするということにしたいものでございます。 

  なお、参考までに個人の県民税も現行、森林税を含めて１，５００円でございますが、これも

５００円加算されるということで、平成２６年度からは均等割が村民税、県民税合わせて１，

０００円アップするということになりますので、よろしくお願いいたします。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２５ 議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２５ 議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例につい

てを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） 議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例についてにつき

まして、朗読を省略し、ご説明を申し上げます。 

  めくっていただきまして、新旧対照表をお願いいたします。現行の運用に合わせていくという

ことが趣旨でありますけれども、まず、改正前のところに家屋台帳を閲覧に供する事務というも

のがございますけれども、実際、家屋台帳は閲覧にできるというものはありませんので、その運

用に合わせてそれを削除するものでございます。 

  それから、その下の土地家屋名寄台帳でありますけれども、「名寄台帳」を「名寄帳」に字句

の修正、それから単位でありますけれども、「１人分」を「１件」に改正する。 

  それから、その下の土地台帳及び地籍図を閲覧に供する事務でありますけれども、今まで土地

台帳等で一括してありますけれども、土地台帳閲覧手数料と公図・地籍図閲覧手数料に分けてわ

かりやすくしたいというものでございます。 

  それから、一番下でございますけれども、納税証明手数料でありますが、この手数料につきま

しては、白馬村税条例の中でも定められておりまして、二重に定めているというような状況が生

じておりましたので、手数料条例のほうからは削除をしていきたいというものでございます。 

  戻っていただきまして、附則でございますけれども、この条例は平成２５年４月１日から施行

したいというものでございますので、よろしくお願いいたします。 

  説明は以上でございます。 
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議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２６ 議案第２２号 白馬村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２６ 議案第２２号 白馬村福祉医療費給付条例の一部を改正する条

例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 議案第２２号 白馬村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例に

ついて説明をいたします。 

  この条例改正は、福祉医療の支給対象者を満１８歳まで拡大することが主なものです。改正内

容を説明しますので、一番最後のページの新旧対照表をごらんください。まず、第１条と第２条

のところですが、第１条と第２条に「乳幼児等」という表現がございます。この名称を、支給年

齢が満１８歳に拡大するということから、「子ども」という名称に改めるものでございます。 

  第２条第１号については、「子ども」の定義を「満１８歳」に改めるというものでございます。 

  第３条の改正は、法律の名称変更と引用条項の変更でございます。 

  条例の施行日は、平成２５年４月１日からというふうにしております。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２７ 議案第２３号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２７ 議案第２３号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例

についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 議案第２３号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例につ

いて説明いたします。 

  この条例改正は、根拠法令と引用する法令の条番号を変更するものでございます。一番最後の

ページの新旧対照表をごらんください。新たに目次を追加するということでございます。 

  それと、第５条については、引用する法令を精神保健法から障害者の日常生活を総合的に支援

するための法律及び同施行令に改めるものです。 

  第９条は、引用する法律の条番号を改めるものです。 
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  条例の施行日については、障害者の日常生活を総合的に支援するための法律の施行日である平

成２５年４月１日からとしています。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２８ 議案第２４号 白馬村都市公園条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２８ 議案第２４号 白馬村都市公園条例の一部を改正する条例につ

いてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。丸山環境課長。 

環境課長（丸山勇太郎君） 議案第２４号 白馬村都市公園条例の一部を改正する条例について説

明いたします。 

  おめくりください。この条例改正は、地域主権改革一括法による都市公園法の一部改正により、

都市公園の設置基準について政令で定める基準を参酌して条例で定めることとされたために、本

条例について所要の改正を行うものです。 

  主な改正点は、第３条の２、第３条の３の追加であり、３条の２第１号では、都市公園の住民

１人当たりの敷地面積の標準を１０平米以上とすること、第２条では、都市公園の種類ごとの配

置及び規模の基準、第３条の３では、都市公園に公園施設として設けられる建築物の敷地面積に

対する割合は２％を超えてはならないとした後、第２項以降の施行令ただし書は、特例として一

定割合を上乗せすることができる施設と面積割合をうたってあります。第４条以降の改正点は、

例規表現の統一化による送り仮名の修正等です。よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第２９ 議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正す 

              る条例について 

議長（下川正剛君） 日程第２９ 議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例

の一部を改正する条例についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例の

一部を改正する条例についてご説明申し上げます。 
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  これは新たに先ほどの議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例

及び白馬村公共下水道区域外流入に関する取扱要綱の制定によるものの改正でございます。 

  新旧対照表をごらんください。第２条、受益者、第１項において２行目の「及び白馬村公共下

水道条例（平成４年条例第１６号）第１４条の規定により排水区域外汚水の排除を認められた者

をいう。」を削除いたします。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３０ 議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号） 

議長（下川正剛君） 日程第３０ 議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第

６号）についてを議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号）につい

てご説明いたします。 

  平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号）につきましては、既定の歳入歳出予算の総額

に歳入歳出それぞれ１億１，３２６万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ

れぞれ４７億９，４３３万９，０００円とするものでございます。 

  ５ページ、第２表をお開きください。第２表繰越明許費は、地方自治法第２１３条第１項の規

定により翌年度に繰り越して使用することができる経費でございます。 

  総務費の企画一般事業３２万円は、大北福祉会館の耐震診断費用の白馬村分で、国の２４年度

補正予算の対象となり、繰越事業となったことによるものでございます。 

  農林業費、村単土地改良事業２９万円は、農道飯森曲沢橋点検事業で、国の補正予算対象とな

ったことによるものでございます。 

  土木費は、道路橋梁費と都市計画総務費で、道路橋梁費の除雪機械整備事業３，６５０万円は

ロータリー除雪機の購入で、村道改良国庫補助事業１億３，２５３万１，０００円は楠川橋等道

路橋梁改良の経費で、両事業とも国の経済対策活用により繰越事業とするものでございます。 

  都市計画事業は、１２月定例会で補正をいたしました都市計画基礎調査事業で、２，０７９万

円を繰り越すものでございます。災害復旧費は、現年発生林道施設災害復旧事業で、林道東山線

事業１，７２１万２，０００円を繰り越すものでございます。 

  続きまして、第３表債務負担行為補正の変更につきましては、事業が完了したことによる変更

で、２件とも変更事項として借り入れ先の信州・長野県観光協会の起債と元利償還金の限度額が
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確定したことによる変更でございます。 

  ６ページ、第４表地方債補正は、追加として除雪機械整備事業１，２００万円を追加するもの

であります。起債の方法、償還の方法はごらんのとおりでございます。変更につきましては、農

業農村整備事業、限度額３，６００万円を４，6００万円に変更するもので、以下、観光レクリ

エーション施設改修事業５，８６０万円を４，９６０万円に、道路新設改良事業１億１，

７４０万円を１億３，４９０万円に、農地農林施設災害復旧事業１，２８０万円を３２０万円に

それぞれ変更するものでございます。 

  １０ページをお開きください。歳入歳出補正について主なものをご説明いたします。 

  初めに、歳入明細からでございます。１款村税、１項１目個人村民税１，１００万円を追加す

るもので、収入見込みを精査し現年課税特別徴収分５００万円、普通徴収分６００万円の追加で

ございます。 

  ２項１目固定資産税２，０００万円を追加するもので、滞納繰越分ですが、徴収努力による追

加でございます。 

  ６款１目地方消費税交付金８４２万６，０００円の追加は、額の確定によるものでございます。 

  ９款１目地方交付税５９４万２，０００円の追加は、留保財源の一部を補正し、５９４万２，

０００円を追加するものでございます。 

  １１ページ、１２款使用料及び手数料、１目総務使用料２５４万５，０００円の追加は、ジャ

ンプ台リフト使用料でございます。 

  １３款国庫支出金、１項１目民生費国庫負担金３２０万８，０００円の減は、実績見込みによ

る減額と制度変更による項目の組みかえによるものでございます。 

  １２ページ、１３款国庫支出金、３目土木費国庫補助金４，８０５万円の追加は、建設機械整

備事業補助金２，４００万円、社会資本整備総合交付金２，４０５万円でございます。 

  １５ページ、２０款村債、３目農林業債１，０００万円の追加は、県営平川水力発電事業負担

金分の追加でございます。 

  ４目観光債９００万円の減額は、スノーハープ１号橋改修事業完了による減額でございます。 

  ６目土木費２，９５０万円の追加は、道路新設改良辺地分が事業完了により６８０万円の減額

で、公共事業等債は除雪機械、道路新設改良の起債３，６３０万円の追加でございます。 

  ９目災害復旧費９６０万円の減額は、国の査定による減額でございます。 

  １６ページ、歳出でございますが、２款総務費、１目一般管理費１９３万６，０００円の追加

の主なものは、村条例等例規システム使用料の追加で、地域主権一括法に基づくものや修正必要

件数が見込みより大幅にふえたことによる追加でございます。 

  ２目財産管理費１１８万２，０００円の追加の主なものは、燃料高騰に伴い燃料費、光熱水費

に７５万２，０００円の追加をするものでございます。 
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  １７ページ、２項徴税費、２目賦課徴収費６９８万１，０００円の追加の主なものは、固定資

産税課税更正による補償補填及び賠償金６８６万５，０００円でございます。 

  ７項スポーツ事業費、２目施設管理費１９３万円の減額は、スノーハープ１号橋工事完了に伴

う３５９万円の減が主なものでございます。 

  １８ページ、３款民生費、２目老人福祉費１５０万円の減額は、介護予防・地域支え合い事業

の配食サービス事業委託料、緊急通報システム使用料の実績見込みによる減額でございます。 

  １９ページ、２項児童福祉費、２目子育て支援費３９３万６，０００円の減額は、子ども手当

から児童手当に制度変更による組みかえ及び児童数の減少に伴う減額でございます。 

  ２１ページ、４款衛生費、１項１目環境衛生費１３４万円の減額は、雑排水収集処理委託料の

１００万円の減が主なものでございます。 

  ２目保健予防費２０４万７，０００円の減額の主なものは、検診の受診件数減による検診等委

託料１６０万９，０００円の減でございます。 

  ２２ページ、２項清掃費、１目塵芥処理費１，０３０万円の減額は、白馬山麓組合（清掃セン

ター）分負担金８１１万１，０００円の減額とごみ集積場設置補助金の１４２万２，０００円の

減額でございます。 

  ２目し尿処理費１９０万２，０００円の減額は、白馬山麓組合（クリーンコスモ）分負担金の

減でございます。 

  ２４ページ、５款農林業費、４目農地費９８４万５，０００円の追加の主なものは、県営事業

負担金９５０万円で、平川水力発電事業の事業費が国の補正予算対応により増額となるものでご

ざいます。 

  ２５ページ、３項地籍調査費、１目地籍調査事業費１４５万７，０００円の減額は、事業費確

定による委託料の減額でございます。 

  ７款土木費、２目道路維持費８，３７０万３，０００円の追加の主なものは、村道の穴埋め等

に３００万３，０００円、２６ページ、除雪委託料に４，０００万円、国の経済対策事業活用に

よる除雪機の購入３，６５０万円でございます。 

  ３目道路新設改良費５，３２９万円の追加の主なものは、村道改良国庫補助事業として国の補

正予算を活用し、前倒しをして楠川橋修繕の設計、工事費、道路点検等委託料に６，００５万円、

道路の改良起債事業は工事関係の精算により６７６万円の減額をするものでございます。 

  ２７ページ、３項河川費、１目河川総務費１００万円の減は、工事費の精算による減額でござ

います。 

  ２８ページ、９款教育費、２項小学校費、１目学校管理費１９４万３，０００円の追加の主な

ものは、両小学校とも燃料高騰に伴う追加と北小校舎内の天井、壁、床等の小修繕が必要となり、

７１万２，０００円を追加するものでございます。 
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  ３０ページ、１０款災害復旧費１，１９０万９，０００円の減額は、林道東山線の工事が災害

査定により減額となったことによる減でございます。 

  ３１ページ、１１款公債費５３０万円の減額は、長期債利子分の確定による減額でございます。 

  以上、主な内容についてご説明いたしました。よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。第２番篠﨑久美子議員。 

第２番（篠﨑久美子君） ２番篠﨑でございます。ただいまの議案第２６号 平成２４年度一般会

計補正予算（第６号）について、１点質疑を申し上げます。 

  １７ページ、歳出のところに入っておりますが、２款総務費、２項徴税費、２目賦課徴収費、

そこのところの補償補填及び賠償金ということで、６８６万５，０００円でございますが、先ほ

ど固定資産税というお言葉もございましたが、これについて内容をお伺いしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） ただいまのご質問の賦課徴収事業の補償補填及び賠償金６８６万５，

０００円の内容につきましてご説明申し上げます。 

  これにつきましては、固定資産税の家屋の課税で所有者の誤りがありまして、これに対応する

ものでございます。地方税法に基づきます５年間の前の５年間分でありまして、白馬村村税等過

誤納金補填金支払要綱に基づく補填金でございまして、家屋６件に関するものであります。具体

的には、個人名と法人名が違っていたもの３件、それから個人名と共有名が違っていたもの３件

でございます。 

  以上でございます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質疑はありませんか。篠﨑久美子議員。 

第２番（篠﨑久美子君） ただいまご説明を頂戴しました。所有者の誤りということでございます

が、それがわかるに至ったのは、どういう事由でこれがわかることになったのかお伺いしたいと

思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） これにつきましては、昨年の３月にもこの補填金の補正をお願いしてお

認めいただいたところでございますけれども、そのときの担当委員会からも指示がありまして、

法務局の登記と村の台帳とのチェックをするという中で、なかなか全件すべて１年間でというこ

とは難しいわけでありますけれども、約１，２００件登記をチェックいたしまして、その中の

６件分に誤りがあったということでございます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 
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  審議の途中でありますけれども、１時まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時５４分 

再開 午後 １時００分 

議長（下川正剛君） 午前中に引き続き会議を開きます。 

△日程第３１ 議案第２７号 平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算 

              （第１号） 

議長（下川正剛君） 次に、日程第３１ 議案第２７号 平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘

定特別会計補正予算（第１号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 議案第２７号 平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計

補正予算（第１号）について説明をいたします。 

  歳入歳出予算の補正でございますが、第１条にありますとおり、予算の総額に２，４１７万８，

０００円を追加し、１２億５，５７６万３，０００円とするものでございます。 

  内容について説明をいたしますので、５ページをお開きください。歳入でございます。２款

１項１目療養給付費等負担金を７２５万１，０００円減額するものでございます。 

  ３款１項１目療養給付費等交付金は、退職被保険者療養給付費等交付金現年度分を１，

０００万円減額するものでございます。 

  ４款１項１目前期高齢者交付金は２１４万７，０００円の減額。 

  ７款２項１目給付費準備基金繰入金は７２７万６，０００円の減額。 

  次のページをお願いします。８款１項１目繰越金は前年度の繰越金で、５，０８５万２，

０００円を追加するものでございます。 

  ７ページをお願いします。歳出でございます。２款１項１目一般被保険者療養給付費と２目退

職被保険者療養給付費は、財源の内訳を特定財源から一般財源に変えるものでございます。 

  ８ページをお願いします。２項１目一般被保険者高額療養費は４００万円の追加です。 

  ９ページをお願いします。７款１項１目高額医療費共同事業医療費拠出金は７９５万１，

０００円の追加、２項１目保険財政共同安定化事業拠出金は２９５万７，０００円の追加。 

  ８款２項２目疾病予防費は、人間ドック補助金を３０万円追加するものでございます。 

  １０ページをお願いします。１０款諸支出金、２項国庫支出金等返納金、１目療養給付費負担

金等返納金は８４８万円の追加です。これにつきましては、平成２３年度に概算交付を受けた療

養給付費等負担金が精算の結果、交付を受けている額が超過していたことによる返納金というこ

とでございます。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 
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  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３２ 議案第２８号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

議長（下川正剛君） 日程第３２ 議案第２８号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予

算（第３号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第２８号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算

（第３号）について説明申し上げます。 

  第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６７万６，０００円を追加し、歳入歳出そ

れぞれ６億３，６６１万１，０００円とするものでございます。これは確定しております繰越金

の増額とそれに伴う今月借り入れ予定の下水道資本費平準化債の減額、また、歳出では、受益者

負担金過誤納金の還付金を計上するものでございます。 

  ６ページの歳入明細をごらんください。２款使用料及び手数料、１目下水道使用料現年分が

１５７万２，０００円の減額。 

  ５款繰越金、前年度繰越金が１，３２４万８，０００円の増額。 

  ７款村債、下水道資本費平準化債が１，０００万円の減額でございます。 

  ７ページの歳出明細をごらんください。１款下水道費、１目一般管理費が１５５万２，

０００円の増額。うち受益者負担金還付金が１１７万２，０００円でございます。１目公共下水

道建設費、前納報償金が１２万４，０００円の増額でございます。 

  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。第５番太田修議員。 

第５番（太田 修君） ５番太田修です。ただいまの予算書にございます第３号の中の７ページで、

歳出明細のほうの１款１項１目の管理費の説明の中の２３００２受益者負担金還付金の１１７万

２，０００円、また、下段になります１款２項１目の公共下水道建設費の説明の中の

０８０２１前納報償金他１２万４，０００円にかかわりますこの件数並びに発生事由についてお

伺いをしたいと思います。よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） ただいまの太田議員からのご質問にお答えをいたします。 

  初めに、受益者負担金の還付金についてでございますが、１１７万２，０００円の受益者負担

金還付金の内訳でございますが、時効成立後の受益者に対して賦課したものの歳出還付金２件で

ございます。２件の合計が１０１万７００円、及びその２件に対する還付加算金１６万５００円
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でございます。 

  続きまして、前納報償金でございますが、１２万４，０００円の内訳については、今年度は前

納報償金の対象が７件、金額で３２万３，２００円でございました。当初予算で２０万円計上し

てありますので、不足分１２万４，０００円を今回補正計上をいたしました。 

  説明は以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。ほかに質疑はありませんか。太田修議員。 

第５番（太田 修君） この発覚といいますか、出たものは調査事務をする中で出てきたものでし

ょうか、それとも受益者のほうから申請があったものか、その辺についてお伺いをいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） ２件の内訳というか、発覚理由でございますが、１件は村、これ

は村のほうに還付すると。これは昨年ちょっと一般質問等でもございましたが、Ｂ＆Ｇの徴収を

いたしました２３年度分の受益者負担金でございます。これはいわゆる賦課漏れ、本来賦課され

るべき年度に賦課をされなく、誤って２３年度に接続申請があったために徴収をしてしまいまし

たが、本来賦課すべき年から３年賦課しないとこれはもう時効になってしまうという物件で、い

わゆる誤って徴収してしまったものでございます。それから、もう１件につきましては、個人の

方で、これは調査により２３年度に徴収したのが間違いということがわかったものでございます。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３３ 議案第２９号 平成２４年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号） 

議長（下川正剛君） 日程第３３ 議案第２９号 平成２４年度白馬村水道事業会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第２９号 平成２４年度白馬村水道事業会計補正予算（第

２号）について説明申し上げます。 

  これにつきましては、３月の決算期による精算でございます。予算第２条の収益的収入及び支

出については、収入では１款水道事業収益、１項営業収益が水道使用料等５９１万円の減額で、

支出では１款水道事業費用、１項営業費用が賃金等の減額と検満メーターの固定資産除却費の増

額などで１３０万円の減額、２項営業外費用が消費税等が６０万円の増額でございます。 

  予算第４条の資本的収入及び支出でございますが、収入では１款資本的収入、１項負担金が

１５０万円の減額で、支出では１款資本的支出、１項建設改良費が請負工事費などが１，

９２４万円の減額でございます。 
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  説明は以上でございます。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りをいたします。ただいま議題となっております議案第２号から議案第２９号までにつき

ましては、お手元に配付してあります平成２５年第１回白馬村議会定例会常任委員会等付託書の

とおり付託をしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、別紙付託書のとおり常任委員会に付託するこ

とに決定をいたしました。 

△日程第３４ 議案第３０号 平成２５年度白馬村一般会計予算 

議長（下川正剛君） 日程第３４ 議案第３０号 平成２５年度白馬村一般会計予算を議題といた

します。 

  提案理由の説明は各課ごとに行います。提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第３０号 平成２５年度白馬村一般会計予算についてご説明いたし

ます。 

  私のほうからは、歳入全般と議会、会計、総務課に係る部分の歳出について説明をいたします。

その他の歳出については、順次各担当課長が説明いたしますので、よろしくお願いいたします。 

  ２ページをお開きください。平成２５年度白馬村の一般会計予算は、歳入歳出それぞれ４７億

１００万円とするものであり、地方債についてはこの後ご説明いたします。一時借入金について

は、限度額を１５億円と定めるものでございます。 

  予算書９ページ、第２表地方債をごらんください。交付税の不足を補う臨時財政対策債は、限

度額を２億７，５０５万８，０００円とするものであります。社会福祉施設整備事業については、

デイサービス施設整備に３，８００万円、林道整備事業は林道細野線に３００万円、農業農村整

備事業は県営平川小水力発電施設整備に２，７００万円、地域活性化事業は奈良井有効利用に

１億１，１６０万円、観光レクリエーション施設改修事業はスノーハープクロスカントリー場の

排水対策等改修に５，５６０万円を予定しております。社会教育施設改修事業につきましては、

歴史民俗資料館のトイレ改修工事に７５０万円、道路新設改良事業は１億２，５５０万円の起債

を予定するものであります。 

  なお、それぞれの起債の借り入れ方法、利率、償還についてはごらんのとおりでございます。 

  １３ページをお開きください。歳入明細からおおむね５００万円以上の主なものを中心にご説

明いたしますので、よろしくお願いをいたします。 
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  １款村税、１目村民税は、今までの実績を考慮し、１目個人村民税を８８３万２，０００円増

の２億５，０９７万８，０００円といたしました。 

  ２項１目固定資産税は、８４１万８，０００円の増で、滞納繰越分に１億円を計上し滞納処分

強化による増収を見込んでの計上でございます。 

  １４ページ、４項村たばこ税、１目村たばこ税は６，０００万円で、１，０００万円の増とな

りますが、税率改正による増を見込んでおります。 

  １５ページ、２款地方譲与税、３款利子割交付金、４款配当割交付金、１６ページ、５款株式

等譲渡所得割交付金、６款地方消費税交付金、７款自動車取得税交付金、８款地方特例交付金は、

国の地方財政計画、２５年度予算編成スケジュールが大幅におくれ、村の予算編成に間に合わな

い状況でありましたので、過去の実績等、村の仮試算により推計値で計上となりました。したが

って、今後大きく変わる可能性がございますので、よろしくお願いをいたします。 

  １７ページ、９款地方交付税についても、地方譲与税と同様で国数値が示されない中で近年の

実績等から５，０４８万１，０００円増の額を見込み、そのうち普通交付税は１４億７，

７５０万円、特別交付税については１億７，８００万円と、強めの計上をしたところでございま

す。 

  １８ページ、１１款分担金及び負担金、２項１目民生費負担金は、社会福祉の老人福祉施設入

所者負担金４３５万８，０００円、児童福祉費の保育所保育料負担金２，８１０万円で、前年並

みでございます。 

  ２目農林業費負担金は、林道改良事業負担金が皆増となります。 

  １２款使用料及び手数料、１目総務使用料は、ジャンプ台リフト使用料、ケーブルテレビ関係

利用料が主なもので、前年並みでございます。 

  ２０ページ、１３款国庫支出金、１項国庫負担金は、児童手当負担金が３１０万円ほど減で、

身体障害者福祉負担金が８５０万円ほど増となっております。 

  ２１ページ、２項国庫補助金について主なものは、３目の土木費国庫補助金で、楠川橋修繕工

事、オリンピック道路舗装修繕等、社会資本整備総合交付金が３，８００万円増加の８，

０５０万円、６目農林業費国庫補助金は、小水力支援事業補助金８００万円が新たに計上となり

ました。 

  ３項国庫委託金は、前年度同額でございます。 

  ２２ページ、１４款県支出金、１目民生費県負担金は、２４７万１，０００円の増となりまし

たが、身体障害者福祉負担金の増が主なものでございます。 

  ２項県補助金については、総務費補助金がオリンピック施設起債償還費等補助金で３１９万円

の減、緊急雇用創出事業補助金は２２０万円ほど増、社会福祉事業補助金では身体障害者医療給

付事業補助金が前年並みで１，０００万円。２３ページ、児童福祉費補助金の乳幼児医療給付事
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業補助金も前年並みの５５０万円、環境衛生費補助金、合併浄化槽整備事業補助金は前年並みで

４７０万円、農業費補助金、中山間地域等直接支払事業交付金４７２万円。２４ページ、地籍調

査事業補助金は６３７万５，０００円で、９８万円ほどの増でございます。経営体育成交付金１，

４９１万円、これにつきましては新規計上となっております。 

  ３項県委託金については、総務費委託金、ジャンプ台管理委託金が前年並みの４，１００万円、

徴税費委託金も前年並みの１，４７７万５，０００円でございます。選挙費委託金６５８万４，

０００円は、参議院議員選挙事務委託金でございます。 

  ２６ページ、財産運用収入は前年並みの計上でございます。 

  ２７ページへまいりまして、１７款繰入金は歳入減、村の経済活性化のため財政調整基金から

３，５００万円、義務教育施設整備基金から３，２００万円、福祉基金から１，２００万円を繰

り入れ、昨年より１，７００万円ほど増の基金取り崩しとなりました。 

  ２８ページ、１８款繰越金は２４年度の不用額を見込み、４，０００万円を計上いたしました。 

  ２９ページ、１９款諸収入、１目貸付金元利収入については、白馬村商工振興資金預託金回収

金２，０００万円が主なものでございます。 

  １９款諸収入、１目雑入について大きなものについてでございますが、ごみ袋販売手数料

８７１万円、粗大ごみ処理手数料が５３０万８，０００円、消防団員退職報償金４００万円。

３０ページへまいりまして、長野県市町村振興協会市町村交付金５００万円、スポーツ拠点づく

り推進事業助成金４００万円、介護保険地域支援事業受託金２，２７３万９，０００円が主なも

のでございます。前年より５，３００万円ほど減となっていますが、Ｂ＆Ｇ財団助成、それから

ＳＡＪオリンピック施設助成金、それから介護給付金が減となったことによる減額で５，

３２０万円ほどの減となっております。 

  ２０款村債については、第２表地方債で説明をしておりますので、ごらんをいただきたいと思

います。 

  次に、歳出でありますが、３２ページをお開きください。１款議会費、１目議会費は７，

８２２万７，０００円で、前年に比べ１，００８万２，０００円の増となっております。現在、

議員１名欠員となっていますが、定数どおりの議員報酬の計上等、人件費増が主なものでござい

ます。 

  ３３ページ、２款総務費、１項１目一般管理費は、２億１，０５７万４，０００円で、特別職

及び総務関係一般職や区役員、各委員会等の人件費を計上している科目で、退職手当組合、共済

組合負担金、例規システム利用料等が増加となりました。 

  ３６ページ、２目財産管理費でございます。４，１１３万６，０００円は、庁舎等財産管理に

係る費用を計上している目でございます。主なものについてでございますが、庁舎管理賃金

４９３万２，０００円、燃料費４７３万円、光熱水費５４０万６，０００円、建物災害共済保険
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料５０２万５，０００円が主なものとなっております。 

  ３７ページ、６目企画費は４，８２４万６，０００円で、北アルプス広域経常費負担金

９００万９，０００円。 

  ３８ページに移りまして、情報化対策事業でウインドウズＸＰの更新に伴いパソコン等購入費

６００万円、公園管理事業のいこいの杜借上料に８００万円、コミュニティ推進事業の地域づく

り事業等補助金に５００万円、ケーブルテレビ白馬管理運営事業として１，２４８万８，

０００円を計上いたしました。 

  ３９ページ、７目会計管理費は、ほぼ前年並みでございます。８目の電算業務費２，５９４万

９，０００円は、前年に比べ５０６万４，０００円の増となりました。広域情報系システム移行

に伴う広域負担金の増が主なものでございますが、基幹系情報系を広域共同化し、各市町村の負

担を軽減することを目的としております。 

  ４３ページ、４項選挙費、３目の村議会議員選挙費は、本年４月に行われる選挙費用で

６４４万円を計上いたしました。 

  ４４ページ、４目参議院議員選挙費６５９万４，０００円は、７月に予定をされている選挙費

用でございます。 

  ４５ページ、５項統計調査費は、２５年度予定される統計調査に係る費用でございます。 

  ４６ページ、６項監査委員費は、前年並みの計上となっております。 

  消防費に飛びますが、８８ページをお開きください。８款消防費、１目非常備消防費は２，

４８０万７，０００円で、ほぼ前年並みの予算となっております。消防団員の報酬や出動賃金、

公務災害補償掛金、消防行事に係る経費が主なものでございます。 

  ９０ページ、２目広域常備消防費１億３，８５２万４，０００円、前年に比べまして１，

２３７万４，０００円の増となりました。広域の消防指令センター整備等、消防通信指令体制の

整備に伴う増でございます。 

  ３目消防施設費４１５万円は、前年より６１５万円の減となっていますが、消防車両購入が完

了したことによる減となっております。 

  １０８ページ、公債費をごらんください。１１款公債費、１目元金５億４，６２９万５，

０００円、２目利子８，１５９万６，０００円で、合わせて前年より４，５９９万２，０００円

の減となっております。 

  １２款諸支出金は、基金利子の積立金でございます。 

  １１１ページ以降、１１８ページまでは給与費明細でございます。 

  １１９ページ、１２０ページ、債務負担行為に関する調書でありますので、それぞれごらんを

いただき、説明については省略をさせていただきたいと思います。 

  １２１ページ、地方債に関する調書でございます。平成２５年度末の村の村債残高については、
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約５６億５，９００万円となる見込みでございます。 

  以上、よろしくお願いをいたします。 

議長（下川正剛君） 次に、横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） 税務課の関係する予算につきまして説明をさせていただきますので、よ

ろしくお願いいたします。 

  予算書４０ページをお願いいたします。２款総務費、２項徴税費、１目税務総務費でございま

すが、本年度予算額７，３１４万１，０００円で、前年比４４７万９，０００円の増でございま

す。これにつきましては、職員１０名、滞納整理機構派遣１名も含みますけれども、人件費が主

なものでございます。 

  ４１ページの２目賦課徴収費でございますが、３，０７２万２，０００円で、４１７万２，

０００円の増でございます。事業別に右のほうで賦課徴収事業でございますが、この中での主な

ものは、臨時職員賃金が２３９万８，０００円で長期１名、短期２名分でございます。それから、

土地鑑定評価委託料が２３７万９，０００円で、前年比２２４万７，０００円の増でございます

けれども、２７年度の土地評価がえの準備のための３２地点の土地鑑定評価の費用が主なもので

ございます。その次の賦課収納業務電算委託料８８７万円ほどでございますけれども、これは

２４３万円ほどの減でございます。下のほうの債権回収事業でございますが、９８９万１，

０００円で、この中の主なものは公売手数料が９８万円ほど、捜索・公売関係委託料が１５２万

円ほどで、この中の主なものは公売する土地の不動産鑑定委託料１３９万円ほどが主なものでご

ざいます。 

  次のページの４２ページをお願いいたします。長野県地方税滞納整理機構負担金でございます

が、７２９万円で前年比３９２万円ほど増でございますが、この内訳ですけれども、均等割が

５万円、それから処理件数割が２０件分で１９６万円、徴収実績割が５２７万９，９００円とい

うことで、２３年度、２４年度は徴収実績割というものが実績がなかったのでありませんでした

けれども、２３年度の実績を踏まえて２５年度の徴収実績割を１０％ということで定められてお

りますので、その分がふえているというところでございます。 

  税務課関係は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 次に、倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） それでは、住民福祉課関係について説明をいたします。 

  ４２ページをお願いします。２款３項１目戸籍住民基本台帳費は３，３１４万３，０００円で、

戸籍住民基本台帳、印鑑登録などに関する費用で、職員の人件費と電算の委託料が主な支出とな

っております。１，３３１万円の増額については、職員１名の増員と国が進めている戸籍副本管

理システム構築事業が主な理由でございます。 

  民生費の説明をいたしますので、４９ページをお願いします。３款１項１目社会福祉総務費は
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７，７３８万２，０００円で、職員の人件費、民生児童委員の報酬等委託料、社会福祉協議会へ

の補助金２，３６１万円が主な支出でございます。７２１万８，０００円の増額は、職員人件費

の増でございます。 

  ５０ページをお開きください。２目老人福祉費は５，９９５万３，０００円でございます。説

明欄をごらんください。老人福祉事業では、高齢者のみ世帯を対象とした雪害救助員の賃金、養

護老人ホームへの入所費である老人福祉施設措置費２，７６６万９，０００円が主な支出でござ

います。介護予防・地域支え合い事業は、高齢者の生活支援に関する費用でございます。 

  次のページをごらんください。デイサービスセンターの開所準備や配食サービスなどの委託料、

緊急通報装置の使用料が主な支出でございます。乗合タクシーの運行事業は、運行委託料１，

０６５万３，０００円が主な支出となっております。 

  ５２ページをお開きください。３目障害者福祉費は１億７５６万３，０００円で、障害者の自

立した生活を支える各種の給付と地域生活を支えるサービス等の費用でございます。２，

０２０万円余りの増については、サービス利用人員の増によるものでございます。 

  説明欄、心身障害者福祉事業を説明しますので、次のページをごらんください。自立支援給付

費８，２８２万円は、ケアホーム等の施設入所やリハビリなどの訓練に係る費用でございます。 

  次のページをごらんください。地域生活支援事業ですが、障害者自立支援センター運営負担金

と５４ページにあります日常生活用具給付費が主な支出となっております。 

  ５４ページをお願いします。４目社会福祉施設費７，８２１万３，０００円でございます。保

健福祉ふれあいセンターの維持管理事業は、光熱水費が主な支出でございます。社会福祉施設事

業では、岳の湯をデイサービスセンターへ改修する事業費として５，０７７万円余りと大北地域

で整備された福祉施設に対する北アルプス広域連合などへの負担金でございます。この負担金は

特別養護老人ホーム建設に対する補助金、鹿島荘の整備や運営費用として支出するものでござい

ます。 

  次のページをごらんください。５目介護保険費は、前年度より１，３２７万４，０００円減額

の１億６，８５９万３，０００円を計上いたしました。これは民間の２つの事業者が居宅介護支

援事業所を開設したことに伴い、村の居宅介護支援事業所を廃止するためでございます。説明欄、

介護保険事業１億４，０３９万５，０００円は、北アルプス広域連合への負担金で、主には介護

給付に係る費用でございます。地域包括支援センター・地域支援事業は、北アルプス広域連合か

らの委託により介護予防事業を実施する費用で、職員の人件費やよりえープラザ等の委託料が主

なものでございます。 

  ５６ページをお開きください。６目住民総務費は２億４０２万８，０００円で、５７ページに

あります国保会計への繰出金１億５４１万６，０００円、後期高齢者医療事業９，２２５万１，

０００円となっております。 
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  ５７ページになりますが、７目福祉医療費は４，６４０万８，０００円で、医療費自己負担分

の軽減に係る費用です。乳幼児医療給付費は、満１８歳まで支給を拡大したことにより２００万

円増額の２，１００万円、重度心身障害者医療給付費２，０００万円が主な支出となっています。 

  ５８ページをお開きください。２項児童福祉費です。１目児童福祉総務費は６２５万９，

０００円で、放課後児童クラブの指導員の賃金が主なものでございます。 

  ２目子育て支援費は１億４，８９３万９，０００円で、児童手当の支給に関するものでござい

ます。 

  ５９ページをお願いします。３目保育所費は１億４，０４７万５，０００円で、しろうま保育

園と子育て支援ルームの運営費用でございます。しろうま保育園運営事業は、職員の人件費が主

な支出となっております。 

  ６１ページをお願いします。６１ページの中段にあります子育て支援ルーム運営事業は、休日

保育、一時保育のサービスに係る費用で人件費が主な支出でございます。 

  ６２ページをお開きください。３項１目年金総務費は４５３万４，０００円で、人件費が主な

支出でございます。 

  少し飛びますが。６５ページをお開きください。１項２目保健予防費は６，６２９万９，

０００円を計上いたしました。職員の人件費の組みかえ、保健師の増員、母子保健の管理システ

ムの導入により前年度より１，１１３万７，０００円増額となりました。説明欄、保健予防事業

は、麻疹、風疹、高齢者のインフルエンザ、子宮頸がん、肺炎球菌などの予防注射、各種のがん

や妊婦などの検診に伴う支出が主なものでございます。なお、平成２５年度より、４０歳、

５０歳、６０歳、７０歳の方を対象に歯周疾患検診を行うことにいたしました。下段のがん検診

推進事業は、女性特有のがんと大腸がん検診を行うための支出でございます。 

  次のページをごらんください。３目医療対策事業は９３２万７，０００円を計上してございま

す。説明欄の医療対策事業、北アルプス広域連合負担金は、病院群輪番制や平日夜間救急医療な

どに係る負担金でございます。白馬村索道協議会と協力して行っているスキー傷害診療事業は、

２００万円を予定しております。 

  以上で住民福祉課関係の説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 次に、丸山環境課長。 

環境課長（丸山勇太郎君） ６３ページをお願いいたします。衛生費の中の環境衛生費です。７，

７９８万１，０００円。主なものは雑排水収集処理委託料の３４８万円、北アルプス広域連合負

担金２，１６２万９，０００円、これはごみ処理広域化推進費と火葬場の運営費を含んだもので

ございます。 

  次のページの６４ページ、公衆トイレ管理事業では合計で８６５万８，０００円となっており

ます。合併浄化槽整備事業については、上下水道課の所管となります。 
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  次に、６６ページ、衛生費の中の塵芥処理費でございます。１億７，８１９万６，０００円で

ございます。消耗品は指定ごみ袋の製作費でございます。 

  ６７ページの塵芥処理委託料は３，９３９万８，０００円、１０項目の一般廃棄物の収集処理

が含まれております。その下の不法投棄物処理業務委託料として１２８万１，０００円、白馬山

麓の清掃センター負担金が１億２，２２３万６，０００円、ごみ集積場設置補助金として

３００万円を計上いたしました。し尿処理費は８，０３７万９，０００円で、クリーンコスモの

負担金でございます。 

  次の６８ページでございます。新たに３項といたしまして、自然環境費を新設いたしました。

この中に１目の環境保全費１０３万９，０００円と２目の環境政策費７７５万５，０００円とい

う目を設けてございます。環境保全費の中では、１８年度から取り組んでおります廃屋対策事業

補助金に８０万円を計上してございます。環境政策費のほうには、温暖化対策の取り組みとして

新たにＥＶ（電気自動車）の充電器設置工事請負費として４００万円、その下の太陽光発電施設

等設置補助金として３２０万円を計上してございますが、この「等」の中には太陽光１２０万円

の補助金のほかにＥＶの普通充電器の設置に対する補助金として２００万円を計上して、合わせ

て「等」という表現となっております。 

  次に、飛びますけれども、８７ページ、土木費の中の都市計画費でございますが、１項都市計

画総務費は８５万３，０００円、２項の都市公園費は６０万４，０００円、都市公園費は大出公

園の管理費用でございます。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 次に、平林観光農政課長。 

観光農政課長（平林 豊君） 観光農政課関係につきましてご説明いたします。 

  予算書の６９ページをごらんいただきたいと思います。農業委員会費１，２５７万８，

０００円は、職員１名、臨時職員１名分の人件費と農業委員１４名分の報酬が主なものでありま

す。２目農業総務費３，４０８万５，０００円は、職員４名分の人件費が主なものであります。 

  ７０ページ、３目農業振興費３，３８３万６，０００円は、農業体験実習館、野外緑地広場、

神城多目的集会施設等の維持管理費、認定農業者、農業法人の多様な経営体の育成確保を図る上

で必要となる農業用機械や施設の導入支援１，４９１万円、カドミウム調査事業５８万８，

０００円、米の生産調整に係る転作作物の推進のためトマト、アスパラ、リンドウ、ベリーの苗

代補助１６０万円、中山間地域における耕作放棄の発生を防止し、多面的機能を確保するため

７地区等に対し交付金６７２万円と、７２ページになります。魅力ある特産品の開発、加工販売

などの主体的な取り組みを要する経費の３分の２以内、５０万円を上限額とし、村内の農産物を

利用して特産品の生産及び販売に取り組む行政区、グループ等の団体に対し補助金２５０万円、

地域の中心となる経営体の農地集積に協力する農地の所有者に対し、経営転換協力金５件と地域
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の中心となる経営体の分散した農地の連担化に協力する農業者に対し、分散錯圃解消協力金

３０アール分１９１万５，０００円が主なものであります。 

  ４目農地費２億５０８万２，０００円は、奈良井公園整備事業に１億２，４０９万４，

０００円、９地区へ農地・水保全管理支払交付金１４３万円、２カ所の小水力発電施設概略設計

と４カ所の安定形成委託７９８万円、県営平川小水力発電事業２億円の事業費の１５％、３，

０００万円の負担金、土地改良区補助金２５９万５，０００円、土地改良事業償還助成金１，

０３０万６，０００円、農業集落排水事業特別会計繰出金２，３５０万円が主なものであります。 

  ７４ページ、１目林業振興費３，０５６万４，０００円は、林道の維持管理費、林道細野線の

落石防止事業１，０２７万円、５．５ヘクタールの緩衝帯整備２２５万円、７０ヘクタールの間

伐に対するかさ上げ補助２２２万５，０００円、適切な森林整備の推進を通じ森林の有する多面

的機能発揮を図る観点から森林経営計画の作成、施業集約化の促進、作業路網の改良事業に交付

金３１２万円、鳥獣被害対策実施隊員の報酬、平成２５年度鳥獣被害防止計画による有害鳥獣の

捕獲、電気柵の設置補助など有害鳥獣被害対策事業として４４３万８，０００円、ナラ枯れに伴

う伐倒燻蒸処理、樹幹注入剤、粘着剤の購入１８３万円、森林計画図、林班図のデータ整備事業

１０８万円、平成２５年度本村が当番ということで、大北地区植樹祭の経費１６６万７，

０００円が主なものであります。 

  ７７ページ、１目地籍調査事業費３，２９３万１，０００円は、北城１７区０．１２キロ平方

メートルと新規に北城１８区、１７区の西側で県道白馬岳線から松川の間になります０．２２キ

ロ平方メートルの地籍調査費であります。 

  次に、７８ページ、１目観光総務費４，２８９万８，０００円は、観光局派遣職員を含む４名

分の人件費と白馬の夏祭り負担金１５０万円、特産品販促ＰＲ事業２００万円、天狗山荘頂上宿

舎等の改修による県観光協会への償還金９１１万円が主なものであります。 

  ７９ページ、２目観光施設整備費１，９２８万５，０００円は、オリンピック記念館、塩の道

看板、山岳トイレ、登山道等観光施設の維持管理費であります。平成２５年度から白馬駅前の観

光案内所を北アルプス総合案内所に委託し、観光案内を充実させていきたいと考えております。 

  ８０ページ、３目観光宣伝振興費８，８６５万６，０００円は、観光局負担金、北アルプス観

光協会等観光振興団体への負担金、ナイトシャトルバス運行経費が主なものであります。観光局

負担金７，９７７万円の内訳は、管理経費分１，４８６万円、人件費分２，９６６万円、事業費

分３，２００万円、雪恋まつり３２５万円であります。 

  ８１ページ、４目観光安全浄化対策費４１７万８，０００円は、北アルプスを美しくする会、

八方尾根安全管理協議会等への負担金が主なものであります。５目観光特産費２４１万８，

０００円は、塩の道白馬の土地借上料が主なものであります。６目遭難対策費２９９万８，

０００円は、遭難対策センターの維持管理費と年間４５日開設する登山相談所相談員の賃金が主
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なものであります。 

  ８２ページ、１目商工振興費５，４０９万５，０００円は、長野県信用保証協会保証料の補給

負担金６００万円、経営改善普及事業補助金７５０万円、商工振興資金預託金２，０００万円、

個人住宅等リフォーム事業補助金２，０００万円が主なものであります。リフォーム事業補助金

につきましては、平成２４年度当初より５００万円増額してあります。 

  以上で観光農政課関係の説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 次に、太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 白馬村一般会計予算の建設水道課関係についてご説明いたします。 

  それでは、予算書の６５ページをお開きください。１目環境衛生費の説明欄の一番下にありま

す合併処理浄化槽整備事業補助金です。下水道排水区域内で設置される合併浄化槽に対する補助

金１，４１０万１，０００円でございます。 

  続きまして、土木費の説明をいたしますので、飛びますが８３ページをお開きください。最初

に土木総務費でございますが、これにつきましては、職員の人件費が主なものでございます。 

  次のページをごらんください。２項道路橋梁費、１目道路橋梁総務費は、道路台帳の補正委託

料１６５万１，０００円が主な支出でございます。２目道路維持費、説明欄の道路維持補修事業

は、村道の維持管理に要する費用で、光熱水費２５５万７，０００円は、道路照明等の電気料で

ございます。原材料費６３０万８，０００円は、各行政区で行っております共同作業に必要とな

る資材の購入費用等でございます。 

  次に、８５ページでございますが、除雪事業の光熱水費６５４万８，０００円は、無散水消雪

施設３カ所の電気料です。除雪委託料１億５，２００万円は、民間事業者に除雪をお願いする委

託料、機材借上料の３１３万８，０００円は、定置式の凍結防止剤散布機６基分のリース料、原

材料費５８０万円は、道路凍結防止剤の購入費用でございます。 

  次のページをごらんください。３目道路新設改良費、村道改良国庫補助事業は、橋梁長寿命化

修繕計画に基づく橋梁修繕工事を２５年度から着手していきます。旧国道通地区の村道

３１４３号線の楠川橋の架けかえを計上してありますが、先ごろ２４年度緊急経済対策において

前倒し予算化ができました。さらなる事業の進捗を図るため、２５年度事業費を要望していきま

す。また、村道０１０５号線飯盛地区から新田地区までのオリンピック道路と山麓線は、供用開

始から１５年以上経過しており、舗装の劣化により損傷や騒音が問題になっております。舗装の

打ちかえの全体事業費は２億８，５００万円と大きな額でございますが、今年度から舗装修繕工

事に着手していきます。道路改良起債事業は、継続事業である落倉地区、森上地区の道路改良と

八方口、塩の道の歩道設置、ほかに舗装修繕など全部で８路線の工事を予定しております。その

下の村道改良単独事業は、野平地区の村道３０３７号線の舗装工事ほか１路線でございます。 

  次に、４目交通安全施設整備事業は、村道のガードレール、センターライン等交通安全施設を
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整備する工事費です。 

  次のページですが、３項河川費、１目河川総務費、工事請負費５０万円は、小姫川の背面修繕

工事費、負担金、補助及び交付金は、砂防事業に関係する負担金が主なものでございます。 

  次のページをごらんください。４項都市計画費、３目公共下水道事業費は、下水道事業特別会

計への繰出金２億９，５００万円でございます。 

  ５項住宅費、１目住宅管理費は、村営住宅１６戸分の管理費用でございます。 

  以上で建設水道課関係の説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 次に、松澤教育課長兼スポーツ課長。 

教育課長兼スポーツ課長（松澤忠明君） 教育課、スポーツ課関係につきましてご説明いたします。 

  ４６ページをお願いいたします。スポーツ事業費、スポーツ事業総務費は、職員２名分の人件

費であります。 

  施設管理費１億５，７５９万円余りは、スノーハープとジャンプ競技場の維持管理費でありま

す。スノーハープ維持管理費は７，４７５万円余りで、前年度はＡ１号橋を改修しましたが、

２５年度はメーン会場東側のり面と会場周りの排水設備の改修、ローラースキーコースの一部整

備を予定しております。事業費、設計監理委託費として５６０万円、工事費として５,０００万

円余りを予定しております。ジャンプ競技場の維持管理費は８，２８３万円余りで、県委託金

４,１００万円、リフト使用料３,１００万円を充当してあります。 

  なお、昨年まで充当していました全日本スキー連盟の施設改修工事費５００万円は終了となり

ました。 

  ４８ページをお願いいたします。スポーツ事業振興費は３，５１７万円余りで、全国中学生マ

ウンテンバイク大会に４００万円、スキー選手育成のため１，０００万円の補助を予定しており

ます。 

  なお、ＦＩＳサマーグランプリ白馬大会、白馬少年スキー大会、サマーフェスティバル、全日

本スキー技術選手権大会、４年ぶりに開催される長野県スキー大会週間等、大会負担金に合計で

１，２５０万円を計上してございます。 

  スキー選手育成事業補助金の財源として、スキースポーツ育成振興基金とふるさと白馬村を応

援する基金から２００万円余りの繰り入れを予定しております。 

  次に、９１ページをお願いいたします。教育総務費、教育委員会費は、教育委員４名分の報酬

と大北教育委員会連合会協議会負担金が主なものであります。 

  事務局費８，２６２万円余りは、就学時の学校医報酬、教育長、職員３名分の人件費と５歳児

健診開始に伴う発達支援、療育相談員両川先生とＳＳＴ講師光保先生の新規分でございます。 

  小中教職員福利厚生事業補助金１５０万円、９３ページをお願いいたします。幼稚園就園奨励

費補助金４１７万円余りが主なものでございます。 
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  なお、幼稚園就園奨励費補助金は、低所得者層に対する補助ということで、園児２４名分を計

上してございます。 

  学校環境整備事業は、２４年度より３カ年で実施しております。２年目の２５年度は、義務教

育施設整備基金より３，２００万円を繰り入れ、主な工事は白馬南小北校舎床改修５９９万円、

白馬北小電話設備工事１２１万円、白馬中学グラウンド改修に１，５００万円が主なものとなっ

ております。 

  次に、小学校費、学校管理費として２，２９６万円を、教育振興費として３，８１０万円余り

を計上してございます。前年度と比較して約３００万円余り増額になっております。これは白馬

南小自電設備の更新、校庭西階段上ののり面の補修、図書館床カーペットの張りかえ、白馬北小

黒板の塗りかえ、音楽準備室整備棚の設置等でございます。 

  ９８ページをお願いいたします。中学校費は全体で４，０１５万円余りで、９９ページをごら

んください。情報教育環境整備事業リース代に２６２万円を計上いたしました。７年前に購入し

ましたパソコン教室のＰＣやサーバ周辺機器を５年リースで更新をし、情報教育の充実を図るも

のでございます。 

  １００ページをお願いいたします。社会教育費、社会教育総務費１，５７７万円余りは、職員

２名分の人件費とウイング２１自主公演委託料２００万円、児童国際交流補助金、韓国の横渓小

学校との交流、これはお迎えをするほうでございますが、７８万円が主なものでございます。 

  公民館費２４９万円余りは、分館長、各種講座の講師謝礼が主なものでございます。 

  図書館費１，０３７万円余りは、司書の賃金と図書購入費１２０万円、図書館システムの保守

委託料と図書館蔵書システムが主なものでございます。 

  １０２ページをお開きください。文化財保護費は２，４６５万円余りで、主なものは歴史民俗

資料館トイレ改修に１，０００万円、貞麟寺しだれ桜樹勢回復事業に、それから伝統的建造物群

保存事業として、青鬼の神津氏の母屋と青鬼神社参道の石段、それから棚田の改修に１，

２４４万円の補助金を計上してございます。 

  １０３ページでございます。保健体育総務費は１，０８６万円余りで、職員１名分の人件費と

スポーツ教室、スポーツ少年団、体育協会への補助金が主なものでございます。 

  １０４ページでございます。体育施設費３，８９９万円は、ウイング２１、南北のグラウンド、

体育館、Ｂ＆Ｇプール、グリーンスポーツの維持管理費でございます。昨年度、Ｂ＆Ｇプールの

改修工事終了に伴いまして８，３５８万円の減額となってございます。主な支出といたしまして

は、リニューアルいたしましたＢ＆Ｇのプールの監視員の賃金約３００万円ほど、グリーンスポ

ーツの入り口の看板、それから北部トレーニングセンターの排煙窓の修繕、北部トレーニングセ

ンタープール下水道接続工事、プール入り口の舗装。 

  １０５ページをお願いいたします。ウイング２１維持管理費は２，２９０万円余りで、臨時職
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員２名、夜間臨時２名、ホール管理臨時２名の５７３万円。 

  １０６ページをお願いいたします。故障しております煙感知器の修繕に１４１万円、廃油管の

改修に、そして空調清掃、舞台装置、音響照明委託管理に５５２万円でございます。 

  学校給食費は、前年並みの南小給食１，４０５万円余りで、主に調理員３名、栄養士１名と代

替臨時合わせて１，０３４万１，０００円です。準要保護児童援助費１１名分が含まれてござい

ます。共同調理場は２，８０５万円余りで、主に調理員６名、代替臨時２名、準要保護児童生徒

援助費５８名分を計上してございます。 

  以上で教育、スポーツ課関係の説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑も各課ごとに行います。 

  最初に、総務課関係で質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認めます。 

  次に、税務課関係では質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認めます。 

  次に、住民福祉課関係では質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認めます。 

  次に、環境課関係では質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認めます。 

  次に、観光農政課関係では質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認めます。 

  次に、建設水道課関係では質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認めます。 

  次に、教育課とスポーツ課関係では質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認めます。 

  全体を通して質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３５ 議案第３１号 平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算 

議長（下川正剛君） 日程第３５ 議案第３１号 平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別

会計予算を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 議案第３１号 平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計

予算について説明をいたします。 

  白馬村特別会計予算書の４ページをお願いします。第１条をごらんください。予算の総額は歳

入歳出それぞれ１２億５，１３８万５，０００円で、前年度予算額と比べ１，９８０万円の増額

となります。第２条の一時借入金の限度額は５，０００万円と定めました。 

  歳入から説明をしますので、１１ページをお願いします。１款１項１目一般被保険者国民健康

保険税は、５００万円増の２億６，２６０万円を見込みました。 

  ２目退職被保険者国民健康保険税は、１２０万円減額の２，３４２万円を見込みました。 

  １２ページをお願いします。２款２項国庫負担金２億２，５９０万円で、療養給付費、介護納

付金、後期高齢者支援金などに対する負担金でございます。 

  ２項国庫補助金は７，２３４万３，０００円で、調整交付金ということでございます。 

  １３ページをお願いします。３款１項１目療養給付費等交付金は８，１５１万６，０００円で、

退職被保険者に係る健康保険組合などの医療保険者からの交付金でございます。 

  ４款１項１目前期高齢者交付金は２億６，１０７万７，０００円、５款１項１目共同事業交付

金は２，３６４万９，０００円をそれぞれ見込みました。 

  １４ページをお願いします。２項１目保険財政共同安定化事業交付金は１億１８８万３，

０００円、７款１項１目一般会計繰入金は１億５４１万６，０００円で、保険基盤の安定、人件

費、事務費等に係る繰入金でございます。 

  １５ページになります。２項１目給付費準備基金繰入金は、歳入が歳出に対して不足するため

２，１２２万３，０００円を見込みました。 

  １７ページをお開きください。１０款１項県負担金は１，０３４万６，０００円で、高額医療

費共同事業と特定健康診査等に対するものでございます。 

  ２項県補助金は５，８８４万３，０００円で、調整交付金ということでございます。 

  １８ページをお願いします。歳出について説明をいたします。１款１項１目一般管理費は１，

９３０万３，０００円で、職員の人件費に係るものが主なものでございます。 

  １９ページをごらんください。２項１目賦課徴税費は１４５万５，０００円で、電算の委託料

が主な支出でございます。 

  一番下段にあります２款１項１目一般被保険者療養給付費は６億２，０００万円。 
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  ２１ページをお願いします。２目退職被保険者療養給付費は５，５００万円で、いずれも過去

の医療給付費の動向等を見て計上いたしました。 

  ３目一般被保険者療養費は９００万円。 

  ２２ページをお願いします。５目審査支払手数料は２２７万５，０００円で、レセプトの審査

の手数料でございます。 

  ２３ページをごらんください。２項高額療養費です。１目一般被保険者分で８，１００万円、

２目退職被保険者分で１，０００万円を計上いたしました。 

  次のページをお願いします。中段にあります４項１目出産育児一時金は１，２６０万７，

０００円でございます。 

  ２５ページをお願いします。６項１目精神給付金は１０８万円でございます。 

  ２６ページをお願いします。４款１項１目後期高齢者支援金は１億７，９６４万６，０００円

でございます。 

  ２７ページをごらんください。６款１項１目介護納付金は８，７１２万円。 

  ２８ページをお願いします。７款１項１目高額医療費共同事業医療費拠出金は３，３７８万５，

０００円。 

  ２９ページをお願いします。２項１目保険財政共同安定化事業拠出金は１億１，３２０万５，

０００円。 

  ８款１項１目特定健康診査等事業は１，４５９万７，０００円で、健診の委託料が主な支出で

ございます。 

  ３０ページをお願いします。２項２目疾病予防費は２９０万円で、人間ドックの補助金が主な

支出となっております。 

  ３１ページになります。１０款１項償還金及び還付加算金は２２０万円で、国民健康保険税の

還付金、２項国庫支出金等返納金は２００万円で、療養給付費負担金の返納金でございます。 

  １２款予備費は２００万円でございます。 

  ３２ページ以降につきましては、給与費明細書でございますので、説明を省略させていただき

ます。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３６ 議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算 

議長（下川正剛君） 日程第３６ 議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別会計予
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算を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算に

ついて説明をいたします。 

  特別会計予算書の３８ページをお開きください。第１条をごらんください。予算の総額は歳入

歳出それぞれ６，８２０万円で、２４年度の予算額と比べ２６万３，０００円の増額となります。

第２条ですが、一時借入金の限度額を１，０００万円と定めました。 

  ４３ページをお願いします。歳入の説明をいたします。１款１項１目後期高齢者医療保険料は

４，８３９万７，０００円。 

  ３款１項２目保険基盤安定繰入金は１，８５９万９，０００円で、保険料の軽減分としての繰

り入れでございます。 

  ４５ページをお願いします。歳出について説明をいたします。１款１項１目徴収費は９３万３，

０００円で、納付書等の消耗品費や電算委託料などの徴収に係る支出です。 

  ２款１項１目広域連合負担金は６，７００万６，０００円で、白馬村が徴収した保険料を広域

連合へ支出するものでございます。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３７ 議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算 

議長（下川正剛君） 日程第３７ 議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算を

議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算につ

いて説明をいたします。 

  予算書の４８ページをお開きください。下水道事業特別会計予算は、第１条にありますとおり、

予算総額６億３，７７１万円で、２４年度当初予算額に比べ５，９７９万９，０００円の増額と

なっております。第３条の一時借入金の限度額は３億円と定めました。 

  ５１ページをお開きください。第２表地方債です。金利３．５％以内として１億２，８３０万

円を限度額としております。 

  歳入歳出明細により予算の概要を説明いたしますので、５４ページをお開きください。歳入か

ら説明します。１項の分担金は１０万円、２項負担金は６７０万円を見込みました。 
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  ２款使用料及び手数料は、ほぼ前年同額の１億８，１００万円を、３款国庫支出金は東部農集

排統合事業の工事費と浄化センターの長寿命化計画策定業務委託料に対する社会資本整備総合交

付金２，３３０万円をそれぞれ見込みました。 

  次のページをごらんください。４款１項１目一般会計繰入金は２億９，５００万円を、７款村

債は、東部農集排統合事業における公共下水道事業債が１，８３０万円と歳入の不足を補うため

の資本費平準化債で１億１，０００万円を予定しております。 

  歳出の説明をいたしますので、５６ページをお開きください。１款下水道費、１目一般管理費

は７００万９，０００円の減額となっております。浄化センターの長寿命化計画策定費用１，

０００万円が主なものでございます。 

  次の５７ページの２目施設管理費につきましては、浄化センター及び下水道管の維持管理に係

る費用でございます。主な支出は、電気料、各種機械等の修繕費、委託料で、委託料については、

運転管理、汚泥処理、水質検査、マンホールポンプ等に係る委託料でございます。 

  ５８ページをお開きください。２項下水道建設費、１目公共下水道建設費は５，５３０万９，

０００円の増額でございます。これは東部農集排統合事業が新たに新事業として加わったためで

すが、先ごろの２４年度緊急経済対策において前倒し予算化ができましたので、今後補正で減額

をする予定でございます。このほかは、公共ますの設置工事費２００万円、共同排水設備設置等

補助金２５０万円が主な支出でございます。 

  ５９ページをごらんください。２款公債費、１目元金は３億５，３４５万４，０００円、２目

利子は１億２，０３２万７，０００円をそれぞれ見込みました。２５年度末の地方債残高は、

６４ページにありますとおり、５５億４８７万５，０００円となります。 

  ６０ページ以降は給与費明細書等でございますので、説明を省略いたします。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３８ 議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計予算 

議長（下川正剛君） 日程第３８ 議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計

予算を議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計予

算について説明いたします。 

  予算書の６６ページをお開きください。平成２５年度の予算は、第１条にありますとおり、予
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算総額３，４５２万２，０００円で、２４年度と比べ１４９万８，０００円の減額となります。

一時借入金は、第２条にありますとおり、限度額を２，５００万円といたしました。 

  歳入歳出明細により予算の概要を説明いたしますので、７１ページをお開きください。歳入か

ら説明いたします。１款使用料及び手数料は、過去の使用料を参考に８５２万２，０００円を、

２款一般会計繰入金は、前年度１５０万円減額の２，３５０万円をそれぞれ見込みました。 

  諸収入の雑入は、東部地区と野平地区からの償還金に対する地元負担金が主なものでございま

す。 

  ７２ページをお開きください。歳出を説明します。２目施設維持管理費は、汚水処理場の稼働

に関する支出で、光熱水費は主に電気料で２６２万２，０００円、汚泥処理料１７５万円、運転

管理委託料２０５万８，０００円が主な支出となっております。 

  ７３ページをごらんください。２款公債費、１目元金は１，８５１万２，０００円、２目利子

は６２２万４，０００円を見込みました。 

  ７４ページをお開きください。平成２５年度末の地方債残高は、１億７，２７７万９，

０００円となります。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第３９ 議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算 

議長（下川正剛君） 日程第３９ 議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算を議題と

いたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算について説

明いたします。 

  予算書の７６ページをお開きください。第３条は、収益的収入及び支出の予定額でございます。

収入では２億８，４１８万４，０００円、支出では２億８，２３０万７，０００円で、１８７万

７，０００円の黒字を予定しております。 

  ７７ページをごらんください。第４条は資本的収入及び支出です。収入は６９３万９，

０００円、支出は９，１３０万１，０００円で、不足する額８，４３６万２，０００円は、地方

公営企業法の定めにより減価償却費等の損益勘定留保資金、建設改良積立金等で補塡することに

しております。 

  ７８ページをお開きください。第５条の一時借入金は１億円を、第７条のたな卸資産の購入は
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４，０００万円をそれぞれ限度として定めております。 

  ７９ページをごらんください。予算の実施計画を説明いたします。収益的収入では、水道使用

料２億７，３６８万１，０００円が主なものでございます。 

  ８０ページをお開きください。収益的支出です。１目の浄水費は、二股浄水場の各種施設の維

持管理に係る委託料６１０万７，０００円、修繕費２３８万円。動力費は電気料が主なもので、

６００万円でございます。 

  ２目配水及び給水費は、配水管及び配水池等の維持管理に係る経費でございます。嘱託職員

１名分の報酬、自動検針関係工事の臨時職員２名分の賃金、水質検査、上水道台帳補正等の委託

料３８２万３，０００円、水道メーター交換等の工事請負費７７５万円。動力費は配水池の電気

料で１，５００万円をそれぞれ予定しております。 

  ４目総係費は、水道料金の賦課徴収に係る経費でございます。 

  ８２ページをお開きください。５目減価償却費は１億２，２５２万９，０００円を、２項営業

外費用では、起債償還利子等の支払利息と消費税で３，２２１万１，０００円をそれぞれ見込ん

でおります。 

  ８３ページをごらんください。１款資本的収入は、加入負担金と工事負担金で１００万１，

０００円、出資金は統合前の簡易水道事業が借りた起債の元金償還に対する一般会計からの補助

金５９３万８，０００円を見込んでいます。 

  ８４ページをお開きください。資本的支出です。１項１目配水設備工事費の工事請負費は沢渡

地区と落倉地区の配水管布設替え、源太郎配水池の井戸ポンプと楠川配水池及び二股浄水場の取

水ポンプのそれぞれ１台ずつ取りかえ等で２，１５３万５，０００円といたしました。 

  ２目営業設備費８４４万３，０００円は、計量法の規定により８年ごとに行う水道メーター交

換に伴うメーターの購入費用でございます。 

  ２項の企業債償還金５，６００万３，０００円は、元金の償還でございます。 

  平成２５年度末の企業債残高は、６億１，０９８万円となる見込みです。 

  ８５ページ以降は説明を省略いたします。 

  以上で説明を終わります。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

△日程第４０ 予算特別委員会の設置について 

議長（下川正剛君） 日程第４０ 予算特別委員会の設置についてを議題といたします。 

  お諮りをいたします。議案第３０号から議案第３５号までは、いずれも平成２５年度予算の案
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件であります。この審議につきましては、議長を除く議員全員を委員とする予算特別委員会を設

置し、審議を付託したいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、議案第３０号から議案第３５号までの議案は、

議長を除く議員全員を委員とする予算特別委員会を設置し、これに付託の上、審議することに決

定いたしました。 

  これで、本定例会第１日目の議事日程は全てを終了いたしました。 

  お諮りをいたします。あすから３月１４日までの間を休会とし、その間、常任委員会、ごみ処

理特別委員会、予算特別委員会等を行い、３月１５日午前１０時から本会議を行いたいと思いま

すが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、あすから３月１４日までの間を休会とし、そ

の間、常任委員会、ごみ処理特別委員会、予算特別委員会等を行い、３月１５日午前１０時から

本会議を行うことに決定いたしました。 

  これをもちまして、本日は散会といたします。大変ご苦労さまでした。 

散会 午後 ２時４０分 
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平成２５年第１回白馬村議会定例会議事日程 

平成２５年３月１５日（金）午前１０時開議 

 

 （第２日目） 

 １．開 議 宣 告 

    日程第１ 一般質問 
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平成２５年第１回白馬村議会定例会（第２日目） 

 

１．日  時  平成２５年３月１５日 午前１０時より 

２．場  所  白馬村議会議場 

３．応招議員 

    第 ２ 番   篠 﨑 久美子        第 ８ 番   髙 橋 賢 一 

    第 ３ 番   太 田 伸 子        第１０番   小 林 英 雄 

    第 ５ 番   太 田   修        第１１番   太 谷 正 治 

    第 ６ 番   柏 原 良 章        第１２番   松 沢 貞 一 

    第 ７ 番   田 中 榮 一        第１３番   下 川 正 剛 

４．欠席議員 

    第 １ 番   横 田 孝 穗 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため議会に出席した者の職氏名 

村 長 太 田 紘 熙 副 村 長 窪田徳右衛門 

教 育 長 福 島 総 一 郎 総 務 課 長 横 川 宗 幸 

税 務 課 長 横 澤 英 明 住 民 福 祉 課 長 倉 科 宜 秀 

観 光 農 政 課 長 平 林   豊 建 設 水 道 課 長 太 田 今 朝 治 

環 境 課 長 丸 山 勇 太 郎 教育課長兼スポーツ課長 松 澤 忠 明 

総務課長補佐兼総務係長 横 山 秋 一   

６．職務のため出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長 太 田 文 敏   

７．本日の日程 

  １）一般質問 
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開議 午前１０時００分 

１．開議宣告 

議長（下川正剛君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１０名です。 

  これより平成２５年第１回白馬村議会定例会第２日目の会議を開きます。 

２．議事日程の報告 

議長（下川正剛君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付してあります資料のとおりです。 

  第１番横田孝穗議員が病気療養中のため欠席をしておりますので報告をいたします。 

△日程第１ 一般質問 

議長（下川正剛君） 日程第１ 一般質問を行います。 

  会議規則第６１条第２項の規定により、本定例会に一般質問の通告をされた方は５名です。本

日は通告をされた５名の方の一般質問を行います。 

  質問をされる議員は、質問、答弁を含めた１時間の中で、質問事項を明確、簡潔に質問される

ようお願いをいたします。 

  なお、本定例会の再質問につきましては、会議規則第６３条の規定により、１議員１議題３回

までと定められておりますが、制限時間内での再質問は議長においてこれを許可いたしますので

申し添えます。 

  それでは、あらかじめ質問の順位を定めてありますので、順次一般質問を行います。 

  最初に、第２番篠﨑久美子議員の一般質問を許します。第２番篠﨑久美子議員。 

第２番（篠﨑久美子君） おはようございます。２番篠﨑久美子でございます。 

  この冬は、当村へのスキー伝来１００周年の節目ということでございまして、昨年から新たに

デビューいたしましたイメージキャラクター、ヴィクトワール・シュヴァルブラン・村男Ⅲ世君

も、新たに着ぐるみとしてスキー場での各地のイベントにも参加しておりまして、子どもさんた

ちに歓迎されている姿をよく見ることができました。いよいよこれからの本格的な彼の活躍とそ

の効果を大いに期待するところでございます。 

  また、スキー場の入り込みも現在のところ増加傾向であったとお聞きしております。年度の節

目を迎えまして、今後は昨年末の総選挙での政権交代による経済刺激策にも期待をしながら、当

村においては実力をつけて実質を伴った経済の好転、切れ目のない社会の安心の構築、福祉、教

育など暮らしの充実などを期待するところでございます。 

  私どもはこの４年間の任期最後の議会となりました。今まで私どもが行ってまいりました一般

質問が、微力ではあっても少しでも住民の暮らしやすい社会の構築に役立ってきたところもあれ

ばと、今振り返って思うところでございます。 

  今回は、自分を含めまして５人が一般質問をする予定でございますが、まず最初、私がトップ
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バッターを務めさせていただきたいと思います。 

  それでは、通告に従いまして、本日４問の質問をさせていただきたいと思います。 

  まず、第１問は住民監査請求について、そして課の再編計画について、観光への新たな取り組

みについて、最後に乳幼児の健診について、以上４問お伺いしたいと思います。お願いいたしま

す。 

  それでは、第１番目の質問をさせていただきます。 

  まず、住民監査請求結果についてでございます。下水道受益者負担金時効問題でございますが、

これはいまだにすっきりとした解決を見ていない状態ではございますが、これにつきましては、

昨年１２月１４日に住民から監査請求が出されることとなりました。この監査は正当な理由があ

ると認められ、受理されるに至り監査が行われております。そして監査結果及びその勧告は、こ

の２月１８日に出されたところであります。それによりますと、この請求が受理された理由とし

て、受益者負担金の徴収を怠る事実及び受益者負担金等の消滅時効に係る損害賠償請求権の行使

を怠る事実を対象としてなされたもので、それが理解され受理され請求に基づいた監査が行われ

たということでございます。 

  結果としては、今も述べましたように受益者負担金の賦課または徴収を怠る事実と、受益者負

担金等の時効消滅に係る損害賠償請求権の行使を怠る事実の存在が確認され、それに基づいて村

長への勧告がなされております。勧告の主な内容といたしましては、受益者負担金の未納につい

ては、法令にのっとり徴収や滞納処分に係る措置を適正に講じられたい。時効にかかる経緯につ

いては、住民に対しさらなる説明責任を果たされる努力をされたい。また損害賠償にも触れてお

り、共同での損害賠償をするよう村長は損害賠償請求権を行使していただきたいというものであ

りました。また、結果の最後に述べられている意見の中には、時効消滅した債権の額は非常に大

きく期間も長いものであった。これにより住民の白馬村役場に対する信用は失墜したと断じてよ

いと思われるという厳しい指摘がありました。 

  この中で特に注目すべきは、白馬村役場に対する信用が失墜したという、ここの部分が非常に

厳しいことだと思っております。そして、具体的には組織としての危機意識の欠如、コンピュー

ターシステムの変更の影響、賦課自体が正しくされてきたか、つまり賦課の精査の必要性、徴収

猶予についての検討の必要性なども指摘され、意見の中では、新しい制度の制定等を含めた対策

を早急に立てるようにというものが含まれておりました。特に平成１３年に行われました賦課が

えについては、行政側の過去の説明では、債権の保全につながる処分と解釈して行ってきたとい

うことでございましたが、監査の結果の勧告においてはその言葉の内容とは全く違い、それは保

全されているのではなく、結果として債権を放棄した形になっているという結果が述べられてい

ます。 

  なお、勧告によれば、勧告を受けて講じる措置は勧告日、この２月１８日からになりますが、
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そこから６カ月以内に講ずることとされ、地方自治法第２４２条第９項の定めにのっとってこう

した措置については監査委員に通知されたいとあります。 

  そこで、今回以下についてお伺いをいたします。 

  この住民監査の結果の勧告を受け、今後はどのように対処する予定であるかをお伺いいたしま

す。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 篠﨑久美子議員から４つの一般質問を通告していただいてあります。順次お

答えをさせていただきます。 

  最初に、住民監査請求の結果についてということで、住民監査請求結果の勧告を受け、今後ど

のように対処する予定かのご質問でありますが、これは村の公共下水道受益者負担金に多額な回

収不能額を発生させてしまったことにあるわけでありまして、改めて村民の皆様の行政に対する

信頼を大きく失墜をさせてしまったことに、深くおわびを申し上げるところでございます。 

  さて、お尋ねの監査勧告についての対処でありますが、昨年１２月１４日に白馬村長及び職員

措置請求が提出されて以来、監査委員には連日慎重かつ詳細にわたり監査をいただき、２月

１８日に住民監査請求の監査結果に伴う勧告として受領をいたしました。その内容は２３ページ

にわたり、私が監査要求した内容よりも、さらに踏み込んだ重い勧告と受けとめております。 

  その主な内容は、時効にかかわる件について説明責任を果たされる努力をされたい。また時効

となった受益者負担金、いわゆる白馬村がこうむったとされる損害額を確定し、関係者に対して

損害賠償権を行使していただきたいとなっております。これを重く受けとめ勧告の趣旨に沿って

対処することとし、法律の専門家や上部機関と検討をしております。１２月定例会でも第三者機

関の立ち上げについて質問をいただいたところでありますけれども、まずこの勧告の損害額を確

定し、損害賠償権を行使していただきたいとの指摘を受けて、賠償の有無、賠償額の確定、賠償

対象者の範囲などを判定審査する機関が必要であると考えておりますので、この審査会の設置を

今定例会最終日に上程をしたいと考えております。また、勧告書の末尾にあります意見について

の対応につきましては、下水道事業に精通した機関や法規の専門家に検証、指導いただくよう速

やかに取り組みをしたいと考えていますが、多岐にわたっての検討が必要だということをぜひご

理解をいただきますようお願いを申し上げて、答弁とさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。篠﨑議員、質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 今審査会の立ち上げをご検討されているというご答弁をいただきました

けれども、具体的にはいつごろで、審査会のメンバーの方々はどのような方々を考えていらっし

ゃるのかをお伺いしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 



－62－ 

  この審査会の立ち上げについては、既に関係の皆様にもお願いをしているところでありますけ

れども、先ほどご答弁申し上げましたように、最終日に上程をしてお認めをいただければすぐ発

足ができるよう、大体メンバー構成は５人から７人を目途にその取り組みをしてまいりたいと、

そして一日も早く結論を出していただきたいと、そんな思いで今後進めさせていただきたいと思

っておりますので、よろしくお願いをいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） ぜひ速やかにお願いしたいところだと思います。しかしながら、この審

査会を立ち上げをしたということで、もう全てが解決するということでは当然ございません。特

に庁舎内の体制をきちんと整えていくことが大事かと思いますけれども、今回コンピューターシ

ステムの変更ということが予算の中にも上がってきておりますし、ここについての必要性、ある

いは今する、この時期が適切であるのかということがちょっと疑問であります。といいますのは、

前にもシステムを変更したことによって少し混乱があったということでございますが、今はただ

でさえ時効物件、過去のものについての精査をしているところであったり、人手不足ではないか

と危惧しているところでありますが、このシステム変更の理由と、現在の時期が適切であるかと

いうことについてお伺いしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） システム変更のご質問でございますが、確かに過去に平成１４年

度に株式会社電算のシステムから三谷コンピュータのほうに切りかえをしております。その当時

はそれがベストという結論でシステムを変えたと思うんですが、ここへ来て、やはり猶予地等の

管理が非常にふぐあいが起きているというようなところで、今回システム変更の一番の目的は、

猶予地を含む受益地が適正に管理できる環境が整うと私どもは考えております。システムを変更

することによって、税務課の資産税システムによる固定資産税データとの連動が可能となりまし

て、土地の移動データが新たなシステムに情報提供されることになります。 

  システムについては、平成２５年度に導入をして入力作業を行い、何度もテストを行い、新シ

ステムへの切りかえを平成２６年度に考えております。これが昨年の６月下旬に調査報告書を議

会の皆様方に報告しておりますが、その中でも徴収対策というところでシステムを新たに変更を

したいというようなことを述べております。その時点から我々は、新しいシステムにすることに

よってメリットがあるというような課内での討論をしまして、今回予算を上げて２５年度に導入

したいというふうに考えているところでございます。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。篠﨑議員、質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） そうしますと、システムの変更もある、現在精査もしていなければいけ

ないということで、現場の人員の体制というものはどのように考えられているのか、その辺をお
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伺いしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 

  この後、課の再編計画の中でもお話を申し上げるつもりでおりましたけれども、当時の状況を

振り返ってみますと、この下水道事業をやるきっかけはオリンピックの開催にあったと考えてお

ります。そういったことから、オリンピックのために下水道整備が必要だということで整備に入

り、またその時を同じくして、国策としても下水道整備に対する補助金も多額に出るというよう

ないろいろな要件が絡み合って、下水道推進を図ってきたものだと考えております。そうした中

において結果としてわかったことでありますけれども、下水道区域が拡張し、その拡張に伴って

必要な事業事務も増えてきたわけであります。その増えとともに人員もふえればこうしたミスも

少なく済んだのではないかと思いますけれども、人的な面での配慮が足りなかったところもあっ

たのではないかと、こんなふうに反省をしております。 

  そうしたことから今度の課の再編につきましても、この下水道区域については、今までの手法

でいきますと将来にわたってずっと下水道区域内における土地の移動の管理等をしていかなけれ

ばならないわけでありまして、当然人の配置もそれなりきに考えていかなければいけないと、こ

んなふうに思って、これからの課の再編の中にもそうしたことを加味しながら再編計画を立てた

ということで、ご理解いただきたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 要するに、システムのところの業務が増えたり、あるいは今事務量が膨

大になっているところに対して人員をおつけになるのかどうかということです、そこをお伺いし

たいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。窪田副村長。 

副村長（窪田徳右衛門君） 今回の下水道受益者負担金の問題に関して、村長のほうからは基本的

な課の再編ということでご答弁をさせていただきましたけれども、ご承知のように村には幾つか

の課がありまして、それぞれ重要な仕事を担っていただいて、いずれも停滞を許すような状況に

あるわけではありません。庁内に職員は７３名おりまして、それぞれの部署に張りつけておりま

す。現状を言いますと、職員不足という状況がここ数年起こっておりまして、その中で何とかや

りくりをしているというような状況であります。足りない部分を補うために臨時職員を採用して

の業務遂行ということであります。 

  今回下水道の関係のつきましては、議会の決算の折にご指摘もありますし、それから監査の勧

告にも触れておりますように調査を徹底してやりなさいというようなことがありますので、そう

いった担当の者を設置する考えで今後人事を詰めていきたいと思っておりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 
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議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 過去の経験をそれこそ生かしていただいて、事務が偏って現場が、しか

も問題の共有が図られないことが結局問題をこれだけ大きくしてきてしまったということを、私

たち説明員の方、参考人の方々のお話を特別委員会の中で聞く中で思ったところが非常に多くあ

ります。やはり問題を１人で抱え込んでしまわない、あるいは事務量をみんながわかるようにし

て、直接担当という意味ではありませんけれども、問題がどこにあるかということぐらいはせめ

て共有をして持っていく体制をぜひ構築していっていただきたいと思います。それが現場の士気

にもつながると思いますので、そこのところをぜひ配慮していただけたらと思います。 

  先ほども申しましたが、第三者委員会の立ち上げ、あるいは審査会の立ち上げというもので全

てを解決するものではありませんので、この検証結果なり反省を生かして、ぜひ次につながる体

制をとっていただけたらと強く願うところでございます。 

  それでは、２番目の質問に移りたいと思います。 

  課の再編計画についてお伺いをいたします。 

  新年度に向けまして課の再編計画が予定されてきております。伺うところによれば、この再編

は数年ぶりということではございますけれども、再編計画は当然目標を持っての計画と思ってお

ります。私たち議会は、この１年間の研修の中で、三重県にあります高校生レストランまごの店

で有名になりました多気町でありますとか、美しい町並みを持ち魅力的な図書館運営などを運営

をしております小布施町などに視察に行ってまいりました。その中で非常に課のあり方というも

のは大事であり、熱意ある地域づくりの担当者がいるということが、しかるべき結果を生み出し

ているのだなということを強く感じてまいりました。 

  そこで、次についてお伺いをいたします。 

  今回の再編計画の理由と目標は何であり、住民にとっての再編のメリットはどのようなものを

目指しているのかをお伺いいたします。 

  また、私、質問票に和歌山県と書いてありますが、三重県に訂正していただきたいと思います、

失礼いたしました。三重県の多気町や小布施町の例のように、村づくりを推進するために中心と

なる担当部署が必要ではないかと思いますが、この件に関してどのようにお考えになっているの

かをお伺いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） ２つ目のご質問である課の再編計画についてお答えをいたします。 

  まず最初に、今回の再編計画の理由と目標は何であり、住民にとっての再編メリットはどのよ

うなものを目指しているかとのお尋ねでございますが、本定例会に上程をいたしました議案、白

馬村課設置条例の一部改正でお示しをしたとおり、住民福祉、観光農政、建設水道各課を２課に

分け、環境課の業務を総務課、新住民課、新建設課に移管するものでございます。 
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  その理由と目的でありますが、前回行った平成２０年度の課の再編から４年余り経過をし、各

課の現状を改めて見たとき、まず課の構成員を比較すると、正職員だけで比較しても、１５人の

住民福祉課に対し環境課は３名と非常にアンバランスがある点、過去１０年以内に合体した観光

農政課、建設水道課が果たして合体の効果があったのかという点などが気になっておりました。

特に役場の観光行政と観光局のあり方について検証が必要、下水道受益者負担金問題に課の合体

は影響したのか等の思いが強くなり、昨年８月の課題検討課長会議に、課の再編を念頭に検討を

指示いたしました。以来８回にわたり課題検討及び定例課長会議で議論を重ね、その間には係長

クラスの意見を聞く機会、課長が課ごとに意見を吸い上げる機会をも設け、固まってきたもので

ございます。 

  私は常々組織において管理職のマネジメント能力が組織の活性化に大変重要であると考えてお

りますが、現状の住民福祉課の規模だとなかなか目が届かない面があること、逆に小規模の環境

課では、現場へ職員が複数行くと、事務室では電話対応、来客対応で手がいっぱいになると弊害

が指摘をされ、観光農政課も、その業務の間口の広さ、関係団体の多さ等から、その会議等の対

応に追われ適正なマネジメントが困難であること、建設水道課は合併したメリットは感じられず、

逆に下水、上水とも課題が顕在化していることから、適正なマネジメントがしやすい適正な規模

の課編成となるよう今回の再編案としたものであります。したがって、これが組織活性化につな

がり、職員資質の向上、ひいては住民サービスの向上に結びつけられることがメリットではない

かと思っております。 

  次に、三重県多気町や小布施町の例のように、村づくりを推進するために中心となる部署が必

要と思うがいかがかというご質問でございます。これは私も同じ考えでございます。村づくりの

施策の根幹をなすのは総合計画であり、担当は総務課企画係が担い、同係は実施計画、情報公開、

広報、ホームページ、有線テレビ、事務事業評価など、住民の声をお聞きしながら住民へ情報を

発信している部署で、村づくりの中心となる部署であります。さらに今回の課の再編により、景

観形成、ＥＶ推進を初めとする地球温暖化対策など、いわゆるまちづくりに密接に関係する部署

でございます。ただ、こうした総合計画をつくるに当たっても、当然今まで住民参加のもとに総

合計画もつくってきておりますけれども、それはそれとしてもこの多気町や小布施の先進的な取

り組みを参考にしながら、まちづくりに向けての取り組みを進めてまいりたいと、このように考

えております。 

  ただ、まちづくりは今申し上げましたように、一つの課だけ、あるいは行政だけでできるわけ

ではありません。それぞれの課にかかわる事務と密接に関係をしておりますので、関係課との協

議や相互調整を行うなど、場合によっては、課横断的にまちづくりチームなども検討しながら進

めてまいりたいと考えておりますし、何はともあれ、村民との協働によるまちづくり計画を策定

することが大事だと思っております。こうしたことも加味しながらこれからまちづくりに取り組
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んで進んでまいりたいと考えているところでありますので、よろしくお願いをいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。篠﨑議員、質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 今の住民にとってのメリットという部分で、組織を再編することによっ

てきめ細やかになり、住民サービスの向上につながるという意味のところがあったと思いますけ

れども、住民にとってみると、実は課が６課から８課になります。１課なくなり３課ふえて８課

になるわけですけれども、縦割り行政の弊害というものが常に言われているわけですね。行政に

来てワンストップサービスということはもうほとんど望めない状態で、隣の課であっても、ここ

にいて隣の課に行ってくださいということが常々実際あるわけです。８課になるということで、

さらに縦割り行政の弊害というものがふえるというおそれも反面持っているのではないかと思い

ますけれども、その辺はいかがでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 議員ご指摘のとおりだと考えております。今の建物の状況から言いますと、

私も一時ワンストップでの住民サービスができるようにと考えたこともありますけれども、建物

の状況はなかなかそうはいかないということがございます。きめ細かな対応をしていくためには

分課をすることも一つの方法と考えておりますが、ただ分課をしたことによって村民の皆様に余

計わかりにくくなったというようなことのないよう、本年度は職員を総合窓口案内に専門に配置

をし、そしてその案内をできる人は英語にも堪能な人ということで新たに採用をし、議員ご心配

の点の解消をしていきたい。加えて、課の横断的な連携、決して人の課以外のことは関係ないと

いうようなことではなくて、お互いにその辺の連携を深めることで何としても住民サービスが滞

ることのないような、今まで以上に低下することのないようには十分な配慮をしてまいりたいと

考えております。 

  以上でございます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） きめ細やかに業務に当たれるというところもありますけれども、今言っ

たような反面的なところもあると思いますので、ぜひそこのところは常に念頭に置いて、住民が

いつ来てもやはり縦割り行政ではないかと言われるようにならないようにと、ぜひお願いしたい

と思います。 

  この課の再編について、もう１点だけお伺いしたいと思います。 

  環境課にかかわる事業のことでございます。今お伺いしますと、環境課は今回廃止ということ

でございますけれども、環境課の中で特に大事な今まちづくり、村づくりに関係する分野という

ふうに村長のお言葉もありましたが、景観形成や自然環境保全というのは、即これまちづくりに

つながりますし、その結果として観光にも役立つ、住民の暮らしやすさにもつながるということ

で、これは今時代の要請のある分野ではないかと思うんですけれども、それを分散させて一つ課
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の中に入れ込んでしまうことで非常に動きが鈍くなるのではないかという懸念があるのですけれ

ども、その辺についてはどのように思われているでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 議員ご指摘のご心配をされる点は、私どもも十分考慮しながらこうした結果

を出してきたつもりでございます。今、国でも国策として新エネルギー対策、ＣＯ２削減等の問

題も大きな問題として取り上げてきております。したがって、今その事業導入等については、実

務に入る以前に国の政策等とのすり合わせ、整合性を図っていくには、やはり総務課に置いたほ

うが好ましい点、あるいは今までの現場での対応を充実したほうがいい面、そういう面を考えな

がら総務課所管の中に入れる、あるいは住民課の中に置くと、そして一つの例ですが、建築確認

等は従来やっていた建設課のほうが好ましいというようなことを内部では相当考えながら、こう

した分課をすることに、そしてまた事業の分担をすることによって今までのサービスより低下す

ることのないような取り組みができるよう十分考慮してやってきたつもりでございますので、議

員ご指摘のことは十分多く捉えて対応はしてまいりたいと考えております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 一つ一つが独立しているものではなく、例えば景観形成、自然エネルギ

ーの活用、あるいは観光であるとかまちづくり、住みやすさというものはやはりどうしてもリン

クしているものでありますので、先ほど、課としてはまちづくり、村づくりという課はないとい

うことでございますけれども、言葉の中に、まちづくりチームというものを、課を横断的にした

まちづくりチームの検討ということをお考えになっていらっしゃるということでございますので、

ぜひここのところに期待しているということをお伝えしておきたいと思います。 

  それでは、次の質問に移らせていただきます。 

  観光への新たな取り組みについてということでお伺いしたいと思います。 

  今冬は、先ほども冒頭に申し上げましたように、スキー伝来１００周年という記念すべき節目

でございました、そこが過ぎようとしております。そこを過ぎて観光の次のステージを新たに迎

えるこの時期となりました。インバウンドの可能性や広域観光への取り組みなども当然期待され

るところではございますが、新年度の観光への取り組みについて、以下を伺いたいと思います。 

  １番、観光局の移転計画はどのようなものであるのかをお伺いいたします。次に、課の再編に

伴い観光局との業務分担はどのようなものになるのかをお伺いします。また、これは過去に同僚

議員が何回が一般質問をしているところでございますが、いわゆる観光大使の任命についてのお

考えはないかということをお伺いいたします。最後に、このごろでは障害のある方の旅行ニーズ

というものが非常に多くなってきておりますが、旅行代理店においても、専用デスクを置くなど

して扱うところがもう出てきております。有数の観光地であるこの当村においても、観光施設の

バリアフリー化などを進めることが必要と思いますが、お考えをお伺いいたします。 
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議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 議員から３つ目のご質問、観光への新たな取り組みについて４点にわたって

お尋ねをいただいております。順を追ってお答えをさせていただきます。 

  まず、最初の観光局の移転計画はどのようなものかというお尋ねであります。観光局の移転に

つきましては、ノルウェービレッジの敷地の賃貸借契約や建物取得にかかわる償還の状況を鑑み

て、平成２５年度中に移転することを前提に、観光局の理事の方々のご意見も聞きながら、白馬

駅前周辺か役場敷地内に候補を絞って検討してまいりました。その結果、観光局職員の構成は企

業からの派遣に頼っている現状で、昨今の経済状況から派遣が非常に厳しくなる、取りやめとな

る可能性もあることから、そうしたことも想定しながら、課の再編にあわせ観光課と同じフロア

に観光局の事務局を置くことにより連携強化が図られると判断をし、白馬村多目的研修施設２階

に移転をすることにいたしました。今後は、５月末の観光局定時社員総会の議決を経て、７月

１日に移転する計画で進めていくことになります。 

  昨年、太田議員からの一般質問でも答弁いたしましたけれども、将来観光局は、地域高規格道

路白馬ルート計画にあわせ、休憩機能、情報機能、地域の連携とビジターセンター機能を備えた

複合施設内にと考えております。よって、今回そうした状況になるまで白馬村多目的集会施設で

事務をとるというふうに決めたものでございます。当初計画のような状況が一日も早く来ればと

思っているところでございます。 

  それから、２つ目の課の再編に伴い観光局との業務分担はどのようなものになるかとのお尋ね

でありますが、業務分担の変更は今のところ考えておりませんが、観光局は会員のための運営組

織とし、行政は、村の観光施策を中心として企画立案する担当課として独立することが望ましい

と考えておりますが、企画立案の中では当然双方共通する部分が出てまいりますので、時間をか

けて調整をし整理をしていくこととなります。ちなみに、現行の白馬村組織規則で規定をしてい

る観光係の分掌事務を、１つに観光振興に関する事項、２つに遭難対策に関する事項、３つにス

キー場安全対策に関する事項、４つに観光局との連絡調整に関する事項、５つに所管行政財産の

管理運営に関する事項を改正をし、平成２５年４月１日から施行したいと考えております。この

中の観光振興に関する事項は、基盤整備と関係機関との連絡調整が主な業務となります。観光局

は情報発信と誘客が主な業務であり、第９期の重点事項として観光局組織に関する検討と中長期

プランの策定、大町市、小谷村との連携強化による集客事業、夏期冬期集客対策について、観光

局所員はもとより村民との連携を深めながら事業を推進しているところであります。業務分担の

見直しにつきましては、９期の執行部会でも検討してきましたけれども、今後、中長期観光振興

計画を策定をし、この計画の実現に向けどのような推進体制が望ましいか、行政と観光局の役割

も含めて判断してまいりたいと考えております。 

  ３つ目の観光大使の任命についての考えはないかとのお尋ねでありますが、観光大使につきま
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しては、市町村出身者やゆかりがある方等を任命し、当該市町村の象徴的な存在として広報活動

に携わっていただくものでございます。村としてもこの観光大使については考えてまいりました。

一時上村愛子さんというようなお言葉もお聞きをいたしましたけれども、現役でいる間は組織上

非常に難しいところがございますし、状況は厳しいというところであります。また、議員からも

一時こういう人はどうかというご指摘もいただいた時点もございます。そんなことも含めながら、

これから皆様からのご提案をいただく中で観光大使を決定してまいりたいと、常々考えていると

ころでございます。 

  ４つ目の、最近は障害のある方の旅行へのニーズが大きくなり旅行代理店などでも扱うところ

が出てきているが、観光施設のバリアフリー化を進める必要があると思うが、考えはというお尋

ねでございます。 

  平成１８年１２月２０日に施行された高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律、

いわゆるバリアフリー新法により、大規模な建築物の新築や増築をする場合にはバリアフリー基

準への適合義務が課せられているほか、長野県におきましても福祉のまちづくり条例が平成７年

に制定施行され、国、地方公共団体及び民間施設のバリアフリー化への努力義務と、その目標と

なる基準を定めているところでございます。村においても、公営施設における園路等の設置基準

を定める条例を本定例会に提出をしているところでございますが、民間におけるお宿等のバリア

フリーについて私どもがいろいろ指摘をすることは大変難しいところがありますけれども、宿泊

施設を経営されている方々にはそれぞれのニーズに応えられる施設にしていただきたいと、また

そうした啓発をしていくことも必要だと思っているところであります。今民間の方でも既にそれ

を先取りしながらオールバリアフリー化をしながらお客さんの誘致につなげている、大きな結果

を出している方もおいでになるというふうに聞いておりますので、村としてもそのための取り組

みができる点についてはともに研究をしていきたいと、このように考えております。加えて、こ

のバリアフリーにあわせてユニバーサルデザイン等も取り入れながら考えていくことが大事では

ないかと、このように思っているところでございます。 

  以上で、観光への取り組みについての答弁とさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） まず、最初の質問の観光局の移転計画のところに関してでございますが、

多目的研修集会施設２階へ移転ということでありますが、そうしますと、現在スキークラブさん

がそちらのほうにいらっしゃるわけですけれども、スキークラブさんの移転もあり得るのか、あ

るいは新しくなります観光課も同じ場所に移転するご予定であるのか、その辺をお伺いしたいと

思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 先ほども答弁で申し上げましたように、観光課と観光局は同一フロアに置き
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たいということ、そして今いるスキークラブについては、今会長ともお話をしながらクラブの移

転先の検討をしているところであります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） そうしますと、現在の場所にありますジャンプ台の前の場所のところで

ございますけれども、そこには当然オリンピック記念館もあるわけなんですが、かねがねオリン

ピック記念館については内容の充実というものをうたっていらっしゃいました。そしてまた、今

回はこの７月１日に観光局がこちらに来るということでございますけれども、オリンピック記念

館そのものの指定管理を今お願いしているわけですが、この運営に関してはどのようにお考えに

なっていらっしゃるのでしょうか。あそこから観光局がこちらに来るということになれば、オリ

ンピック記念館のところに新たに人を配置するなりをしないとできないかと思うのですが、その

辺をちょっとお伺いをしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 

  地権者へあの土地をお返しをするということは、契約にのっとってやらなければいけないこと

であります。そうした中で、私どももあの記念館をどうするかということも大きな問題として捉

え、今検討中でありますが、議員ご指摘のように、あの施設に人を専属に配置してということは

非常に効率の面からも好ましいことではないというふうに考えておりますので、そうしたことも

同時に解決できるような対策がないかと、今鋭意検討中であります。 

  以上であります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） ただいま検討中ということでございますが、地権者には土地を契約が切

れるということでお返しするということ、そうすると、建物の利用はどうなる、建物そのものが

取得したものがあると思うんですけれども、そこはどのようにお考えになっていらっしゃるんで

しょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 今地権者との話し合いを進めております。当初の契約にのっとってお返しを

するということになると、あの建物を全て撤去して更地にしてお返しするというのが当初の計画

でございます。そうしたこともあると同時に、あの建物をどうするかということも非常に考え方

によってはいろいろな利用方法というものがあろうかと思います。地権者もその辺のところを考

えながら相談をさせてほしいというところもありますので、地権者の方ともお話をしながら考え

ていかなければいけない、このように考えていることと、当初の契約当時でいくと、あの建物は

あの場所から移動しなければいけないということになってくるわけであります。そうしたことに

なると大変多額のお金を使うことにもなってこようと思いますが、有効利用するという点で一つ
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の選択肢としては、村民にあそこの土地を有効利用する、あそこで事業を起こしたいというよう

な人に入ってもらうというようなこともまた一つの方法でありますが、それについても地権者が

絡んでくることでありますので、地権者との話し合いをまず優先的に進めさせていただき、結果

を順次出していきたいと、そんなふうに考えております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。篠﨑議員、残り９分少々ですが、質問はありませんか。

篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 観光業務の中の一つ大事な事業であります案内業務なんですが、駅前の

案内所について移転があるというふうな計画をお伺いしておりますけれども、民間にお願いする

という形で現在のところでの観光業務を村が直接というものはなくなるということをお伺いして

おりますが、そうしますと、そこのところの建物自体も、駅前そのものが今活気がなくなってい

るというお話があって、シャッターが閉まっているのを何とかしようというところの中なんです

けれども、観光業務は民間にお願いするとしても、あの建物の利用自体そういったものに関して、

あるいは駅前の活性化ということに関してはどのようにお考えになっているかをお伺いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） ちょっと私、逆にお尋ねしたいことは、観光局として駅前の活性化をどう考

えているかということですか。 

議長（下川正剛君） もう一度、質問事項をお願いします。 

第２番（篠﨑久美子君） 村としてということです。 

村長（太田紘熙君） 村として駅前の活性化を図りたいということは、私は考えているところでご

ざいます。案内所とは別にして何とか駅前のシャッター街の解消につなげていきたいということ

で、今それなりきの結果の出るようにということで進めているところでありますけれども、まだ

発表できる段階ではありませんけれども、駅前の活性化に向けての取り組みは今後村を挙げての

取り組みにしていかなければいけないことだろうと、このように考えているところであります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 非常に隔靴掻痒の感じのお答えが続いていて、もうちょっと前長に計画

を練り込んで持ってくるべきではなかったのかなと思いますが、ぜひ移転に関して、あるいは局、

課の編成に関しても、目指すところを明確に持ってやっていただければと思います。 

  最後の質問に移りたいと思います。 

  ご答弁を伺うだけになるかと思いますけれども、母子保健システムが乳幼児健診がされている

わけですけれども、来年度新たに母子保健にかかわる電算システムが導入される、それについて

の予算も立てられてきておりますが、その導入の目的と対象者や内容がどのようなものになるの

か、また私、質問表には視力検査と書いてございますが、次の質問ですが、３歳児健診での眼科

検診というのは、８歳までに視機能が確定されるという中で、弱視を防ぐために非常に大事なと
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ころなんでございますが、この健診が現在村でどのようにされているのか。そこについてご答弁

をお伺いしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） ４つ目の乳幼児健診についてのお尋ねでございます。 

  １つ目に、来年度から予定する母子保健の電算システムの導入目的と、対象者の内容はどのよ

うになるかとのお尋ねでありますけれども、母子保健事業は母性及び乳幼児の健康の保持及び増

進のため保健指導、健康診査、医療などを行う事業であり、子どもの健やかな成長のためには必

要不可欠なものであり、元気な子どもの創出の原点だと思っております。適切な事業の実施のた

めには母子保健情報を一元管理し、関係機関が情報を共有し連絡を密にすることが必要でありま

す。このため、現在紙ベースで保存し活用している乳幼児健診等のデータを電算化により管理し、

関係機関で情報を共有化していくことにいたしました。対象者やシステムの内容と３歳児健診で

の視力検査の実施状況は、担当課長に答弁をさせますのでよろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 続いて答弁を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 来年度導入する母子保健も含めたシステムの内容から説明をいたし

ます。 

  導入するシステムについては、妊娠から死亡まで生涯を通じた健康管理情報を現在別々な紙ベ

ースというもので保管をしております。電子データで一元化することになります。本年度までに

予防注射、各種健診のシステムについては整備が終了してございます。そのシステムに新たに母

子保健システムを追加するというものでございます。しかし、現在整備をされております予防注

射、各種健診のシステムについては、平成２７年度で保守が終了してしまうため、母子保健シス

テムの追加ということではなくて、予防注射、各種健診、それと母子保健システムを含む健康管

理システムを新しく整備するという形になります。対象者については白馬村に住所のある方全員

となります。しかし、職域保険加入者の特定健診結果や人間ドック結果など、情報に反映できな

いというものもございます。妊娠中からの情報が電子化されるということになります。これによ

り必要なデータが机上で速やかに取り出し、対応ができるということになります。 

  次に、３歳児健診での視力検査、目の検査の状況ということで説明をいたします。 

  母子保健法では、目の疾病及び異常の有無は必須の項目になっていますので、健診を行うよう

になった平成９年度から全員の方を対象として実施をしております。方法については、３歳児健

診を行う前に保護者の方に自宅で視力検査を行っていただき、その実施状況を問診票により保健

師が聞き取り、その結果で判断をして必要に応じて再検査、医療機関への受診等々をアドバイス

するというような方法で行っております。なお、その日に行うことができなかった場合について

は、２カ月後に保護者の方と連絡をとり合い、必ず実施をしていただくようにしております。ま

た、１歳６カ月健診などの質問の項目にも目に関する項目を設け、必要に応じ相談、アドバイス
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等を行っております。 

  以上で答弁を終わります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。篠﨑議員の質問時間はあと１分少々です。質問はあり

ませんか。篠﨑議員。 

第２番（篠﨑久美子君） 眼科検診ですが、二次健診のところで専門家の導入が必要ではないかと

思われますが、現在保健師さんということですが、視能訓練士等の導入はお考えになっていない

のかお伺いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 現在考えてはおりません。現在のやっている方法につきましては、

先ほど申し上げましたように眼科の専門医の受診をアドバイスしているという状況です。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。 

第２番（篠﨑久美子君） 結構です。 

議長（下川正剛君） 質問がありませんので、第２番篠﨑久美子議員の一般質問を終結をいたしま

す。 

  次に、第３番太田伸子議員の一般質問を許します。第３番太田伸子議員。 

第３番（太田伸子君） ３番太田伸子でございます。 

  本定例会では、白馬高校存続について、建物耐震についての２点についてお伺いいたします。 

  まず初めに、白馬高校存続について伺います。 

  私は、１２月の定例会でも白馬高校について一般質問しておりますが、白馬高校存続について

は緊急の課題でもありますので、今ここでもう一度質問させていただきます。 

  白馬高校の今年の前期選抜では３２名の合格者がありましたが、後期選抜では志願者が１７名

と新聞報道されています。全員が合格されても４９名で、６０名が卒業したことしは全校生徒数

で１６０名には届きません。県教育委員会の高校再編基準にかかわってまいりました。 

  私は、白馬高校魅力づくり検討委員会にも出席させていただいておりますが、２月６日に白馬

高校魅力づくり検討委員会から提出された中間報告の内容の新聞報道では、白馬高校に観光学科

をとされておりました。報道をごらんになって白馬高校に観光学科ができるものと思っておられ

る方々が多くいらっしゃいます。しかし、高校が勝手に学科を設置することはできないというこ

とを周知することが必要ですし、白馬高校存続のために、全国募集できる観光学科を県教育委員

会でぜひ白馬高校に認定していただかなければならないと思います。 

  そこで、今回は２月６日に白馬高校魅力づくり検討委員会から、白馬高校を育てる懇話会の会

長でもあります村長に中間報告が提出されましたので、報告を受けて村長のお考えを伺います。 

  １番目に、白馬高校魅力づくり検討委員会の中間報告にある観光学科転換についてのお考えを、
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２番目に、学科転換にはまだまだ高いハードルがあることを周知していただくことが必要ではな

いかということで、村長のお考えを、また３番目に、学科転換の認可がおりる前に白馬高校の在

校生１６０名を維持するための行政の協力についてどのようにお考えか、以上３点についてお伺

いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 太田伸子議員から、白馬高校の存続について３点についてお尋ねをいただい

ております。それぞれ関係がございますので、まとめてご答弁をさせていただきたいと思います。 

  昨年９月からご検討いただいています白馬高校魅力づくり検討委員会では、ことしに入り２回

の会議を開催をし、検討結果を中間報告として、２月６日に宮沢県議委員長より白馬高校を育て

る懇話会の会長としての私に報告をいただいたところであります。 

  白馬高校魅力づくり検討委員会の中間報告では大きく３点に意見集約がされました。１点目は、

白馬、小谷地域は観光を中心に発展したきた経過があり、この方向性はこれからも変わらない、

この意味で地域の次代を担う若者の教育に携わる白馬高校に観光学科を設置することは、白馬高

校の魅力づくりにつながる。２点目は、当地域の著しい生徒減に対しては、特色ある専門学科設

置により全国を含め広域から生徒を募集することが必要である。３点目は、普通学科を志望する

生徒は都市部に集中する傾向があることから、普通科以外の専門学科設置により生徒を確保すべ

きであるという内容でございました。 

  検討結果のまとめとして、観光学科転換により１学年２クラス規模の高等学校を維持する、

１クラスを普通科、１クラスを観光学科とする。２つ目には、全国募集を含め広域からの志願者

増大を図る、３つ目には、観光学科のカリキュラムや地域との連携のあり方等については関係団

体等との協議を含め引き続き当委員会で検討し、白馬高校を育てる懇話会に答申をする。当委員

会では、検討した結果については白馬高校を育てる懇話会より長野県教育委員会に要望をしてい

ただきたい、これが検討結果のまとめでございます。この検討結果を受けて、２月１６日に白馬

高校を育てる懇話会を開催し、中間報告の内容について委員全員の賛成で承認をし、今後に向け

ての意思統一を図ったところであります。 

  このような状況の中、白馬高等学校が地域高校として今後も存続していくためにも、懇話会で

の意思統一を図ることができましたので、今後、要望事項実現に向けて、取り急ぎ懇話会会長と

して３月中に県教育委員会への要望活動を行う予定としているところであります。 

  今後の取り組みとしましては、４月に開催される区長会議で白馬高校魅力づくりに関する観光

学科転換、全国募集等の説明を申し上げご理解を深めていただくとともに、白馬村、小谷村それ

ぞれで、白馬高校の生徒数確保と魅力づくりのために村民大会などを開催して、村民の意識高揚

を図ることが何よりも大事だと考えておりますので、その実現を図ってまいりたいと思っており

ます。 
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  何としても、地域高校として白馬高校を存続させることは、子どものみならず地域の活性化に

も大変大きな役割を果たしてくれるところであります。そうした観点の中でも、やはり保護者の

皆様方のご理解もいただくことが何よりも大事だと考えておりますので、議員ご指摘のように、

もう既に観光学科ができるといったような誤った情報として多くの人に捉えられることのないよ

うに、状況を正確に今後お伝えをしていきたいと、このように思っているところでございます。 

  白馬高校の存続については、以上で答弁を終わりとさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） 県の教育委員会では、平成３０年までは県内の高校の学科転換は考えてい

なかったようですが、長野県の知事のお考えの長野の観光から観光教育には前向きで、観光学科

の学科転換には前向きな県教育委員長の発言があります。まさに今このときを逃さず、白馬高校

に学科転換をお願いするときであると考えています。 

  県教育長、教育委員長は、課題として地元のニーズ、卒業後の出口保証、地元の観光業界や自

治体の全面的な支援、生徒にどのような魅力ある教育内容が提供できるかなどを挙げられており

ます。村長は、行政の長として支援をどのようにお考えになっておりますでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 

  議員もご承知のことでありますけれども、今県の教育委員会の方針としては学科転換はしない

というスタンスで進んできておりますが、県議会等の質問の中でも全く考えないという答弁では

なくて、やはり一番問題になるのは地域として存続に向けての機運の盛り上がり、実情がどうか

というところが非常に大きな分かれ目になるのではないかと、こんなふうに想像をしております。

そういった面ではいろいろ問い合わせもございますので、そうした問い合わせに応えられるよう

な村民の機運、要するに村としての学科転換に向けて存続をさせたいという、その気持ちを上に

上げていく、県につながていくこと、このように思っておりますので、機会を捉えながら情報提

供をし機運の盛り上げをしていただきたいと、また村も先頭に立って機運を盛り上げていきたい

と、このように思っているところであります。今後、学校そしてＰＴＡの皆さん方、先ほど申し

上げましたような区長会等、あらゆる機関を通じながらその思いを伝えていく必要があると、こ

のように思っております。 

  以上であります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） 白馬、小谷の両村の行政の全面的なバックアップというのは不可欠である

と思います。そして、県の教育委員長がおっしゃっておられます地元のニーズ、地元の熱望とい

うところを県にも示していくことも大切だと思っております。 

  先ほど、村民大会などを開いてという開催の発言がありましたが、村民大会、また注目される
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と思いますので、熱い村民大会にしなければならないと思いますが、どのように、またいつごろ

開催されるような計画をお考えになっているのでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 

  その盛り上げる内容については具体的にまだ検討はしておりませんけれども、村の意思、村民

の意思を確認をするという点から先ほど村民大会というふうなお話をしましたけれども、６月か

ら７月にかけてのころを今予定をしているところであります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） 今学科転換ばかりに気をとられて力を入れているんですけれども、来年の

入試において今年以上、今年は特にもう既に先ほど申し上げましたとおり、６０名が卒業して多

くても４９名ということは１１名が足りない、それで来年の卒業生の人数から考えましても、

６５名以上の入学生が必要となってきます。来年の入学生を受け入れるために、その辺のところ

を何かお考えになっているところはありますでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 

  ことしの３年生が６０名卒業をするのに対して、２５年度に入学してくる生徒はその数字を下

回っているわけであります。決めから言いますと、当然存続に向けては大変厳しい状況になって

くるわけでありますが、そうした中で何とか存続をしたい。具体的な模索を検討をしていくこと

も大事なことでありますし、今中学校の校長先生も非常に力を入れていただき、高校との交流等

にも気を配っていただいておりますが、なかなかそこのところ、我々の立場からも白馬高校へ行

けというようなことで生徒確保ができるわけではございませんので、何よりも保護者の皆さんの

理解、やはりここに住む白馬村民の白馬高校の地域高校としての必要性、そういうものを何しろ

上げていく、そしてやはり白馬高校としての知名度を上げていくということを我々とすれば努力

していかなければ、我々だけで制度的にできることはやったにしても、それだけで生徒が集まる

という保証にはつながらない、そのように考えておりますので、議員の皆さん方にもお力をかり

ながら、何とかこの白馬高校の存続に向けての具体的な検討にぜひまたご参加をしていただきた

いと、このように思っております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） この大北地域だけでなくいろいろなところで今少子化が言われておりまし

て、生徒数もこの大北地域、とても減ってきているというところが実情であります。この地域の

子どもたちが減ってきている中で、長野のほうへ出ていかれる方、長野のほうの教育を受けてお

られる方もたくさんおられます。長野方面のところというのは、やはり人数が多い分生徒数も多

いというところで、小谷、白馬の両村で今白馬からバスに乗って長野へ教育を受けに行っておら
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れる方々がいるというところで、長野から白馬高校へのバスを出して生徒の確保をするとか、そ

ういうふうに行政でまたぜひお願いしなければいけない、また財政的な面もあると思いますが、

そういうふうな話が出たときには検討していただけるのか、ちょっとお伺いしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 

  観光学科を設けて全国募集ができるシステムをつくりたいということも、一つの検討委員会の

中で出ておりますので、決して長野から白馬に来る、長野を限定にして物を考える必要はないと

思います。ただ検討委員会の中でも、やはり特色ある学科をつくらないと、今少子化時代にあっ

て、普通科へ進学するお子さん方はどうしても都市部へ集中しがちだという状況にあります。大

町においても定員に満たないというようなこともちょっと聞いておりますので、いずれの高校も

よほどの特色がないと、なかなか生徒確保が難しいというのが実情だと思います。 

  そうしたことから、個々については申し上げられませんけれども、枠を大きく広げて観光学科

という名の学科の中で、観光に携わっていく子どもたちがやはり学びたいというような学科をつ

くることが一番いいのではないかというのが検討結果でも出ていることであります。そうしたこ

とを中心に据えて全国募集をしていくということが、当面検討委員会としても望ましいことだと

いう結果だというふうに認識をしております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） ぜひ白馬高校に学科転換ができることを私たちも応援して、また村民を盛

り上げていって熱い白馬村が戻ってくることを願っております。 

  次に、建物耐震についてお伺いいたします。 

  ２年前の東日本大震災が起きた３月１１日２時４６分は、３月定例会の総務社会委員会中のこ

とでありました。ことしも、１１日の総務社会委員会中の２時４６分に全員で黙禱させていただ

きました。亡くなられた方、またいまだ行方不明の方、合わせて１万８，０００人以上になる大

災害でありました。改めてご冥福とお見舞いを申し上げたいと思います。 

  さて、この震災を踏まえ政府は２０１３年通常国会で大規模建築物の耐震義務化の法案が提出

されるようです。そこで、白馬村の耐震診断、耐震補助事業について、２番目に観光立村をうた

う本村において観光業を営む施設の耐震状況、また耐震改修に係る費用の補助のお考えの３点を

お伺いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 太田議員、２つ目の建物耐震について３項目についてお尋ねをいただいてお

ります。順次お答えをしてまいります。 

  最初の１つ目であります本村の耐震診断、耐震補助事業はとのお尋ねであります。 

  白馬村では、平成１６年度から木造住宅の耐震診断、改修事業を行っております。この事業は、
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国庫補助事業である住宅・建築物安全ストック形成事業と県費補助事業である住宅建築物耐震改

修促進事業等を活用しながら実施をしているところであります。耐震診断につきましては、所有

者または居住者の負担なく診断を受けることができる制度となっており、耐震改修につきまして

は、６０万円を限度として耐震改修工事費の２分の１を補助する制度となっております。ただし、

対象となる住宅はいずれも昭和５６年５月３１日以前に着工された木造住宅、いわゆる旧耐震基

準のもとで建築された住宅に限られています。村内の民宿やペンションといった宿泊施設は住宅

も兼ねていることが多いと思われますが、こうした併用住宅であっても床面積の２分の１以上を

居住の用に供していれば、この事業の対象となります。これまでに９０棟の住宅が耐震診断を受

診しており、精密耐震診断の結果倒壊の可能性があると判定された住宅は１７棟、倒壊する可能

性が高いと判定された住宅は２４棟でありました。これらのうちの６棟は補助金を活用しながら

耐震改修工事を行い、耐震性能を向上させております。 

  次に、観光立村をうたう本村において観光業を営む施設の耐震状況はとのお尋ねでございます。 

  白馬村では、平成２０年２月に耐震改修促進計画を策定し、これに基づいて耐震診断、改修事

業を進めております。この計画の中に耐震化の状況に関する記載がありますので、この計画を用

いてご説明させていただきます。あらかじめ申し上げておきますけれども、データは平成１９年

の固定資産課税台帳を用いておりますのでよろしくお願いをいたします。 

  まず、併用住宅を含む住宅の耐震化の状況であります。住宅総数４，１６９戸のうち、新耐震

基準下で建築された住宅数２，３４９戸に、旧耐震基準下で建築された住宅であっても耐震性を

満たしていると推測される住宅数２９７戸と、耐震改修工事により耐震性を満たした住宅数５戸

を加えた２，６５１戸は耐震性を満たしていると認められますので、住宅の耐震化率は６３．

６％となっています。 

  次に、ホテルや旅館といった大規模な宿泊施設の耐震化の状況になりますが、建築物の耐震改

修の促進に関する法律施行令では、ホテルや旅館については３階以上かつ床面積１，０００平米

以上の施設を多数の者が利用する特定建築物として規定をされております。村内にはこの基準に

該当する施設が５７棟あり、そのうち新耐震基準下で建築された施設は５０棟でありますので、

耐震化率は８７．７％となっています。したがいまして、ホテルや旅館といった大規模な宿泊施

設は耐震性を有している一方で、家族経営の民宿やペンションといった宿泊施設の耐震性は低い

ものと推測がされます。 

  ３つ目の耐震改修に係る費用補助の考えはのお尋ねであります。先ほどご説明をいたしました

耐震化の状況を踏まえますと、宿泊施設に限っていえば、ホテルや旅館といった大規模施設でな

く、民宿やペンションといった小規模施設の耐震性を向上させていかなければならないといえる

と思います。補助事業のご説明の中でも触れましたが、併用住宅であっても床面積の２分の１以

上を居住の用に供していれば補助事業の対象になります。ただ、これに該当しない施設も相当数
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が存在していると思われますので、こうした施設の所有者または居住者に耐震改修の意向があれ

ば、国や県の補助金によらず、村の財源のみで補助できるような制度の検討もしていかなければ

と考えているところであります。 

  また、現行の補助事業は非木造建築物には対応していません。村内を見渡してみると、旧耐震

基準下で建築された非木造建築物が多数あります。例えば白馬駅周辺にはこうした建物が集中し

ております。いずれも３階以上の建築物であり、幹線道路に面していることから、大規模な地震

が発生したときに倒壊した建物等が道路を寸断してしまうようなことも想定がされます。こうし

た建築物の耐震性を確保することの優先度の高さは十分に認識しているところではありますが、

非木造建築物の耐震診断や耐震改修に要する費用が木造建築物のそれとは比較にならないほど高

額であること、所有者または居住者が耐震化の重要性を理解した上で負担を許容してくれるのか

といった高いハードルがあるのも事実であります。災害時、幹線道路は緊急輸送道路として発災

から復興期までの長い期間、大きな役割を果たします。緊急輸送道路の確保という点からも所有

者または居住者が許容できる範囲の負担、耐震診断、耐震改修の実施へ誘導できるような補助制

度の模索や検討をしていかなければならないと考えているところでございます。 

  建物の耐震については、以上で答弁とさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） 今回出されます法案の大規模建築物の耐震化ですけれども、大規模建築物

ということで延べ床面積が一応５，０００平米以上というふうになっております。村内で５，

０００平米以上の対象になる建物というものは何棟ぐらいあるのでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 太田議員の質問にお答えをさせていただきます。 

  ５，０００平米以上の建物ということで、こちらのほうで把握している件数でございますが

３棟でございます。１つはスキー場関係、またもう一つは宿泊施設関係、もう１件は福祉等の施

設関係でございます、ということで３件あるということでございます。よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） 答弁の中でもありましたが、現在の村の耐震診断、耐震補助事業は木造併

用住宅が対象となっています。営業施設はオリンピックを機に建てられた建物が多いのですが、

民宿発祥の地と言われる本村では昭和５６年以前に建てられた営業施設や床面積が１，０００平

米に達しない非木造建築物も数多くあると思われます。先ほどの答弁で、このような非木造建築

物に対しても検討するお考えがあるようですので、ぜひお願いしたいと思います。それで、国の

補助を待つのではなく、ここ白馬の地というのは糸魚川静岡構造線の上で生活する村でもありま

す。自然災害の震災というものはいつ来るのかわからないというところで、財政苦しいものもあ

りますが、早急な制度の検討をお願いしたいと思いますが、いま一度、早期には無理なんでしょ
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うか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） お答えさせていただきます。 

  現在耐震診断の関係につきましては木造住宅が対象というような形でございます。診断につい

ては村が主体となっておりまして、１００％村のほうで負担ができるというようなこと、それか

ら改修につきましても、上限が６０万円で２分の１というような助成で改修ができると、そんな

制度になっております。ただ、今言われましたように非木造の場合についてはこの対象になって

いない、また建物、宿等で営業と併用住宅の場合もございます。住宅の部分が２分の１以上あれ

ばこの村の耐震診断等の要綱に合致するわけで対象にはなるわけでございますが、それ以上営業

部分の大きいものについては対象にならないというようなこともございます。あわせてその部分

について、村としても検討が必要であるというように考えておりますので、よろしくお願いした

いと思います。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） 木造住宅が耐震改修される場合、２分の１の補助があって６０万円という

上限で補助が出る。木造住宅を改修する場合の費用というものと非木造住宅の建物の改修とでは

比にならないというふうに思います。それで、費用の大きくかかる建物の営業施設の方々のほう

が、お客様を迎えるに当たって胸を張って耐震改修ができているというふうにしたいところだと

思うのですが、今の村の観光の状況からいって大変苦しい、改修はしたいけれどもやまやまなと

ころがあるというところもお聞きしております。そこでぜひ相談に乗っていただいて、営業の

方々の費用の補償というか、制度を考えるというふうにはならないでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 現在国のほうでも、大規模の建物等助成制度等の検討もされているよう

でございます。国・県の動向等も見ながら、また村のほうでも検討を加えながら対応できるよう

な方向の模索もしてまいりたいというように考えております。よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第３番（太田伸子君） 今白馬にお越しいただく観光客の皆様も建物の耐震には大変敏感になって

おられます。観光で成り立つ白馬のお宿がぜひ胸を張ってお客様を迎えられるような、耐震改修

のできている整備された村というふうなことがＰＲできるような村にしていただきたいと思って

おります。 

  私の質問はこれで終わります。ありがとうございました。 

議長（下川正剛君） 太田伸子議員の質問が終わりました。第３番太田伸子議員の一般質問を終結

をいたします。 
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  ただいまから１時まで休憩といたします。 

休憩 午前１１時４２分 

再開 午後 １時００分 

議長（下川正剛君） 再開をいたします。 

  第５番太田修議員の一般質問を許します。第５番太田修議員。 

第５番（太田 修君） ５番太田修です。 

  今回は、大きく２問に分けて質問をさせていただきます。 

  １点目といたしまして、村長公約の進捗状況と予算対応について、また２点目といたしまして、

公害防止条例の制定についてお伺いをさせていただきます。 

  まず、第１点目の村長公約の進捗状況と予算の対応についてお伺いをいたします。 

  平成２５年度一般会計予算４７億１００万円との発表がありましたが、予算編成に当たり重点

的な取り組みの中で、すぐれた資源と人を生かした活力ある経済を築くとあります。村の主要産

業であります観光、農業、商業ともにこの不況から脱却できない状況下にありますが、特に観光

面では、平成２６年３月に開通予定となっております長野新幹線金沢延伸に伴いまして外周軌道

が構成されることから、今後ますます村の観光は内陸空洞化が懸念されると思います。 

  村長さんの２期目出馬に当たり、公約されましたにぎわいと元気のある村づくりを掲げており

ますが、政策の四本柱についての公約の進捗状況と、今年度の予算対応についてお伺いをしたい

と思います。 

  まず、四本柱であります財政健全化の中で、１問目といたしまして、滞納金の計画的な徴収方

法及び時効等の防止策についてどのようにお考えか、お伺いをしたいと思います。また２点目と

いたしまして、定住者確保に向けたＵ・Ｉターン者などの受け入れ、そしてまた雇用対策、また

独身者への婚活支援に向けました予算対応等がどのようになっているのかお伺いをしたいと思い

ます。 

  また、２つ目であります観光の活性化についてでございますが、まず１点目といたしまして、

村及び観光局の平成２５年度における主要観光戦略事業と予算の対応について、また観光局の将

来的な戦略、方向性についてお伺いをしたいと思います。２点目といたしまして、白馬ブランド

化への取り組みと地産地消の進捗状況についてお伺いをいたします。 

  また、３つ目でございます身近な村政の創出の中では、まず１点目といたしまして、自主放送

を活用し積極的な情報公開に取り組みますとありますが、この件の対応をお伺いしたいと思いま

す。また２つ目といたしまして、事務事業の効率的な実施と事務事業評価制度の評価結果の運用

についてお伺いをいたします。効率的、そして効果ある伸びる事業の分野等につきましては、や

はりめり張りのつけた積極的な予算が必要ではないかなと思うわけでございますが、２５年度の

予算対応についてどのように取り組まれたかお伺いをしたいと思います。 
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  また、４つ目では、社会福祉、教育施策の充実についてでございます。他の地域と書いてござ

いますが、今年度から野沢温泉では、保育園、小学校、中学校で教育目標と教育内容を共有し、

保・小・中の一貫教育を始めるというような見出しがございました。外国人、観光者が多く、英

語学習や村の誇りであるスキー学習を取り入れ、特色ある教育に力を入れたいということでござ

います。既に中学校には飯山北高校の英語の教諭が訪れまして指導に当たったり、あるいはまた

保育園では、英語の遊び等を新たに導入してコミュニケーション能力の国際感覚を養うことを行

うというようなことが書かれておりました。白馬村におきましても、高校を含めてやはり一貫教

育の必要性があるのではないか、村長さんはどのようなお考えかお伺いをしたいと思います。ま

た２つ目といたしまして、福祉施策としての岳の湯改修工事の進捗状況と施設運営の方法につい

てお伺いをしたいと思います。 

  それから、公約の中にあります今後の新たな課題というところで辺地債対策（観光レクリエー

ション事業施設）、スノーハープの整備計画内容と利活用について、以上お伺いをしたいと思い

ますが、よろしくお願いしたいを思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 太田議員から大きく２つのご質問をいただいておりますが、項目が非常に多

岐にわたりますので答弁が少し長くなりますけれども、お許しをいただきたいと思います。 

  最初の公約の進捗状況と予算対応についてということで、まず最初に財政の健全化について、

滞納金の計画的な徴収方法及び不納欠損等の防止対策についてのお尋ねでございますが、滞納金

の計画的な徴収方法につきましては徴収金額を計画的に示してはおりませんが、地方税法には、

納期まで納まらないときは督促状を発する、督促状を発したときから１０日を経過した日までに

完納にならないときは財産の差し押さえをしなければならないと規定されておりますので、基本

的に順次滞納処分を行ってまいります。また、延滞金につきましても法律にのっとった対応をし

てまいりたいと考えております。 

  不納欠損は、滞納処分をすることができる財産がないとき、滞納処分することによってその生

活を著しく窮迫させるおそれがあるとき、その所在及び滞納処分することができる財産がともに

不明であるときは、滞納処分の執行を停止することができます。執行を停止しさらに調査を進め、

３年以内に滞納処分できるような状態にならない場合には不納欠損となっていきます。これは通

常あることで、毎年不納欠損として決算書に上げているところでございます。最近は年々減少傾

向にありますが、たまたま該当者が少なかったものと思われ、今後とも減っていくとは限らない

というふうに認識をしております。しかしながら、時効期限の５年間徴収権を行使せずに時効に

より消滅することは、極力減らすことが重要であり、そのためにもシステムを平成２３年度に新

しく導入しておりますので、これを有効に活用して対応を進めてまいりますので、よろしくお願

いをいたします。 
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  ２つ目の、定住者確保に向けたＵ・Ｉターン者等の雇用対策とそれに向けての予算措置につい

てお尋ねでありますが、まず雇用の確保については、今白馬村が直面している大きな課題の一つ

であることには間違いがございません。都会からの移住者に限らず、今この地に住む私たち村民

が生涯安心して働ける場所を確保していくことは、村づくりの根幹であると考えております。し

かしながら、かつてもお答えしたことがありますが、村外企業の誘致につきましては積雪寒冷地

であることや、高速交通網から隔離しているという立地上の条件から、なかなか一筋縄には進ん

でいかない状況にあるのが現状であります。今ある資源を有効に活用して観光産業の活性化を図

り、雇用の受け皿である索道事業者や宿泊施設、飲食店、商業施設、さらには建設業に至るまで、

全ての村内事業者にかつてのような元気を取り戻していただくことが、白馬村にできる雇用創出

への何よりの近道であると考えております。 

  既にご説明をさせていただきましたが、当初予算案では観光商工費として２億円余りを計上さ

せていただいております。これは同類の自治体に比べると非常に大きな規模となっておりまして、

この大きな投資を観光再生、ひいては雇用に結びつくように観光局、商工会等関係機関とも連携

を図りながら有効に活用していくことが重要であると考えております。観光商工費以外では、特

に本年度は地域活性化につなげる特産品の開発助成に、額は２５０万円と大きくはありませんが、

事業取り組みの中で雇用の確保にもつながり、場合によってはＵターン、Ｉターンによる若手起

業者の創出にもつながればと思うところであります。国・県でも過疎地域を中心にＵ・Ｉターン

支援策に力を入れてきておりますので、村として活用できる事業等にはアンテナを高くし、対応

してまいりたいと考えております。 

  また、温暖化対策事業の中にＥＶ充電器普及関連の予算として６００万円余を計上いたしまし

た。これは単にＣＯ２削減効果を狙ったばかりではなく、ＥＶ自動車を白馬村民に理解してもら

うため今後ＥＶ車のデモ車を数台用意し、使用してもらい、結果として環境に優しい村づくりの

一翼を担うようになればよいと思っているところであります。このことは、結果としてＥＶ自動

車という一つのツールを活用して宿泊施設や飲食店等の誘客に結びつき、その結果として地域経

済の底上げにつながることを期待しての予算組みでもございます。 

  リフォーム補助金の予算化も同様の趣旨と考えております。とかく定住促進というと都市住民

の移住を進めること、そしてそれらのニーズを満たすための施策を進めることと思われがちであ

りますけれども、逆に、ここの村に住んでいる私たちが生活しやすい環境、子育てしやすい環境

を整えていくための施策を推進していくことも、大変重要であると考えております。こういった

観点から医療費無料化の対象を１８歳まで拡充をし、そのための予算も計上させていただきまし

た。 

  正直申し上げまして、即効性のある雇用確保策というのはこういう田舎であればあるほどなか

なか難しいものがありますけれども、地域経済への活性化につながる施策を個々の事業費目の中
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にちりばめた予算組みをしたつもりであります。実効が上がるよう、これらを着実に遂行してま

いりたいと考えておりますので、よろしくお願いをいたします。 

  ２つ目の観光の活性化について、まず最初の、村及び観光局の平成２５年度における主要観光

戦略事業と予算対応についてのお尋ねでございます。 

  村は基盤整備と連絡調整が主な業務となります。基盤整備として、平成２５年度は、国の直轄

施行委託事業として、八方池山荘から八方池までの黒菱唐松岳線歩道尾根ルートのつけかえ等の

整備、親海湿原遊歩道の木道改修及び奈良井自然公園整備を予定をしております。 

  観光局の平成２５年度の主要観光戦略事業と予算、将来的な戦略の方向性でありますが、昨年

１２月の議会定例会での一般質問で答弁したとおり、観光局ではお客様にとって豊かな時間を過

ごせる国際観光村の実現を地域戦略目標として、この目標の実現のために資源の徹底活用、徹底

したお客様視点、機能整備の３項目を戦術に掲げております。来る第１０期もこの方針に沿って

事業を進めていく考えであります。 

  新たな事業展開としましては、平成２６年度末に北陸新幹線の金沢までの延伸を見据え、当該

地域への滞留、滞在につなげるための施策として、平成２５年度夏期繁忙期に小谷村コルチナス

キー場から大町市扇沢間のバス運行を行い、二次交通の充実を図ってまいりたいと考えておりま

す。この事業は県の元気づくり支援金を活用し、大町市、白馬村、小谷村で構成する３市村観光

連絡会が事業主体で現在申請中でございます。また、この冬期シーズンに五竜、八方地域で宿泊

施設とスキー場と飲食施設との連携による宿泊と食事プランを実施してきておりますが、さらに

宿泊につながる企画を索道や宿泊関係者等を交えながら検討を進めてまいりたいと考えておりま

す。インバウンド事業につきましては、県や近隣市町村と連携しながら東南アジア諸国に重点を

置き、セールスプロモーション等の事業を展開してまいりたいと考えております。 

  次に、白馬ブランド化への取り組みと地産地消の推進状況についてのお尋ねであります。 

  現在転作作物としてソバの栽培を行い、宿泊、飲食施設でそば料理やそばガレットを提供して

生産から消費まで行うそばの里づくりを推進してきておりますし、転作作物の大豆を使ったみそ、

紫米及びブルーベリー栽培等の推進に取り組んでまいりました。このような中で、前述の農産物

を含む９品目が北アルプス山麓ブランド品に認定されているところであります。また、新たな特

産品として陸わさび、ひまわり、食用ほおずき、新品種のベリー等の栽培に取り組んでおり、村

の気候、風土に適した農産物として期待をされているところでございます。今後はこれらの農産

物等を、白馬らしさがわかる特産品として付加価値を高めていくことが重要だと考えております。 

  地産地消の推進状況につきましては、現在白馬村地場産推進会が中心となり、生産者が青空市

場等で野菜等の販売、野菜を学校給食用食材として提供、食育の一環として村内の親子を対象に

野菜栽培指導を行うアグリスクールを開催しております。一方、地産地消を推進するためには、

生産者、消費者及び宿泊、飲食施設が情報交換を行い、需要と供給のバランスをとりながら取り
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組む必要があることから、今月、白馬村地産地消推進協議会を設置して、白馬村地産地消促進計

画の策定など地産地消に関する事項について協議、検討していく予定でございます。 

  ３つ目の身近な村政の創出についての一つであります、自主放送を活用した積極的な情報公開

の取り組みについてお尋ねでございます。 

  私の２期目の公約の一つに、地デジ対策と自主放送設備の完成を掲げました。ご承知のとおり

地デジ対策、テレビ難視聴対策として取り組んでまいりましたケーブルテレビジョンにつきまし

ては、平成２２年度に完工し、平成２３年４月から本格運用を開始したところであります。心配

をされておりました平成２３年７月のテレビ放送波の完全デジタル化に対しては、村内では特に

大きな混乱もなく比較的スムーズに移行できたものと思っております。一方で自主放送を通じた

情報提供につきましては、現在指定管理者とも連携を図りながら、放送内容の充実に鋭意努めて

いるところでございます。しかしながら、２月末現在の加入件数が１，８７３件となっておりま

して、全世帯のほぼ半数であります。これは村の中心地域では自家アンテナにより直接放送波を

受信できる環境にあることも、伸び悩みの大きな原因になっていると思われますが、より的確に

情報を発信していくには、加入率アップという命題もクリアしていかなければなりませんので、

引き続き村民の皆様から番組に対するご意見等もいただきながら、より親しみやすい番組づくり

に傾注してまいりたいと考えております。 

  なお、情報公開という観点からいうと、情報公開条例の適正運用ということも挙げられると思

います。この条例は平成１２年に施行されましたが、本年度は下水道関連の公文書を中心に

４５件の請求がございました。他の村に比べ件数は多く、それだけ村政に対する関心が高いもの

と受けとめているところであります。もちろん個人情報の保護にはしっかりと配慮をしつつ、条

例の趣旨にのっとって引き続き適切な情報公開に努めてまいりたいと思いますので、よろしくお

願いをいたします。 

  ２つ目の事務事業の効率的な実施がなされているか、また事務事業評価制度の評価結果の運用

についてお尋ねでございます。 

  この事務事業評価に当たっては、平成２０年度から外部評価システムを導入し本年度で５年目

となりました。平成２４年度は信州大学山岳総合研究所の鈴木教授を初め９名の外部委員にお願

いをし、３１の事業を抽出して評価作業を行いましたが、結果につきましては１２月議会でもお

示しさせていただきましたので、個々の詳細説明は省かせていただきたいと思います。 

  この評価対象３１事業のうち、居宅介護支援事業と首都圏誘客の２事業については、廃止また

は見直すべきとの評価をいただきましたが、予算編成に当たってはいずれも民間委託、あるいは

事業を廃止することを決定し、行政運営の効率化を図ることといたしました。また、自主防災、

地籍調査、特産品開発等の６事業について充実すべきとの評価をいただきましたが、新たな財政

負担を伴う事業もあることから、事業の緊急性、特定財源の有無等も勘案をして優先順位をつけ、
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それぞれ予算措置をしたところでございます。この外部評価システムは、実施から５年を経て一

定の方向性が確立してきたと考えておりますが、一部評価手法の見直し等について評価委員から

いただいたご意見もありますので、その辺の検証も加えながら次年度以降も継続してまいりたい

と考えております。 

  ４つ目の社会福祉、教育施設の充実についてのお尋ねでございます。 

  １つ目の他の地域が行う地域力を養う地域学校教育についてのお尋ねでございます。 

  地域とともにつくる新しい教育と題して下高井郡野沢温泉村が、平成２５年４月から野沢温泉

村の保育園、小学校、中学の一貫教育、高校連携教育を目指す野沢温泉学園をスタートをさせる

というふうにお聞きをしております。素直で誠実で明るく伸び伸びと行動し、友達と力を合わせ

て落ちついた生活を送っている一方、全国学力学習状況調査、野沢温泉村子ども実態調査の結果

から、物事に向かう意欲、自己肯定感、学習内容の理解、表現力やコミュニケーション能力、学

習習慣や学習習慣形成等々に関する課題が浮かび上がってきたところでございます。これらを踏

まえ学園構想のもと、村と園長と各校長が連携してゼロ歳から１８歳までを見据えた新しい教育

システムを構築していきたいということでございます。 

  白馬村においては、小学校と中学校、高校の連携を進めており、出前授業や学校訪問等も進め

る中で、今後は幼稚園や保育園も含め一貫した中で進めていけるように、現在住民福祉課や白馬

幼稚園とも打ち合わせをしているところでございます。また、他の地区の状況も研究しながら今

後に向けて進めてまいりたいと考えております。 

  次に、２つ目の福祉施策としての岳の湯改修工事の進捗状況と施設運営方針についてでありま

すが、私からは岳の湯施設運営方針について説明を申し上げ、改修工事の進捗状況は、後で担当

課長に説明をさせます。 

  まず、通所介護施設の整備方針につきましては、既存施設を活用することで新築より工事費を

抑え、用途変更に必要となる改修工事を行うこととして設計作業を進めているところでございま

す。この施設につきましては、地方自治法２４４条の２第３項の規定による白馬村公の施設に係

る指定管理者の指定の手続に関する条例に基づく施設管理を行わせることで考えております。指

定管理者は、条例第５条第１項第１号に規定する当該施設の性格、形態及び機能により公募する

ことが適さないと認める場合に基づき、公募によらないで選定をしたいと考えております。具体

的な施設の運営方針につきましては、今後、指定管理者となるべき者から提出される指定申請書

に添付する事業計画書の中で明らかになってまいります。選定に当たっては村での審査後議会の

議決が必要となりますので、その中で議会の皆さんに説明をしてまいりたいとこのように思って

おります。 

  次に、５問目の今後の新たな課題としてご質問をいただいておりますので、担当課長のお答え

する前に、この項について私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。 
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  ５番目の新たな課題として辺地対策事業、観光レクリエーション施設、スノーハープの整備計

画と利活用についてのお尋ねでございます。 

  内山辺地の総合整備計画は平成２３年度に策定いたしました。当時芝生広場の排水不良に対し

て平成２４年度に調査検討を行う計画でありましたので、喫緊の課題でありました橋の改修と機

械類の更新を行う２４年度事業のみを計画に盛り込んだところでございます。本年度排水不良に

関しての調査、改修方法の方針が定まりましたので、平成２５年度、２６年度の２カ年をかけて

排水対策工事を実施する計画を立てたものであります。また、さらなる施設のグレードアップと

して蛍水路や周辺の道路、階段などの環境整備をあわせて行う計画でございます。事業費は２カ

年の合計で８，５００万円ほど計画しており、財源には辺地対策債を活用する計画となっており

ます。排水対策により良好な芝生環境を整え、周辺環境整備によるアクセスや利用環境の向上に

よりグリーンシーズンの施設利用者の増加を図り、地域経済の活性化につなげてまいりたいと、

このように考えているところでございますので、よろしくご理解をいただきたいと思います。 

  それでは、担当課長のほうから岳の湯の進捗状況について説明を申し上げますので、よろしく

お願いいたします。 

議長（下川正剛君） 続いて答弁を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 岳の湯の改修工事の進捗状況につきまして説明申し上げます。 

  平成２４年９月議会において補正予算をご承認いただいた詳細設計業務については、入札によ

り北安曇郡池田町の有限会社志ちや設計と、平成２４年１０月２６日に履行期間を平成２５年

３月１９日までとした委託契約を締結し、数回の現地調査により既存施設の確認を行い、現在、

成果品の製作及び確認申請等関係機関への届け出を残しているという状況でございます。この間、

既存施設を有効かつ効果的となるよう、介護従事者からのご意見も伺いながらレイアウトを決定

してきてまいりました。工事に関しましては平成２５年度当初予算案に計上しており、本議会で

ご承認いただければ、新年度のできる限り早い段階で発注を予定しております。なお、本計画の

施設規模では工期が６カ月程度必要ということですので、平成２５年の１０月ころの開所という

ふうになると考えております。 

  以上で答弁を終わります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第５番（太田 修君） それでは、公約のほうの関係でございますけれども、四本柱の四本に限っ

て質問させていただきたいと思います。 

  まず、１点目であります財政の健全化の中でございますけれども、ただいま財産の差し押さえ

等を行っているということでございますが、滞納に対する件数に対してどの程度差し押さえ件数

があるのか。また、定住者の関係でございますが、確かに住民が安心して暮らせる環境づくりも

もちろんですし、また逆に迎え入れていかなければいけない、ある程度バランスをとってやって
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いくべき問題ではないかなと思います。というのは、白馬村に住んでいる方がみんな白馬に残る

わけではなく、確かに出ていく人もあります。でもまた入ってくる人を拒まず迎えていかないと、

ますます減少化につながるのではないかなと、そんな気がします。そんな中で、一応近隣市町村

ではいろいろな形でＩターン、Ｕターンの迎え入れ等に努力をしているわけですが、なかなか白

馬村については見えてこないというところが本当のところかなと、そんな気がしております。そ

の辺についてどのように考え、そしてまた今後どんなような方策をとっていくのか、以上２点よ

ろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） 私のほうから、滞納処分の件数につきましてご説明を申し上げたいと思

います。 

  具体的なデータはちょっと持ってきておりませんけれども、毎年滞納処分につきましては決算

書に件数を載せてございますのでごらんいただきたいと思いますけれども、やはりこういう法律

に沿った適正な徴収を行っていくということが、一番滞納を減らしていくことができる手段であ

るというふうには思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 私のほうから、太田議員から来る、受け入れる対策を講ずるべきだというお

話をいただきましたが、私も決して白馬に住みたいという人を拒んでいるわけではございません

ので、誤解のないようにお願いをしたいと思います。 

  実はもう大分前のことでありますけれども、議員も十分ご承知だと思いますけれども、バブル

崩壊後、大変景気が低迷をしている中で空き家が目立ってきて、その対策に村費を投入して補助

をしながらその廃屋対策を解決しようという施策を打ち出したところでありますけれども、件数

が多くて、とても村の一財を投入しての解決は図れないと大変心配をしていたところであります

が、その当時オーストラリアのお客さんが非常にふえてきて、廃屋になるものが買収されてリニ

ューアルをして、そして新しくなってきたということで廃屋対策には大変貢献をしていただき、

心配も解消されたところでありますけれども、まだスキーにかかわりのない地域での空き家が最

近目立ってきております。こうしたところへ住んでいただくためにどうしたらいいか、そういう

対策は当然講じていかなければいけないと思っております。 

  したがって、そういう方たちに来ていただけるためには、やはりその廃屋が十分住める環境を

整えてやる、そして大きなことはそこで生活の手段が確立されるという保証をしてやること、こ

れが大事なことだと思っております。そうしたことを考えれば、ある地域では廃屋を新しくして、

そこに見学に来てもらって住むかどうかを決めていただいているというような事例もあります。

そうした事例を参考にしていただきながら、やはり減少している村の人口増にはつなげていきた

いと、こういう思いは私も持っておりますので、またいろいろな提案があればいただきたいと、



－89－ 

このように思っております。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） ２点の再質問について答弁がありました。太田議員、質問はありませんか。

太田議員。 

第５番（太田 修君） まず、１点目の滞納のほう、税の関係でございますけれども、一応この税

は憲法で定められているわけでございます。本当に払いたいけれども払えない人、そしてまた、

払えるのに払わない人、こういったところをよく私も耳にしているところでございます。その辺

についてどのように今後対策をとっていくのか、それから今２点目のＵ・Ｉターンの関係でござ

いますが、確かに昨年７月から外国人登録制度が変わりまして、９，０００人を割った村がまた

９，０００人に復帰して現在も続いているということは、確かに外国人の方が白馬に住まわれて

いる人数がおおよそ見当がつくのかなと思います。こちらもまた、それに対する問題点等もぼつ

ぼつ出てきております。それにつきましてはまた観光面のほうでお伺いをしていきたいと思って

おります。とりあえず、今言いました１点目の徴収に対する取り扱いについてどのようにされる

か、お考えをお伺いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） お答えいたします。 

  払える能力があるかないかというところでありますけれども、やはり先ほど最初の答弁で村長

が申しましたように、督促状を出しても納まらない場合には滞納処分をしなければいけないとい

うことが法律上の文言でございまして、そのために、その滞納処分する財産があるかないかとい

う調査を進めていくわけです。不動産はもちろん、預金や保険いろいろなものも調査しますし、

最近では建物の中の動産類、換価できるものがあるかないかというような調査のための捜索とい

うようなことも行っておりますので、そういう調査を進める中で、払える能力があるかないかと

いうようなことを判断しながら進めてまいりたいというふうに考えております。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第５番（太田 修君） 今ご答弁をいただきました。全くそのとおり、法律に基づいてやる方法が

一番理にかなった方法ではないかと私も感じております。なぜこんなようなことを言うかと申し

ますと、県の公共事業費の６割が今、維持費にかかっていると言われているんです。これから村

もオリンピック施設等々も抱えながら、これから維持費に向ける経費というのが非常に肥大化し

ていくのではないかと、そんな気がしております。そういったためにも収入、支出のバランスを

とる、そしてまた、そういった施設が有効に活用できるような、そんな施策をぜひ進めてもらう

ためにも必要な財源になってくるかと、そんな思いをしております。 

  それでは、２つ目のほうに入らせていただきます。 
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  観光施策についてでございますが、まず１点目といたしまして、２５年度観光局は７月１日に

多目的の２階に行きますよということを、今同僚議員への答弁の中でお伺いしたわけでございま

すが、今現在ある白馬駅前、白馬村観光案内所、この廃止になるということが、どういう経過で

どういう話をされ決まったことか、その辺についてお伺いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えを申し上げます。 

  白馬駅前の観光案内所については、一時は振興公社に運営を委託しておりました。しかし、ま

だ振興公社としては独立採算制を堅持するという点から、観光案内所の維持管理を全て振興公社

の負担で運営することは厳しいということが数字上でも明確に出たわけであります。その裏には、

あの観光案内所へ寄って宿の紹介を依頼するとか旅行手配とかいうお客さんが極端に減ってきた

ことにより、収入になる部分が本当に少なくなってきたと、こういうことがございました。 

  そうしたことから、振興公社に頼るのではなくて、やはり観光局にもこういうものをしてもら

うということで、昨年まで観光局に委託をして、双方で人的な人を出していただくことで運営を

してまいりましたけれども、結果としてなかなか収支を考えると大変厳しいという状況になりま

した。そういう中であっても玄関口であることから、この白馬の案内をどうやってしていくか、

観光案内所の果たす役はそれなりきに大きいものがあるというふうに認識をしている中でいい方

法がないかということで、たまたま民間の観光業者の方と事務所を共有することで、より中身の

濃い案内ができるのではないかと、こういう考えの中で観光局、そして庁内でも検討をし、その

方向を探って今回の提案となったわけでございます。 

  今の事務所を民間の業者と一緒にすることで、今まで観光案内をしていた場所があくわけであ

りますけれども、今あそこは足湯としてそれなりきに利用していただいているお客さんも多いこ

とから、冬、トップシーズンのグリーン期における登山客の案内については、登山案内組合員の

皆様方にあそこを利用していただく等、いろいろな利用方法もあるのではないかと考えておりま

すので、あそこの利用方法については今後も考えていきたいと、このように思っておりますが、

今鋭意その話を進めているところでありますけれども、なかなか明確な答えが出てきていないと

いう状況でありますので、少し時間をかけながら検討をしてまいりたいと、このように考えてお

ります。ただ将来的にはリニアの計画もございます。そうした計画に村も便乗して、あそこの周

辺の活性化についてはお互いに協力をし合いましょうという話も、ＪＲともしているところであ

りますので、そうしたことも踏まえながら検討を今後は加えていきたいと、このように思ってお

ります。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第５番（太田 修君） ありがとうございました。 

  ただいま、村及び観光局の２５年度の主要観光戦略ということでお伺いをして、その中で豊か
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な時間を長く過ごしてもらえるような国際観光を目指すというようなご答弁をいただいたわけな

んですけれども、観光局が７月１日から多目的ホールの２階に移ります。そして白馬駅前の観光

案内所が、一応現在民間の施設で共用しながらやっていくというようなご説明でございますが、

観光案内所が本当になくなって、実際お客さんのニーズといいますか、お客さんがどういうとこ

ろをどういうふうに、実際お互いに肌と肌で感じ合う、そういったものがなくなってしまうので

はないか、私はそんな気がしますけれども、その辺についてどうお考えでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 観光局、観光案内所の果たす役割は、まさに人と人の触れ合いから始まりま

すので、非常に収入に結びつかなくても村のグレードアップにはつながってくる大事な施設だと、

このように考えております。したがって、民間の施設と一緒にやることにより、より民間の方の

厳しさ、民間感覚での業務運営ができるのではないかと、また行政がやってきたそのノウハウも

この中に生かせるのではないか、そんな思いもしておりますので、やはりお客さんと触れ合う大

切な施設としては、もうお客さんをもてなす姿勢としての原点でありますので、その辺はともに

考えていかなければいけないことだと、認識としては当然のことというふうに思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第５番（太田 修君） 確かに私どもも観光案内所に実際勤めてみて、大変さ、あるいはまたお客

さんがどんなことを求めどんなことをしているのか、非常に肌で感じたものはございました。そ

ういったものが観光白馬が駅前から窓口が消えるということが本当にいいのかどうなのか、そし

てまた、新しい目で考えますと、民間と力を合わせてやるということでございますので、ぜひそ

の辺のところを観光の村として、お客さんがどういうものを求め、どういう目的でどうやって来

てくれるのか、その辺のところを間違いなく検証していただいて、そんな事業を進めていただき

たいと思っておりますし、また観光案内所の跡地利用といたしまして、今山岳関係の人たちがと

いうお話もございました。よそでは結構ボランティアガイドみたいな形で非常に活性化されてい

るというようなお話も聞いております。そういったボランティアガイドみたいな養成をしていく

考えがあるのかどうなのか、お伺いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） お答えをいたします。 

  太田議員ご指摘の件が、実は私どもは数年前から考えていることであります。こちらのボラン

ティアとしてやってくれる方が確保できれば、私は村の歴史、文化、そういうものを含めてやは

り教育をしながら、そういう組織をつくっていくことは大事なことだと、こんなふうに思ってお

ります。一番感じたのは、諏訪へ行ってみまして、諏訪がそういったボランティアの皆さんによ

る町なか案内をしているというような状況を見るにつけ、やはりグリーンシーズン期なんかは特
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に白馬村でもそうした制度をつくることで、より白馬を身近に感じていただけるのではないかと、

今後の課題として十分考えてはおりますので、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田修議員の質問、答弁を含めて、あと１０分であり

ますが、質問はありませんか。太田議員。 

第５番（太田 修君） 先ほど１点目のお話をさせていただいたんですけれども、外国人資本によ

ります営業施設がどのくらいあるのか、その辺について村はどのように把握しているか。また外

国人の人たちが廃屋にならないための施設を購入しながら営業をされているというような形の中

で、ビジネスルールというものがあるのではないかと思います。宿泊すれば当然宿泊の許可、営

業許可、そういったものが当然あって出されるべきものだと思いますが、その辺についてどのよ

うに実態把握をされ、どのように今現在取り組んでいくのか、そしてまた、そういった指導方法

がどのようにされているのか、お伺いします。 

議長（下川正剛君） 実態について答弁を求めます。平林観光農政課長。 

観光農政課長（平林 豊君） 外国人の方が営業をされている施設は、今月、旅館業組合長並びに

協会長さんにアンケートを依頼しまして、現在集計ができているのは４９件であります。そのほ

かにも外国人が所有し日本人の方が営業されている施設もありますので、それらにつきましては

今後調査をしていきたいと思っております。村としても外国人の方がどれだけ施設を営業されて

いるか、施設は村のほうとしては把握する必要があると思いますのでよろしくお願いしたいと思

います。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。太田議員、質問はありませんか。太田議員。 

第５番（太田 修君） 来ていただきますお客様、そしてまた住民が安全・安心できるリゾート地

を確保していかなければいけないのではないかなと思います。そういった意味で外国人経営の件

数、並びにどういう方がどんなふうにされているのか、個人情報にかからない範囲の中でそうい

ったところをぜひ把握していってほしい、そしてまた適切な指示、指導がしていただけたらと、

そんな思いをしております。 

  次の評価制度の関係でございますけれども、一応評価制度の必要性は、各事業の成果を評価し

たり、あるいはまた改善につなげ効率的かつ効果的な成果を上げていくことに意味があるわけで

ございまして、正直、今いろいろ見ていますと結構これについて特産品事業につきましては、イ

ンターネット等を活用して販路拡大を検討すべきではないかとか、いろいろな意見が出されてお

りますが、その辺についての対応等もお伺いしたいのですが、時間の関係で飛ばさせていただき

ます。 

  また、それからスノーハープの関係でございますけれども、今年度一応表土等を改善するとい

うことでございます。正直言いまして、金はかけたけれども効果が出なかったということでは何

ら意味もないことでございますので、ぜひその辺のところは調査の上の調査をしていただきなが
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ら、確実によくなる方向での検討をお願いしたいと、そんなふうに思っております。 

  それでは、次の問題に入らせていただきます。 

  公害防止条例の制定についてお伺いするものでございますが、先ほどのインバウンド等とも関

係してきますが、先日のマスコミ報道でインバウンド事業に取り組む白馬村の新たな問題点とい

うことで報道がございました。生活環境の違いから来る問題点などが指摘をされているところで

ございますが、インバウンド事業に取り組むリゾート地として、お互いに気持ちよく過ごせる環

境づくりが必要と感じています。県では昭和４８年３月に県公害防止に関する条例が制定をされ

ておりまして、その６条の中に、市町村は住民の健康を保護し、良好な生活環境を保全するため

の責務を有するという文面がございます。ぜひこの条項等を参考にしていただきまして、村の公

害防止的な条例が制定できないものかお伺いをしたいものでございます。 

  水の汚濁関係につきましては、私が去年の９月の定例議会だったかと思われますが、実際に排

水等が河川に流出している、そういった問い合わせが村のほうに何件かありますというような答

弁をいただいておりますし、それからまた、一部の外国人とは聞いておりますけれども、本当に

文化の違いから深夜に花火をやられたり、あるいは大声を出したり歌を歌ったり、あるいは自分

がどこの宿泊所かわからず違う宿で寝泊まりをしてしまうというようなことで村、警察、あるい

は関係者で話をしたというような経過がございます。ぜひそんなことを……。 

議長（下川正剛君） 太田議員、答弁時間がありませんので。 

第５番（太田 修君） ということで、この条例制定についてお伺いをしたいと思います。 

  以上よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。村長、時間が３分しかございませんので、それなりに答弁

をお願いします。 

村長（太田紘熙君） ２つ目の公害防止条例の制定改革についてお尋ねであります。 

  まず１点の水質汚濁及び深夜騒音等に関する条例制定についてであります。 

  水質汚濁につきましては、生活排水による水源汚濁を防止することを目的に設置をした白馬村

合併処理浄化槽設置要綱において、規定を定めております。浄化槽法においては、保守点検や清

掃が定められた基準に適応していないなどの違反者に対するさまざまな罰則規定が定められてお

ります。浄化槽が管理されていないのではないか、あるいは違法に河川放流しているのではない

かなどの通報があった場合には、地方事務所の環境課と協力して対応をしているところでありま

す。何よりも情報をいただくことが一番大事なことだと、このように思っております。また、河

川へのごみの投棄についても、毎年塩島、通地区等の懇談会の折に、上部から雑多なごみが流さ

れてきており、水路の詰まりや環境美化の面で地元が片づける労力にも限界があるとの大変お怒

りの声もお聞きしておるところでございますので、行政としてはそうした実態を区長会、あるい

は衛生組合長会等でお願いをしてきておりますけれども、なかなかその解消ができていないとい
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うのが実態でありますけれども、根気よく啓蒙啓発を続けてまいりたいと、このように思ってお

ります。 

  それから、深夜の外国のお客さんによる騒音につきましては、県の公害防止に関する条例及び

公衆に著しく迷惑をかける暴力的不良行為等の防止に関する条例の範囲で、警察とも連携をしな

がら取り組みをしております。したがって、今のところ、新たな村独自の条例制定は考えており

ません。議員のご質問はそうした事例のあったことをお聞きしてのお尋ねだと、このように思っ

ておりますが、規制をする前によく地域の皆さんとも、また我々とともに日本の歴史文化を説明

をし、お互いに理解し合うところが何よりも大事ではないかと、このように考えておりますので、

そんな姿勢を今後も続けながら安心して暮らせる、また安心して訪れて楽しんでいただけるまち

づくり、観光地づくりをともに進めていくことが一番肝要だと、このように思っております。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 太田修議員の質問時間が終了をいたしました。第５番太田修議員の一般質問

を終結いたします。 

第５番（太田 修君） どうもありがとうございました。 

議長（下川正剛君） 次に、第１０番小林英雄議員の一般質問を許します。第１０番小林英雄議員。 

第１０番（小林英雄君） １０番日本共産党の小林英雄です。 

  ３２回目の一般質問をさせていただきます。 

  まず、質問の項目は２つでございます。村民の暮らし、村民の生活を守る対策について、２つ

目は下水道受益者負担金問題についてであります。 

  まず、生活保護の関連を中心に質問をさせていただきます。 

  政府は、今年度予算で生活保護基準を本年８月から引き下げると閣議決定をしております。と

んでもないことであります。憲法第２５条の、言うまでもないことですが、健康で文化的な最低

限度の生活の水準は国の財政事情により変動するものではない、国の財政事情により生活保護費

を切り捨てる、こんなことをしていいものであるか。また生活保護費の引き下げは受給者以外の

村民の暮らしにも重大な影響を及ぼすことになります。全国の生活保護受給者数２１５万人を超

えております。日本弁護士連合会、この調査でわかったことですけれども、実際に生活保護を受

けている人、これは人口比率でいいますと１．６％、これはヨーロッパの先進国に比べますと際

立って低いということになります。ちなみにドイツでは９．７％、それからイギリスでは９．

２％、スウェーデンでも４．５％、これはもう日本が際立って低いということになります。 

  さて、白馬村の生活保護受給世帯は、平成１０年度には１１世帯あったということでございま

す。その後少しずつではありますけれども現在は１６人ということです。この数字から見ますと、

これは生活保護は憲法２５条に基づく国民の権利ですが、白馬村の人口８，９５８人これは昨年

４月１日現在ですけれども、それに対して生活保護受給世帯は０．１％にすぎません。これは日
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本の人口比率の１０分の１にとどまっています。これは実に低いというか少ないというか、これ

は白馬村が村民が豊かであるということにはならないのではないかと。それには昨年来私どもの

組織が暮らしのアンケートを実施いたしました。その調査結果によりますと、村民の暮らしは厳

しいものがある、これが浮き彫りになっております。そういうことで以下の質問をさせていただ

きます。 

  まず、村民の暮らしを守る対策ということで生活保護利用者が全国的にふえておりますけれど

も、村内の生活保護利用者は平成１０年度に１１世帯ということでございます。少しずつ増加は

しておりますけれども、現在は１５世帯というふうに聞いております。その数は村民の生活実態

からすれば大変に少ないというふうに思われてなりません。これはいいことか悪いことか、生活

保護は繰り返しになりますけれども、国民が健康で文化的な生活を営む権利であり国の責任であ

ります。生活保護は恥ずかしいと思う、そういう村民の意識があるためではないか、こんなふう

に感じております。そのためにも、私は生活保護の制度がよくわからないのではないかと、こう

いう制度を懇切丁寧に知らせるということも一つ行政の仕事ではないかと思っております。つま

り、これは住民課のお話を課長から伺ったんですけれども、生活保護の相談、あるいは直接生活

相談、そういう生活相談のしやすい対策をとるべきではないか、そういう意味でこの質問をさせ

ていただくわけでございます。 

  それから、２点目は、安倍内閣が計画している生活保護基準の引き下げは、生活保護利用者だ

けでなく、非課税限度額、就学援助金などさまざまな低所得者に影響すると思われます。村民に

影響する制度にはどんなものがあるか、また影響が及ばないようにすべきではないか、この２点

であります。よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 小林議員からは、大きく２つの質問をいただいております。最初の１つ目の

村民の生活を守る対策について２項の質問をいただいておりますので、順次お答えをさせていた

だきます。 

  まず、１点目の生活保護の制度を知らせ、相談しやすい対策をすべきではないかとのお尋ねで

ございます。 

  ご存じのとおり、生活保護は生活に困っている人に健康で文化的な最低限度の生活を保障し、

自分の力で生活できるようになるまで国が援助するという制度であります。この制度は持ってい

る能力や資産などあらゆるものを使っても、なおかつ最低限度の生活ができない場合に行われる

こととなります。そのために制約を受けるに当たり、次の４つのことが必要となります。小林議

員も十分ご承知のこととは思いますが、説明をさせていただきます。 

  １つ目は、持っている資産を活用する、これは必要なもの以外の処分等により生活費に充てる

ことを言っております。２つ目は能力に応じて働く、これは働くことのできる人は能力に応じて
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働いていただくということを意味しております。３つ目は扶養義務者からの援助を受ける、これ

は親族等から、可能であれば金銭等の援助をお願いするものであります。最後となります４つ目

は、他の法律による援助が優先される、これは障害者自立支援法や年金給付等を指しているもの

でございます。以上のようにあらゆる努力をしても最低生活が営めない場合には、初めて生活保

護が受けられることとなります。 

  議員からの生活保護の相談は、恥ずかしいと思う村民の意識があるためではないかといったご

質問でありますけれども、村では、白馬村地域包括支援センターが実施をしている高齢者への訪

問や相談、白馬村居宅介護支援事業所等が行っている業務などにより、高齢者については関係機

関との連携が図られているものと思っております。やはり現役世代に関しては、そういった情報

については民生児童委員との情報共有や、直接ご本人が電話や来庁による相談といった行動を起

こさないとわからない部分がございますので、村では社会福祉協議会への委託事業で実施をして

いる心配事相談を年数回開催するなどして対応をしているところであります。 

  しかし、生活保護の相談というものは非常にデリケートなことがありますし、給料や年金等の

収入が最低生活費を下回った場合について、その差額を保護費として支給することとなります。

このように世帯ごとに状況が異なりますので、広義的には制度は知らせることはできますが、相

談者の多くは幾らもらえるのかが一番関心部分となりますので、個々の資産や収入の状況を伺わ

ないと判断ができないということが難しい部分であります。生活保護の相談は、これまでも窓口

カウンターではなく住民福祉課奥の相談室等を利用するなど、プライバシーに配慮した対応を行

っております。説明は冊子を用いて制度の説明をしておりますので、遠慮なくご相談いただけれ

ばと思います。役場に相談があった場合には必ずご本人の状況等を伺い、生活保護を実施する北

安曇福祉事務所に状況を伝え、再度、福祉事務所の担当者と一緒に相談に乗っているところであ

ります。住民福祉課窓口で生活保護の申請を拒絶するというようなことは一切ありませんので、

よろしくお願いをいたします。 

  ２つ目の生活保護基準の引き下げは、生活保護利用者だけでなく非課税限度額、就学援助金な

どさまざまな低所得者に影響すると思われるが、村民に影響する制度にはどんなものがあるか、

また影響が及ばないようにすべきではないかというご質問であります。 

  厚生労働省では、生活扶助基準の見直しに伴い他の制度に生じる影響についての対応方針につ

いて、次のように示しております。１つ目として、個人住民税の非課税限度額等についてですが、

これは医療保険等の自己負担限度額の軽減などを示しており、平成２５年度では影響はないとし

ており、平成２６年度以降の税制改正で対応することとしています。また、非課税限度額を参照

しているものも、平成２６年度以降の税制改正を踏まえて対応することとしております。２つ目

として、その他生活扶助基準の見直しに直接影響を受け得る国の制度については、それぞれの制

度の趣旨や目的、実態を十分考慮しながら、できる限りその影響が及ばないよう対応することを
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基本的な考え方としております。これは就学援助や保育料の免除及び児童養護施設等の運営費を

示しているところであります。 

  このように平成２５年度については、国の生活扶助基準の見直しを受ける制度については村民

に影響する制度はないものと、今現在判断をしているところであります。長野県においても、阿

部知事はさきの県議会において、県の裁量の余地がある制度については、制度の趣旨や目的、実

態を十分考慮しながらできる限りその影響が及ばないよう対応すると答弁をしております。白馬

村でも、業務の名称以外で生活保護を例規上規定している条例、規則、要綱、要領等は２８あり、

県同様に村の裁量の余地がある制度については、制度の趣旨や目的、実態を十分考慮しながら、

できる限りその影響が及ばないように対応したいと考えており、今後における制度の改正を注視

をしてまいりたいと、このように思っているところでございます。 

  最初のご質問についての答弁は、以上でございます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。小林議員、質問はありませんか。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） 答弁をいただきました。 

  先日、住民福祉課で、私も今村長が話されたことは同じことを課長からも伺いました。それが

万全であればそれにこしたことはないわけですけれども、やはり私が心配するのは、今度のこの

質問をするに当たって、先ほども日本弁護士連合会の話をちょっとしましたが、ここに、今日本

の生活保護制度はどうなっているか、こういうチラシ、パンフと言っていいと思うんですけれど

も、これを読みますと、本当に生活保護とはこんなことだと、自分は知っているつもりでいても、

やはり知らない方がやはり村民の中にはまだまだいるんじゃないかと思うんです。これはまあ実

にコンパクトにまとめた、こんなパンフもこの手の種類のものはもうたくさん出ているので、こ

れは特別室を設けて奥の部屋でもって生活相談かたがた生活保護の相談もされているという話な

んですけれども、やはり私は住民課長とこの間話をする中で、実際に生活保護そのものだけをと

りますと、非常に相談件数が多いときでも年間で８人とか１０人とか、これはどう考えても、今

の白馬村の経済状況といいますか、スキー産業なんかもうんと低迷しているわけで、大変な状況

の中で少ないのが不思議に思えてならないんですよ、それは結構なことなのかもしれませんけれ

ども。しかし、私はこの生活保護とは一体何なんだ、どういうことなんだろう。というのは、こ

れも課長との対話なんですけれども、生活保護を受けたいんだけれどもというような、それでい

ろいろ聞いてみると、もうとても生活保護を受けられるような境遇ではなくて、何言っているん

だと、これはそれこそ申請書を書く前の、もう誰が聞いても生活保護なんか受けるような、そん

な暮らしではないと、そういうようなことでとんでもない方もたまには見えるということなんで

すね。 

  やはり、私は繰り返しますけれども、この制度そのものをもう少し懇切丁寧にＰＲするぐらい

のことはされてもいいと思うんですね。それから、なぜこういうことを言うかというと、やはり
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そうは言っても生活保護、今非常に問題になっているのは、芸能人の母親が生活保護を受けてい

たとか、いわゆる生活保護バッシングというのが非常にはやっているわけです。ですから、やは

りもう少し気軽に相談窓口といいますか、何かやはり生活保護というのは決して恥ずかしいもの

でも何でもないので、先ほどもヨーロッパの国の話をしましたけれども、それがもう本当に制度

の一部というか身にしみてそれが定着しているという点で、国民性の違いもあるかもしれません

けれども、やはりもう少し生活相談窓口のようなものを、あるいはこういうパンフレットなんか

も用意しておいて、それから申請書なんかも置いておくと、そういう自治体もだんだんふえてき

ていますから、そういう措置を、ぜひそういうことをやってほしいという意味で言っております。 

  それから、２つ目の阿部知事の話、これは阿部知事のこの間の県議会での答弁、これは本当に

私も評価したいと思うんです。要するに引き下げによって影響を受ける制度が２１件あって、県

に裁量のあるものはできるだけ影響が及ばないようにしたいと、これについても、今太田村長は

そういうスタンスでこれからも対処するということで、そういうふうに阿部知事と同様のスタン

スで臨むということをちょっと確認させていただきたいんですけれども、それでよろしいでしょ

うか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 村の裁量でできるというのには前向きに検討をしてまいりたいと、このよう

に考えております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。小林議員、質問は。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） それでは、もう少しこの生活保護問題について触れさせていただきます。 

  追加質問ということなんですけれども、政府の統計で年収２００万円以下の労働者が１，

０００万人を超えたということになっております。これは白馬村ではどうかということなんです

けれども、わかる範囲で結構です。それから２つ目なんですけれども、年収２００万円以下の家

庭は生活保護を受けるべきだと思われるんですけれども、利用率が０．１％にとどまっている。

これは非常に低いんですね、この理由というのはどういうふうに考えられていますか。 

  １つ目は政府の統計ですね、２００万円以下の労働者が１，０００万人を超えたという。白馬

村はこれはわかる範囲で結構なんですけれども、どうなんでしょうかと。これは正確な数字では

なくて要するに白馬村はどうかということなんですね。それから２つ目は、２００万円以下の家

庭は生活保護を受けるべきだと思われるんですが、利用率が０．１％にとどまっている理由は何

だと考えられますかということです。この２つ、もしおわかりでしたら。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 年収の件については、私のほうでは把握はしてございませんので、

答弁は控えさせていただきます。それと、２００万円以下の家庭については、なぜ生活保護を受

けないのか、その原因はと、どう考えるかというところでございますが、皆さん、頑張れるだけ
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頑張ると、自分で頑張るんだと、そういうお考えの方が多いのではないかというふうに思います。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 横澤税務課長。 

税務課長（横澤英明君） 年収についてでありますけれども、現在、住民税のデータの中でわかる

かどうか調べておりますので、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 利用率の低い理由についての答弁漏れがありますので、その関係について答

弁を願います。倉科住民福祉課長。 

住民福祉課長（倉科宜秀君） 利用率というのは、年収２００万円以下のご家庭で生活保護を受け

ていない比率が多いんだという、それは先ほど申し上げたつもりでおりますが、できるだけ自分

の収入の中で生活をしていきたいというふうに考えておられる方が多いというのと、ご親族の方

等からの援助、それと自分の持っている資産の処分、そういうところで皆さん頑張っておられる

方が多いのではないかというふうに思います。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。小林議員、質問はありませんか。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） この問題については、繰り返しになりますけれども、要するにもう少し

徹底して、生活保護、この制度は一体何だというようなことは本当に懇切丁寧にこんなもんです

よと、これは相談窓口もあって誰でも受けられるんですよという、いろいろ制限はありますけれ

ども、要するに生活保護とは何だろうというようなことをＰＲするぐらいのことは、行政として

当然やるべきではないかと、このことが１つと、それからやはり引き下げによって今までサービ

スが受けられていたものが受けられなくなると、そういう心配があるからこういう質問をさせて

いただいているので、そういうことに対して先ほども村長の答弁にありましたように、これは阿

部知事と同じようなスタンスで臨むということなので、この２つをぜひ考えていただきたいとい

うことで、下水道の質問に移らせていただきます。 

  それでは、次の質問に移らせていただきます。 

  下水道の関係でございますけれども、まずこの問題についてはご存じのとおり、昨年夏以来下

水道特別委員会を設けまして、議会としても昨日でちょうど１７回の特別委員会を開催いたしま

した。実感ですけれども、これは異例といえば異例ですね、１７回開いたと。しかし一向にこの

下水道の負担金問題についてなかなか全容解明に至らない。知恵を絞っていろいろそれなりの努

力は重ねてきたわけですけれども、やはり１７回というのはちょっと異例だなという感じがいた

します。それほど奥深い問題だと思います。 

  そこで、多少同僚議員とダブる質問が入っておりますけれども、住民監査請求の結果をどのよ

うに受けとめているかということ。それから２点目は、加入分担金徴収規則は違法と思われると、

また現在の受益者負担金制度の存続は支払い済みの土地、時効の土地、賦課がえされた土地、徴
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収猶予の土地、加入分担金賦課の土地、（加えて、今度は区域外流入分担金制度の新設）も予定

されているようなので、それらが混在をし、管理する上でも把握が困難ではないかと、それから

住民監査の結果の意見でも、新しい制度の制定、このことに言及しております。全面的改正に踏

み込むべきではないかというのが質問の要旨でございます。よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 小林議員２つ目のご質問であります。下水道受益者負担金問題について、

１つ目は住民監査請求結果をどう受けとめているかとのお尋ねでございます。 

  一般質問の最初の篠﨑議員に全てお話を申し上げました。重複するところは避けてお話をさせ

ていただきたいと思いますが、この不祥事につきましては、事件が発覚して以来、そしてまた今

定例会の冒頭にも申し上げさせていただきましたが、この下水道受益者負担金問題等で村民の皆

様からの行政に対する信用を大変大きく失墜をさせてしまい、今を預かる長としてまことに申し

わけなく思い、おわびをするところでございます。 

  この住民監査請求の結果につきましては、２月１８日に監査委員から勧告がなされたものであ

りますし、その内容を真摯に受けとめ、対応をしてまいりたいと考えております。この対応につ

きましては篠﨑議員にもお答えしたとおりでありますけれども、報告書の最終ページに記載をさ

れましたそれぞれの検討事項についても重く受けとめ、行政への信頼回復と山積する課題解決に

向けて、最大限の努力を惜しまずに取り組んでまいりますし、そのために庁内の組織体制の見直

し、そして職員育成などのソフト面も含めてあらゆる方向から取り組みをしなければと、今既に

取り組んでいるところでございますので、ぜひご理解のほどお願いをいたしたいと思います。 

  それから、２つ目の加入分担金徴収規則は違法と思われる、現在の受益者負担金制度の存続は

支払い済みの土地、賦課がえされた土地など混在し、管理把握が困難であり、住民監査の結果で

も新しい制度に言及をしている、全面的改正に踏み込むべきではないかとのお尋ねであります。 

  平成１３年度に白馬村下水道加入分担金徴収規則を施行して１２年が経過をしております。当

時は、議会の皆様にご理解をいただく中で受益者負担金条例を改正をして、加入分担金制度を制

定をしております。現在、受益者負担に関する条例第１１条第３項による賦課がえ物件は

１６８件、１０．７ヘクタールで第６条第１項による加入分担金賦課は１３８件、１７．２ヘク

タールでございます。小林議員おっしゃる現在の制度を新たな制度に改正するとなると、この約

２８ヘクタールの取り扱いについて慎重に検討をしていかなければならないと考えております。

下水道の専門家の方などにも相談をしながら、どう改正するのがよいのか、今後検討してまいり

たいと考えております。 

  なお、受益地の管理につきましては、受益者負担金管理システムを現在の三谷コンピュータシ

ステムから株式会社電算のシステムに変更することにより、猶予地を含む受益地が適正に管理で

きる環境が整うと考えております。システムを変更することによって、税務課の資産税システム
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による固定資産税のデータとの連動が可能となり、土地の移動データが新たなシステムに情報提

供されることになります。平成２５年度、新システムを導入して入力作業やテストを行い、新シ

ステムへの切りかえは平成２６年度となります。いずれにいたしましても、二度とこうしたこと

が起きないような、その対策を真剣に、そして一日も早く取り組みを進めてまいりたいと、この

ように思っておりますのでよろしくお願いをいたしたいと思います。 

  また、つけ加えますけれども、この勧告を受けての対応については、やはり公平、客観的に判

断をしていくための第三者委員会の立ち上げについても冒頭お話をしたとおりでございます。そ

うした方々の専門的な見地からのお話を伺いながらまた結論を出してまいりたいと、このように

思っているところでありますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

  以上で、下水道受益者負担金問題についての答弁とさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。小林議員、質問はありませんか。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） それでは、最初の篠﨑議員と多少重複するところがあるんですけれども、

それはそれといたしまして、それでは住民監査請求の結果について、村長の挨拶では、勧告内容

を真摯に受けとめ対応するということでございますけれども、これは簡単な質問をさせていただ

きますのでお答えいただければよろしいかと思うんですが、勧告内容、１億円を超える時効額に

対して９５０万円の損害賠償額ということになっているんですけれども、これについてどういう

感想を持っていらっしゃいますか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） この辺についてもそれぞれ長い経過の中で携わった方々もおいでであります。

そうした経緯も踏まえながら９９０万円の損害賠償が適正であるかどうかということについては、

今私のほうから答弁することは差し控えさせていただきたいと思います。 

  しかし、この問題を避けて通ることができないことから、専門家の立場で、またこの問題につ

いては国内という表現がいいかどうかは別にして、各県でもこの件数は非常に大きいものがござ

います。そうしたことも踏まえながらそうした専門家に答えを出していただくことが、村民の皆

様にも一番納得していただける方向ではないかと、こんなふうに考えておりますので、その結論

を出すために第三者委員会の立ち上げについてこの最終日に議案として上程をさせていただきま

すので、ご承認をいただき、すぐその作業に取り組んでまいりたいと、このように思っておりま

すので、ぜひご理解をいただきたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。小林議員、質問は。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） ２つ目の質問の点なんですけれども、つまり違法ではないかということ

なんですけれども、次の３つの角度から受益者負担金制度の全面改正をすべきだと思う、そうい

う立場でちょっと質問させていただきます。 

  １つは、加入分担金徴収に関する条例規則は、４点で違法と私は思っているんですね。１つ目
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は、債権の性質を公債権から私債権に変えてしまうという点です。受益者負担金加入分担金です

ね。それから私債権である加入分担金には消費税も課税されるという変わり方になります。それ

から２つ目、債権の内容は金額も納入期も変えてしまう点、場合によっては払わなくてもよくな

ることにしてしまう、時効もなくしてしまう、こういう問題点が含まれています。それから３つ

目、受益者負担金徴収の根拠は都市計画法第７５条であります。加入分担金徴収の根拠を地方自

治法２２４条としている、二重の賦課ではないかという、この点です。それから４点目、分担金

は地方自治法第２２８条で条例で定めていることになっていますが、条例で定めていない。この

４つ、これはどう考えても違法な条例で、規則は改正すべきではないかというふうに私は思いま

す。いかがでしょうか。４つ挙げました。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 私のほうからお答えをさせていただきますけれども、私も専門家でないこと

もありますので、担当課長のほうからもこれについて説明をさせていただきます。 

  この公債権を賦課がえによることによって、債権の性質が公債権から私債権に変わってしまう

ということ、それから私債権であることになれば、納入方法も当然変わってくる、結果として払

わなくてもよくなるのではないかということ、都市計画法の７５条から二重賦課になるのではな

いかと、こういうお尋ねでありますし、分担金についても、規則での制定はおかしいのではない

かということでのご質問であろうかと思います。 

  決して小林議員ご質問のことに対して、私の立場としても違うとは言い切れないところもあり

ますけれども、議員のご指摘を、議員としてのお考えで当然のことだと思っております。そうし

たことも十分理解をする中でも、私どもの勝手な判断を下すよりも、今、小林議員おっしゃられ

たことも踏まえながら専門家に検討していただくという方針を決めておりますので、時間をいた

だく中で結論を出してまいりたいと、このように思っております。 

  私からは以上であります。 

議長（下川正剛君） 窪田副村長。 

副村長（窪田徳右衛門君） 今後の対応につきましては、今村長が申し上げたとおりでありますし、

また勧告書の最終ページに制度見直しというような意見が載っていますので、そういう対応をし

たいと思いますが、いわゆる賦課がえについては、私もこの場で何回か答弁をさせていただいて

おります。都市計画法第７５条にあります賦課を受ける者の範囲及び徴収の方法については市町

村の条例で定めるということで、賦課がえについても白馬村公共下水道受益者負担にかかわる条

例の第６条の中に、分担金徴収規則に委ねるというような条項が載っています。これが全て補完

をしているかどうかというと若干疑念のあるところでありますけれども、条例から規則に方法を

委ねていると、大枠は条例で定めて詳細については規則に載せているということで判断をしてお

りますし、一方、これ時効の中断ということで、当初の導入の考え方としては、民法の１４７条
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で規定されています、承認による時効の中断が適用できるのだろうという解釈で、当初導入した

というふうに伺っております。 

  私からの説明は以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。小林議員、質問は。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） ちょっと消化不良の感じがいたしますけれども、今これは違法ではない

かということで質問させていただいているわけなんですけれども、２つ目に、現在の受益者負担

金制度は支払い済みの土地、それから時効の土地、賦課がえされた土地、徴収猶予の土地、加入

分担金賦課の土地、それに加えて、今度区域外流入分担金制度の新設ということですよね。こう

いったことが混在してしまっているんですよ。これは非常に監査報告でも再三言われているんで

すけれども、要するに混在していると、今申し上げたことが。管理、把握が困難ですと、複雑性

の一例は、先ほど参考に表をお配りしたところなんですけれども、複雑な下水道受益者負担金制

度の例として、先ほどちょっと配付させていただいた表があるんですけれども、要するに今申し

上げたとおり、このままこれを続けてこの制度のままこれから進んでいくと、今後も間違いなく

これ多発することは容易に予想されるんですよ。 

  それで、３つ目は、住民監査の結果の意見でも１，３５０円と９００円の単価が混在している。

転売により所有権が移転したときなどには、これはまた事務的にも混乱すると思います。それか

ら、よくあります分筆、合筆、それから相続、これはまた複雑になりますよね、そういった複雑

な事務管理が続くことになるんです。事務処理の理論的整合性をとることと現実の乖離に悩むこ

とになる。これは監査の中でこういう言葉であらわされているわけです。今るる申し上げたこと

が、事務作業としても大変だし時間もかかるし、何よりも複雑です。 

  新しい制度にすべきだというふうに言及しているわけです、監査は。繰り返しになりますけれ

ども、先ほどの１のところでは、違法性の解消と事務処理の混乱を避けるため全面的改正に踏み

込むべきではないかというのが、私の見解です。じゃ、そうしますというふうな答弁はなさらな

いと思うんですけれども、一応ここまで申し上げておきます。 

  そして、先ほどの違法性の問題に対する答弁については非常に歯切れが悪くて、私もよくわか

りません、そういう答弁では。全面的な改正、つまり制度改正ですよ、この機会に行わないと、

今行わないと、このままの制度で下水道問題をこのままいくということは、私には、ますます混

乱するし時間もかかるし、また新たな何か問題が起きるということが容易に想像できるわけです。

ですから、将来に禍根を残さないためにもやはり全面的に改正する、新しい制度をつくるという、

そういう決意を今されたらどうですかというのが、私の今の気持ちです。いかがでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 今、議員ご指摘の、全面改正をするという約束をこの場でしろということ等

をお聞きをいたしました。私は非常に歯切れの悪い言い方になってしまいますけれども、そうし
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た結論を出していくにも、第三者委員会的なものをつくってきちんと検証をし、今後の運営につ

いて、このことでいいのかどうなのか検討は当然していくわけでありますけれども、違法かどう

かということについては違法という解釈もございます。今私が合法だとか違法だとかということ

についての断定は差し控えさせていただきますけれども、確かにこうした制度をつくったために

というか、制度の趣旨に沿っていきますと、今後区域指定されている土地の移動等について大変

な労力を使っていくことになるわけでありますが、その使った労力が完璧なものになってくれれ

ば、またしていかなければいけないという事務量のふえること、それをこれから今後将来にわた

ってずっと続けていかなければいけないという状況も、把握はできます。そうしたことも片方に

は控えながらも、今まで２０年近く当初のつくった制度でやってきたこと、今変えることによる

整合性等も考えると、非常に結論を出すには我々の能力では難解だと、こういうふうに思ってお

ります。決して他意を持っているわけではありませんけれども、そうしたこともぜひご理解をい

ただいて、私どもが進める委員会等にも具体的に問題点を提示しながら検討していただくという

ことをしながら結論を導いていきたいと、こんなふうに思っておりますので、ぜひご理解をいた

だきたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。小林議員、先ほどの生活保護の関係についての質問で

ありますが、税務課長から発言を求められておりますので、税務課長の発言を許します。横澤税

務課長。 

税務課長（横澤英明君） 先ほどの年収２００万円以下の人数ということでありますが、ご希望の

数字はデータとしては提供できる数字はございませんけれども、住民税の課税標準というものの

額でよければ数字が提供できるのですけれども、余り例えば給与が６５万円ですと給与所得控除

で６０万円引かれてゼロになるとか、基礎控除が３３万円あるとか、社会保険料、国保や年金そ

れから扶養の控除、あとそのほか医療費やいろいろな控除があるわけですけれども、その引いた

答えでありますけれども、１０万円以下の金額の人が２１３人、１０万円を超え１００万円以下

が１，５０４人という状況になっております。一応参考までに申し上げました。 

議長（下川正剛君） 小林議員、よろしいでしょうか。 

第１０番（小林英雄君） はい。 

議長（下川正剛君） それでは、２番目の一般質問の再質問を行います。小林議員、質問はありま

せんか。小林議員。 

第１０番（小林英雄君） 時間がなくなりましたので急ぎますけれども、先ほどの違法の問題につ

いてはちょっと納得いかないことがたくさんあります。 

  住民監査請求の結果なんですけれども、結果では、１平方メートル当たり９００円という法外

な負担金の額、これ法外だと思います。それから建物もないのに全ての土地に賦課した、巨費を

投じて合併浄化槽を整備した、こういう村民の疑問やクレームがあるんです。これに対して職員
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が対応し切れなかった状況も監査の中で述べられております。それから、昨年これだけ問題にな

っている受益者負担金問題なのに、２５年度一般会計予算文化財保護費で、加入負担金として計

上する、これもちょっと混乱していると思います。それから住民を説得することが困難な制度で

ある、複雑で間違いが起きやすい制度はやはり改善することが必要だということ、しつこいよう

ですけれども、繰り返し申し上げておきます。 

  それから、全面的な改正の検討に当たってはよく出るんですけれども、第三者委員会、これは

先ほど朝の篠﨑議員のところでは審査会というんですか、これは同じだと思うんですけれども、

これはもう当然第三者委員会を活用すべきであるというふうに思います。第三者委員会は法律や

行政の専門家もメンバーにするというので、受益者負担金問題の全容解明と新しい制度、私がこ

こで申し上げるのは全面的改正ということを念頭に置いての新しい制度です。そういうことを第

三者委員会、あるいは審査会でも結構ですけれども、依頼すべきだというふうに私は思います。 

  すみません、時間がなくなりましたので、もちろん改正案は村民の納得するような内容でない

と、それから内容と手続、そういうことが条件になると思うんです。それで、私はこの全面改正

の内容は次のようなことが考えられると思うんですけれども、一応これは申し述べておきます。

４つ申し上げますけれども、これは接続するときに支払う制度、これがいいと思うんです。それ

から２つ目、賦課は建物を基本とすると、それから３つ目、これは先ほども申し上げました、金

額が理解できる程度にする、それから４つ目は新しい制度へ再計算をして過払いは返還する、こ

ういうような内容を盛り込んでいただきたいというふうに思うんです。 

  もう最後になりますけれども、これは申し上げるだけにしておきます。最後に、今議会に白馬

村公共下水道流入区域外流入分担金の徴収に関する条例の制定が提案されていますけれども、こ

れが制定されますと、先ほどから申し上げておりますように、ただでさえ複雑なところへ一層複

雑になるという、そういう懸念があるから、この新しく出た条例、私は反対の態度をとっている

わけです。今まで以上に間違いが多くなると思います。要するにこれは複雑になるということで

す。 

  それから、もう一つは、いわゆる賦課がえ、加入分担金賦課による加入分担金に加えて新たな

分担金が出てくることになるんですよ。今でも負担金か分担金かわからない。これはどういうこ

とかと言いますと、先日来……。 

議長（下川正剛君） 小林議員、今は一般質問です。答弁の時間がありません。簡潔にお願いしま

す。 

第１０番（小林英雄君） 教育委員会の文化財保護費の予算説明で、これはもう明らかに証明済み

です。新たな分担金の制定で混乱はさらに大きくなることは目に見えていると私は思います。現

在でも区域外流入が認められ、受益者負担金を一括納入した場合には前納報奨金が払われていま

すけれども、この条例が制定されると前納報奨金はなくなります。それから提案説明にはありま
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せんでしたけれども、これが果たして理解されるかどうかということ。申しわけありません、本

当に時間がなくなってしまっておわび申し上げますけれども、要するに、このような複雑にする

条例は制定しないほうがいい。受益者負担金制度を全面的に改正することを改めて求めて、質問

を終わらせていただきます。 

議長（下川正剛君） 小林英雄議員の一般質問が終了いたしました。第１０番小林英雄議員の一般

質問を終結いたします。 

  ここで、３時１５分まで休憩といたします。 

休憩 午後 ３時０１分 

再開 午後 ３時１５分 

議長（下川正剛君） 再開をいたします。 

  次に、第７番田中榮一議員の一般質問を許します。第７番田中榮一議員。 

第７番（田中榮一君） ７番田中榮一です。 

  今回は３つの質問を用意いたしました。１つに防災事業計画について、２つ目に省エネルギー

対策について、３つ目に次世代育成支援についてであります。 

  いまだ３０万人を超える避難されている方々が、まだふるさとに帰れない状態が続いておりま

す。まだまだ大震災の復興の日はほど遠いようであります。一日も早く穏やかな日常生活が人々

に戻りますように、心から願うものであります。東日本大震災から２年がたちました。大震災を

教訓として大規模な自然災害への備えは急務であります。次のことについて伺います。 

  １つ目として、見直しが進められています白馬村地域防災計画の進捗状況は。２つ目として、

昨年実施された大規模土砂災害を想定したロールプレイング防災訓練の予定はことしはあります

か。３つ目として、国は防災無線のデジタル化を進めておりますけれども、村として整備計画は

ありますか、あるとすれば、予定年度と予算規模はどのぐらいと想定されておりますか。４つ目

として、村内には老朽化している水道ポンプ、水道管など、災害時心配されているインフラが多

いと聞いておりますけれども、その整備計画はつくられておりますか。この４点について村長に

お伺いをいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 田中議員から３つの質問事項をいただいておりますが、それぞれのご質問に

ついて幾つかの項に分かれてお尋ねをいただいておりますので、多少答弁が長くなるかもしれま

せんが、お許しをいただきたいと思います。 

  まず、最初の防災事業計画についてであります。 

  １点目の、見直しが進められている白馬村地域防災計画の進捗状況についてのお尋ねでありま

す。 

  今年度、県の緊急雇用創出事業を活用しながら白馬村地域防災計画策定業務を行っております。
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この業務は、災害対策基本法第４２条第１項の規定に基づいて現行の地域防災計画を修正する業

務であります。昨年１０月から開始したこの業務は修正素案がまとまったことから、２月に開催

した庁議においてこれを説明し、現在各課で細かなチェックをしているところであります。今後

議会の皆様にもご説明をさせていただく予定でございますけれども、修正素案の主なポイントに

ついて説明をさせていただきます。 

  １つ目のポイントは、東日本大震災以降の国や県の法制度、計画の変更、トレンドを反映した

ことで、まず原子力災害対策編を新設をしています。また、白馬村の自然的、地理的条件から比

較的発生頻度が高いと考えられる雪害に対応するための計画として、雪害対策編の新設も計画を

しております。２つ目のポイントは、これも国や県のトレンドに合わせたものでありますが、こ

れまでの災害を教訓に減災という考え方を盛り込んでいる点でございます。３つ目のポイントは、

災害時要援護者に配慮した計画にしていることであります。発災時における迅速かつ確実な情報

伝達、避難誘導、避難生活などについて、体制の整備と特に配慮すべきポイントを追記しており

ます。４つ目のポイントは、観光地対策という節を予防計画、応急対策それぞれに新設すること

であります。観光客の安全を確保するため的確な情報提供や救助、救急活動を行うことや、被害

状況の早期把握による適切な応急対策の実施などについて、観光関連事業者との連携や協力を得

ながら対策を進めることを追記をしております。 

  代表的な修正ポイントは以上のとおりでありますが、地域防災計画策定の全体の狙いは、自

助・共助・公助による減災へ向けた仕組みづくりを進めることで、村全体の防災力を高めること

であることを最後に申し上げさせていただきます。 

  今後のスケジュールについてでありますが、修正素案はこの３月中にまとめる予定であります

ので、新年度に入り防災会議を開催して、この修正素案についてご審議をいただく予定でありま

す。防災会議には、国や県、警察、消防といった防災機関、ライフライン事業者、自治防災組織

といった地域において重要な役割を担う組織や団体の代表者にも委員として入っていただき、専

門的な立場から検討を加えていただくと同時に、現場の声も聞きながら修正素案を充実させてい

きたいと考えております。その後パブリックコメントの実施、長野県への相談という過程を経て、

防災会議において新しい地域防災計画が決定することとなります。なお、この工程は平成２５年

度上期中に完了する計画でございます。 

  ２つ目の昨年実施された大規模土砂災害を想定したロールプレイング防災訓練の予定は、今年

はあるかとのお尋ねでございます。昨年１月、白馬村において、大規模土砂災害を想定したロー

ルプレイング防災訓練が開催をされました。国土交通省北陸地方整備局松本砂防事務所がロール

プレイング型で実施したこの訓練では、実時間の中で災害対応の流れや情報伝達、共有ルールを

確認できたことなど、大変大きな成果を得ることができたと考えております。 

  本年度このロールプレイング方式の防災訓練をやるかとのお尋ねでございますが、本年度はロ
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ールプレイング型の防災訓練は計画をしておりません。しかし、土砂災害を想定した訓練につい

ては、松本砂防事務所が実施する訓練のほか、長野県姫川砂防事務所と白馬村が共同で実施をす

る訓練がございます。白馬村の会場と小谷村の会場を交互に実施しているこの訓練は、平成

２５年の出穂期前に白馬村で実施される予定となっております。今後、両者で訓練内容を検討し

ていくこととなりますが、私は地域防災計画の主な修正ポイントである災害時要援護者対策や観

光地対策、自助・共助・公助の連携などを訓練主眼に据えてまいりたいと考えているところであ

ります。 

  ３つ目の、国は防災無線のデジタル化を進めているが、村として整備計画があるとすれば予定

年度と予算規模の想定はというお尋ねであります。 

  白馬村同報系防災行政無線、いわゆる広報はくばは、アナログ波を用いた防災行政無線であり

ます。この無線局は昨年１２月に平成２９年１１月までの再免許を取得をしていますので、それ

までは利用することができます。ただしそれ以降となると、デジタル波への移行を避けては通れ

ないのが実情でございます。同報系防災行政無線は住民に情報を一斉に伝達することが可能であ

り、気象予報警報や避難情報の伝達に極めて有効な無線網であり、災害発生時における住民の安

全確保や行政サービスの向上を図るためには、不可欠な情報伝達システムであります。したがい

まして、現在の免許期限である平成２９年１１月までには、デジタル波への移行を完了できるよ

う計画的に整備を進めていく必要があると考えております。整備に必要な予算の規模は、現在の

設備構成をそのままデジタル化することを考えると、先に着手した池田町と同程度の規模になる

ものと予想されますので、この場合の予算規模は３億円程度になるのではないかと考えておりま

す。 

  なお、デジタル防災行政無線を整備する場合には、起債充当率が９０％の防災基盤整備事業債

という国の財政支援策を活用することができます。このような起債も含め、適正かつ有利な財源

確保についても計画段階から検討してまいらなければならないと、このように考えているところ

でございます。 

  ４つ目の、村内には老朽化している水道ポンプ、水道管など災害時に心配されているインフラ

が多いと聞いているが、その整備計画はつくられているかとのお尋ねであります。 

  老朽化した水道ポンプ施設につきましては計画的に更新を実施しております。平成２５年度は

源太郎配水池の井戸ポンプと楠川配水池及び二股浄水場の取水ポンプを取りかえる予定でおりま

す。また、水道本管につきましては、平成３年度から平成８年度まで老朽管更新事業を実施して

布設がえをしております。総事業費は約１２億円で、布設がえ本管延長は約２９キロでございま

す。また、それ以降は国の基準も変わり、布設がえが必要な場合は耐震管、高密度ポリエチレン

管で布設がえを行っております。整備計画につきましては今後国の指導もあり、水道ビジョンの

策定とアセットマネジメントの実施を計画しているところでございます。ちなみに、水道ビジョ
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ンは水道計画、アセットマネジメントは資産管理の実施でございます。 

  防災事業計画については、以上で答弁とさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問はありませんか。田中議員。 

第７番（田中榮一君） ２番目のロールプレイングのところをちょっとお聞きしたいんですけれど

も、村長に、村独自のロールプレイング防災訓練というのをぜひやってほしいというところで質

問をしたいというふうに思いますが、ロールプレイングというのは訓練を受ける側、訓練をしか

ける側と、そういうふうに両方に分かれてやるわけですけれども、災害時は、切迫した状況では、

生命を守る最低限の避難行動を選択する判断力と行動力が必要であります。それは本当に訓練に

よって培われるものというふうに私は思うわけであります。このロールプレイング防災訓練とい

うのは、防災の拠点となる主に行政の訓練であります。大きな災害時には国と県というのは頼り

にならないわけでありますので、やはりこの村としての訓練というのは、本当に私必要だという

ふうに考えますので、毎年やれということではないのですが、３年か４年に一度でもいいから、

これはやはり実施すべきというように考えますが、どうでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 田中議員ご指摘のとおり、ロールプレイング型の防災計画の実施については、

行政側が主体になるのが非常に多いというふうに考えておりますが、東日本大震災を見ても、消

防、警察、自衛隊といったような日ごろからの訓練を積んでいることによって、緊急事態にも迅

速に対応ができたという評価をされております。そういったことから、行政の訓練は必要だと考

えておりますし、やはり住民の皆さんもまたこの訓練の中で災害に備えての避難訓練を重ねてい

く必要はあると、このように思っておりますので、今後の計画としては、ある程度計画的に防災

訓練をしていく必要があるというふうに考えております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） それから、３番のところのデジタル化、それから村の整備計画はあるかと

いうところをなぜ質問をしたかというところでありますけれども、一昨年、姫川砂防による防災

訓練が体験実習館をベースにして行われたわけですけれども、その時点において防災無線、屋外

サイレンが鳴ったのですけれども、あの場所にいて聞こえなかったんですよね。風向きもあった

のかもしれないんですけれども、姫川砂防の所長も、ちょっと聞こえないねという、ここは両方

から、飯森のほうからの拡声器から流れるのがここまでは届いてこないというところで、ここは

やはり空白の地点であるので、ここは一つの訓練の成果といいますか、ここに気づいたのは非常

によかったのではないかということをおっしゃっていたわけであります。 

  そういうことで、デジタル化を進めるに当たっては、いろいろなやることといいますか、調査

すべきことというのはきっと多いのではないかというように思うわけです。だから、できる限り

この事業を２９年度を目標にやるとなれば、早目にこの事業計画というのを立てていかなければ、
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いろいろなところで検証して立てていかなければならないという思いで、ちょっと早目にという

ところで整備計画はというところで質問をしたわけであります。 

  それと、先ほど３億円というようなお金がかかるということで、ほとんどのお金は９０％は国

から来るという説明がありましたけれども、大きなお金が動くときには、できる限り早目に我々

にも示していくというようなところが大事だということで、質問をしたわけであります。わかる

範囲内でよろしいのですけれども、デジタル化についての細かい事業内容というものをわかって

いれば教えていただきたいのと、早期の事業計画をもう少し前倒しというか、ぎりぎりでなくて、

できる限り早目早目というように事業計画を立てたらどうかというこの２点を、もう一度お伺い

したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 今ここで明確にお答えはできませんけれども、庁内で検討しながら、今議員

ご指摘のをやるということに仮になれば、どういう年次計画でやっていくかということも当然計

画の中に盛り込んでいかなければいけないことでありますので、検討は進めていきたいと、この

ように思っております。 

  ちょっとそれ以外のことについては、今資料をとりに行っておりますので、担当が戻り次第お

答えをさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） それでは、その４番目のところをちょっとお伺いをいたします。 

  先ほど村長の答弁の中に、水道ポンプの取りかえというところで二股の浄水場が入っていると

いうお話がありました。それで、建設課長なり水道課長なりは常に二股が老朽化していてポンプ

が壊れたらどうしようという、そういう不安な気持ちはあそこにいつも持っているというような

ことをよくお聞きしたわけでありますけれども、この水道ポンプを今年取りかえることによって

その不安というものは解消されるのかどうか、ほかにもまだちょっと二股浄水場の場合に不安な

箇所があるのかどうか、ちょっとお聞きをしたいのですが。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 二股につきましてはふぐあいなポンプを２５年度に取りかえると、

二股については、ポンプ施設については特にこのポンプを取りかえることによって不安は解消さ

れますが、取水ポンプではなく浄水施設について大分施設が老朽化しておりますので、その辺は

計画的に単年度で改修というわけにはいきませんが、ふぐあいがあるところを計画的に、長寿命

化計画ではないんですが、修繕、取りかえ等を行いたいと思いますが、水道の場合はそういった

ときに補助金がないんですよ。道路とか下水と違って国庫補助金がないもので、多額なものはや

はり企業債で対応していかなければいけない。ですので、水道会計の場合は大分企業債の未償還

金も減ってきておりますので、その辺で年次計画を立てて、二股浄水場の浄水施設を企業債を借
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りながら修繕、取りかえ、整備をしていきたいというふうに考えております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。先ほどの質問に対して、横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 先ほどの整備計画、現在どんな状況であるかというところでございます

が、まず電波状況、こちらの調査をできるだけ早目に進めてまいりたいと考えております。機器

の関係につきましては、設計段階ということでありますので、２９年１１月が更新の期限という

ような形になりますので、２９年度としますとそれよりちょっと前にという形になろうかと思い

ます。よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問はありませんか。田中議員。 

第７番（田中榮一君） 先ほどの二股の浄水場の管理については、ぜひよろしくお願いしたいとい

うふうに思います。 

  次に、省エネルギー対策についてを質問いたします。 

  平成２３年９月議会において、私が質問をいたしました。さらにスピード感を持ってぜひ対応

していただきたいということで、再度質問をするものであります。 

  大震災以降、電力不足が懸念されていますけれども、電気器具のＬＥＤ化は節電と電気料金の

減額につながり、かなりの費用対効果が期待されます。現在補助金対応で各行政区の防犯灯のつ

けかえを援助しておりますけれども、積極的に各区の防犯灯の種類と年間かかる電気料などを調

査をし、村費で全村つけかえに向けて検討されてはどうですかということで、村長にお伺いをい

たします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） ２つ目のご質問であります省エネルギー対策についてお答えをしてまいりま

す。 

  各区の防犯灯の種類と年間かかる電気料などを調査をし、村費で全村の防犯灯をＬＥＤにつけ

かえに向けて検討してはどうかというお尋ねでございます。 

  東日本大震災以降の逼迫する電力事情の中、省電力への取り組みは、当村としましても喫緊の

課題であると認識をしております。また、田中議員がご指摘された電気器具のＬＥＤ化につきま

しては、昨今、その消費電量の低さや長寿命などの有効性が浸透してきており、今後も全国的に

進展していくものと考えております。 

  ご質問の村内防犯灯のＬＥＤ化への取り組みについてでありますが、村といたしましては、従

来から地域づくり事業補助金により地域におけるＬＥＤ防犯等のつけかえを促進してきたところ

であります。一昨年の９月定例会におきまして、田中議員より防犯灯ＬＥＤ化にかかわる補助金

の補助率、上限額の見直しについてご質問をいただきましたが、地域の要望がどの程度のもので

あるか不明であったことから、当面は見直しを行わないとの答弁をさせていただきました。 

  しかしながら、先ほども申し上げましたとおり、ＬＥＤ照明の有効性が全国的に認識されてき
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たことにより、地区からのＬＥＤつけかえの要望の声が高まってきたことに加え、村としてもさ

らなる防犯灯のＬＥＤ化を促進する必要性から、昨年４月よりＬＥＤ化にかかわる補助率を３分

の１から３分の２に引き上げたところであります。その結果といたしまして、本年度は１６地区

から申請をいただき１１１万円の補助金を交付いたしました。これは前年実績に比べると補助額

ベースで６倍を超える増加となり、地域防犯灯のＬＥＤ化推進に一定の貢献ができたのではない

かと考えております。 

  議員ご質問の村費負担による村内全域の防犯灯のつけかえにつきましては、将来に向けた検討

課題であるとは認識しておりますが、多額の財政負担が予想されることから、現状の補助制度を

拡充して運用していく方法で現在検討しております。具体的には、従来１０万円であった防犯灯

設置補助金の上限額を増額するとともに、地区の課題に応じた補助金の活用ができるような制度

改正を検討しておりますので、よろしくお願いをいたします。 

  以上で、省エネルギー対策についての答弁とさせていただきます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） 昨年の９月に質問をし、ただいまのお答えをいただいた中で、非常に各区

で１６の区でぜひやってほしいというような希望があり、やってきたというようなお話がありま

した。具体的に私自身例を示したいというように思うわけですけれども、私の住んでいる区では、

電気料の減額により３年から５年でもとがとれるというような計算のもとに、区費を１００万円

ほどかけて、ことし２月、老朽化した６０ワットの電球を使っている４０基の防犯灯を１５ワッ

トのＬＥＤにかえる工事をしました。電気料について私も電力会社に電話をし、直接確認をしま

したけれども、できるだけ早い対応というものが、数多く防犯灯を抱える区にとっては非常に効

果が大きいというように思います。つけかえについては、先ほどの１基当たり大体２万５，

０００円ぐらいのお金がかかるわけですけれども、まさに数多く持っている区においては、本当

に効果が大きいというふうに思うんですけれども、そういう区に対してもぜひ増額ということを

もう一度考えていただきたいのですけれども、再度ちょっとお伺いをいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 先ほど村長の答弁の中でもお話しさせていただきましたが、現在地区に

出している補助金がございます。その中の防犯灯の助成事業、それから行政区のほうで行う花づ

くり等に使える地域活性化事業という事業がございます。これをあわせて防犯灯にも使えるよう

な、そんな仕組みを現在検討をしております。ということで、そうしますと、３０万円の助成が

できると、そのような形になるわけでございます。一応村のほうは、助成制度の中で助成の額を

少しアップをして対応してまいりたいというように考えておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 
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第７番（田中榮一君） 工事がもう終了しておりまして、私、夜１１時ごろちょっと歩いてみまし

た。それでつけかえられた防犯灯は本当に１５ワットだと思えない明るさで、外国人の方は夜よ

く歩いて買い物に行ったり食事をしに行っているわけですけれども、私の住んでいる上は外国人

が多いものですから、安全というか防犯の面で、非常にそういう観光客の人々に対しても役立っ

ているのではないかというように思います。 

  そういうことで、環境整備や区費の減額にもつながり、低迷している区の加入率の向上にも役

立つ事業だと思いますけれども、どうですか、村長。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 議員おっしゃられるように、その地域でＬＥＤ化することを通じて区への加

入、さらには区費の納入、そして連携、そういうものにつながっていければこれにまさるものは

ない、こんなふうに思っております。というのも、今自治組織を立ち上げ、そして区への未加入

者がふえている実情の中で、こういうＬＥＤ化することでそれが解消につながるとすれば、そう

したことに対する地域の力をぜひつけていただきたいと、こんなふうに思っております。それを

村が先頭でやるということはそれぞれの地域の事情もありますので、なかなか一律に行政が主導

していくということは難しいところがあるのかなと、そんなふうに思っております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問はありませんか。田中議員。 

第７番（田中榮一君） では、次に移ります。 

  ３番目の次世代育成支援についてであります。 

  子どもたちが心豊かで健やかに育つことは、将来の社会や地域が発展するためにも欠かせない

ものと基本理念でうたっている白馬村次世代育成支援行動後期計画が策定をされておりますけれ

ども、３年がたち残り２年となりました。ということで、次についてお伺いをいたします。３つ

あります。 

  １つ目として、計画の実施状況の公表をされていますか。２つ目として、この計画は住民の声

を参考に策定されていますけれども、特に小学生、保護者が不安に思っているいじめについての

相談があった場合はどのように対応していますか。３つ目として、しろうま保育園の駐車場が狭

いとの保護者からの声があり、特に冬場の送迎時間帯は大変混雑をし、毎日不安の中での送迎と

なっております。用地を取得し広げる考えがありますか。３つをお伺いをいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 田中議員３つ目のご質問であります次世代育成支援について、３点お尋ねを

いただいております。私のほうからは、１番と３番について最初に説明をさせていただき、その

後、教育長から答弁をさせていただきます。 

  最初の次世代育成支援の計画の実施状況の公表をしているかとのお尋ねでありますが、白馬村

次世代育成支援行動後期計画の実施状況を公表しているかということだと思いますけれども、国
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の基準に基づき計画の検証を毎年実施をし、国への報告とともに村のホームページで公表をいた

しております。なお、計画の検証に関しては、施策全項目ではなく国の決めた基準の検証を行い

公表を行っているところでございます。 

  ３番目のしろうま保育園の駐車場が狭いと保護者からの声があり、特に冬場の送迎時間帯は大

変な混雑となっていると、用地取得をし広げる考えはないかとのお尋ねでございます。 

  日常的に不足しているという認識は持っておりませんけれども、運動会、入学式等の大きな行

事の場合には、ご質問のとおり不足をする状況もございます。こうしたことを想定しながら近隣

の駐車場をお借りすることで地権者にお願いを申し上げ、これまでも理解をいただいて使用させ

ていただいているのが実情でございます。保育園の園長とも相談をいたしております。過去には

この用地の確保に向けて検討をしたこともありますけれども、当面差し迫って拡幅をしないと困

るというような状況ではないのではないかというようなことを踏まえ、今状況を見ているところ

であります。 

  議員ご指摘のとおり、保護者の皆さんから朝と夕方の送迎時間帯には混雑をしているというよ

うな状況が強い声になれば考えてもいかなければいけませんし、児童数の推計等も含めながら駐

車場、保育園への動線等については研究をしてまいりたいと、このように考えているところであ

ります。 

  私のほうからは以上であります。 

議長（下川正剛君） 続いて答弁を求めます。福島教育長。 

教育長（福島総一郎君） ご質問にお答えいたします。 

  いじめについての相談があった場合、どのように対応していますかという関係のご質問でござ

いますけれども、まず次世代育成支援行動計画におけますいじめへの対応の関係の相談的な対応

でございますけれども、計画では、いじめを含むあらゆる悩み事の相談の窓口といたしまして、

教育相談員によります電話相談と個別相談、また白馬中学校に設置をしています心の教室を継続

実施することとしており、今年度もそれぞれ実施してまいりました。 

  少しその相談内容について申し上げますと、教育相談事業では、県のスクールカウンセラーを

務めております相談員１名と雇用契約をいたしまして、１年を通して、毎週火曜日に午前中は各

学校への巡回訪問、午後は保健福祉ふれあいセンターの教育相談室で電話相談と個別相談を行っ

ているところです。白馬中学校の心の教室では、放課後児童クラブの指導員を務めている方にお

願いをいたしまして、午前中の４時間、年間１００日配置をしております。また、村内全ての小

中学校の日常では養護教諭が相談窓口となりまして、どんなことでも気軽に相談をしてほしいと

いった内容を保健室の入り口に表示をいたしまして、児童・生徒及び保護者がいつでも安心して、

また気楽に相談できる体制を整えているところでございます。 

  いじめの相談があった場合の対応はということでございますけれども、申し上げるまでもなく、
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いじめというその言葉だけで全てをくくることができないほど非常に複雑であったり、また背景

には根深い問題があったりすることもございますので、一口にこうだということは言えないわけ

でございますけれども、早期の対応の取り組みといたしましては、組織的な支援と指導体制の確

立、いじめられた児童・生徒への支援といじめた児童・生徒、周囲の児童・生徒への指導、保護

者への対応、保護者との日常的な連携、関係機関との連携などが挙げられるところでございます。

教育委員会といたしましては、いじめが把握された場合には学校と適切な連携を図り、当該の学

校への支援に万全を期せるように、日ごろから各学校の実情把握に努めてきているところでござ

います。 

  それと同時に、各学校では、いじめ対応のマニュアルを作成するよう指示をしてきておりまし

て、それぞれの学校で独自のマニュアルを作成して、組織的な早期対応や関係機関との連携につ

いて全職員で確認をしていただいているところでございますけれども、学校生活の中では、児

童・生徒同士のトラブルはある意味日常的なものと言えるかと思います。そうしたトラブルがい

じめ問題へと発展していかないように児童・生徒が本来持っているよさや可能性を引き出すなど

の予防、開発的な生徒指導を推進し、いじめが起こりにくい学級、学校づくりに力を尽くすこと

が何よりも重要であると考えておりまして、そういった中での指導を教育委員会としてしている

ところでございます。そういった上で、いじめが生じた場合にはいじめられている子どもを必ず

守り通すと、そういった覚悟の上に、組織的な対応によって問題の解決を図っていくように努め

ているところでございます。 

  以上、答弁といたします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） それでは、白馬村におけるいじめ問題について、現状はどうでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。松澤教育スポーツ課長。 

教育課長兼スポーツ課長（松澤忠明君） いじめの現状ということでご質問でございますが、お答

えをさせていただきます。 

  平成２３年度では発生件数が３件ということで報告を受けておりますが、認知されたものにつ

きましては１件でございます。問題解決に向けまして担任、養護教諭、そして校長先生を中心に

当該子どもやクラス全体で考えております。もちろん父兄にも説明をしておりまして対応をして

ございますので、よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） 例えば、電話相談で、いじめられているんですけれども何とかしてくださ

いというように電話相談があった場合に、その方はどう対応されているんでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。松澤教育課長。 
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教育課長兼スポーツ課長（松澤忠明君） 電話相談は、杉原先生が電話相談をしていただいている

わけでございますけれども、その当該事案につきまして学校のほうに確認をし、それらのことが

現状あるとすれば、それらのことについて校長先生を中心に対策を練っているということでござ

います。また、教育委員会としましても、その件につきましてはすぐ先生のほうから報告をいた

だけるようになっておりますので、教育委員会も力を合わせて対応をしてまいっておりますので、

よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） 先ほど教育長の答弁の中に組織的に対応しているということがありました

けれども、組織的というのはどういうことを指すのか、お伺いします。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。福島教育長。 

教育長（福島総一郎君） 教育委員会の関係としましては、現場は教育現場になるわけですけれど

も、教育現場におきましては子どもたちのクラブ活動もあり、また総合型の指導員の方々もおり、

またＰＴＡもあり、いろいろな関係の方々との連携を深めて、そもそもこの次世代行動計画の目

的、いわゆる少子化の対応について地域の方々が、あるいは村民の方々がみんなで支援をして少

子化の解消を図ろうということが狙いでありますので、教育現場を預かって監督する教育委員会

の立場として、また教育長の立場としても、あらゆる組織、団体等で連携を図って少しでも手助

けができればいいのかなということで取り組んでおりますので、そんなことでよろしくお願いし

たいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） 私が以前教育委員をやっていたときにあったのか、ちょっとここのところ

曖昧なところなので、質問しては申しわけないのですけれども、いじめの相談があった場合に専

任の担当者だけでなくて、保育園や学校関係者、相談員、民生児童委員、行政担当者など、親御

さんや学校の先生だけが悩むのではなくて、みんなで支えているような連絡会などのサポート制

度があったような気がするんですけれども、教育長どうでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。福島教育長。 

教育長（福島総一郎君） 田中議員さんも教育委員としてご存じかと思いますけれども、幼稚園の

関係からずっと連絡をとり合って対応してきておりますけれども、事いじめの関係については、

情報を明かす中で対応していくということが、ある意味では大事だと思いますし、またその範囲

を何でもかんでも広げて対応するということがいいのかということもありますので、慎重にケー

ス・バイ・ケースで取り扱っていきたいというように考えております。それによっては、今ご質

問のあります幼稚園から中学の関係のあらゆる機関と、必要によっては連携をとって対応してい

きたいというふうに思っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 
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第７番（田中榮一君） 今のところが一番の重要なところではないかというように私は思うわけで

す。いじめの場合何かあった場合に、例えば小学生ですよ、その子のことをよく知っている方、

今教育長おっしゃったように保育園の先生、その家庭環境も知っている、それから民生委員の方

だったら家庭環境もある程度知っている、それから例えば保健士の方、この保健士の方なんかは、

もう生まれたときから例えばその子を知っている、お母さんたちとのつき合いの中で知っている、

そういう方々のサポート体制ということを考えると、サポート体制はここのところが一番大事な

のではないかというように考えるわけです。だから、いろいろプライバシーのところもあるかと

思うんですけれども、そこのところの難しさはありますけれども、それ以上にそういう情報を持

っている方々、そういう白馬村の人材といいますか、そういう方々を駆使していじめ対策に立ち

向かうというところが大事なところだというように思うんですけれども、教育長どうでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。福島教育長。 

教育長（福島総一郎君） 田中議員さんのおっしゃるとおりだと思います。いじめについては根が

深くなればなるほど、その問題解決については困難になってしまいますので、早いうちに芽を摘

むと、それにはいろいろな情報を得ている方々、そしてまた意見を持っている方々のお話を聞く

なりして対応をしていきたいというふうに思っております。いろいろな事例がないわけではあり

ませんですし、まず子どもさんのいじめが発生した場合に、保護者にいろいろな関係で指導した

りお話を聞いたりしているわけですけれども、なかなか保護者の方も一、二度で理解していただ

くことができない、そういう一つの例を言えば、そういうところに問題の難しさがあるかと思い

ます。それにしても相談員の方々も根気強くその解決に向けて取り組んできていただいておりま

すので、教育委員会としても、そういった立場の中で指導できることは強力に指導していきたい

というふうに考えております。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） まさにスピーディに早目の対応というところが一番大事ではないかという

ように思いますので、そこのところをぜひご検討願いたいと思います。 

  やはり近隣の他地区でもちょっと聞いたんですけれども、他の地域でも住民福祉課と教育委員

会が連携をしまして、行政が音頭をとって連絡会というものを立ち上げて、保護者を初め担任の

先生も非常にありがたいというように思っていると、近隣でもそういういい連絡会を持ってやっ

ているところもありますので、ぜひ参考にしていただきたいというふうに思います。 

  まさに心身ともに健やかに成長するこの時期は、人への信頼や感性など一生の土台を築く大事

な時期というように考えますので、ＳＯＳを出して苦しんでいる子どもや親御さんに対して本当

にスピード感を持って対応できるように、くどいようですけれども、システムをつくっていただ

きたいというふうに思います。 

  除雪基地のほうですけれども、村長にお伺いをいたしますけれども、登下校時に除雪車の出動
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があそこでもってあるというようなところで、安全という面で非常に保護者の方も心配している

というように聞こえてくるんですけれども、その点どんなものでしょうか。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 除雪の車庫があるので、前々からそのような危険であるという父

兄の皆さんからお話を伺っておりまして、ここ数年はオペレーターにお迎えの時間帯は入庫とか

出庫をしないということを徹底をしているわけですが、たまたま時間帯がずれたりということは

シーズンに多少はあるかと思いますが、基本的にはオペレーターに十分気をつけるように言って

おります。そういったような対応でございます。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。田中議員。 

第７番（田中榮一君） それでは、最後に村長と教育長にお伺いをいたします。 

  白馬の子どもたちをどう育てていきたいのか、村長と教育長にお伺いをして、私の質問を終わ

りたいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 大変難しい質問をいただきましたけれども、私はただ単純に、本当に明るく

元気な素直で伸び伸びとした子どもに育ってくれればありがたいと、こんなふうに思います。 

議長（下川正剛君） 福島教育長。 

教育長（福島総一郎君） 村長の今申し上げたことに尽きるわけですけれども、さらに申し上げる

と、学力の向上をしていただだけるとともに育ってほしいと思います。 

議長（下川正剛君） 答弁が終わりました。田中議員、質問は。 

第７番（田中榮一君） 以上で終わります。ありがとうございました。 

議長（下川正剛君） 質問がありませんので、第７番田中榮一議員の一般質問を終結をいたします。 

  以上で、日程第１ 一般質問を終結をいたします。 

  これで本定例会第２日目の議事日程は全て終了をいたしました。 

  お諮りをいたします。３月２１日は午前１０時から本会議を行いたいと思いますが、これにご

異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、３月２１日午前１０時から本会議を行うこと

に決定をいたしました。 

  これをもちまして、本日は散会といたします。ご苦労さまでした。 

散会 午後 ４時１３分 
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平成２５年第１回白馬村議会定例会議事日程 

平成２５年３月２１日（木）午前１０時開議 

 

 （第３日目） 

 １．開 議 宣 告 

    日程第 １ 常任委員長報告並びに議案の採決 

    日程第 ２ 予算特別委員長報告並びに議案の採決 

    日程第 ３ 公共下水道受益者負担金問題調査特別委員会委員長報告 
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平成２５年第１回白馬村議会定例会議事日程 

平成２５年３月２１日（木） 

 

（第３日目） 

  追 加 日 程 

   日程第 ４ ごみ処理特別委員会委員長報告 

   日程第 ５ 議案第３６号 村道路線の認定について 

   日程第 ６ 議案第３７号 村道路線の認定について 

   日程第 ７ 議案第３８号 白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会条例の制定に

ついて 

   日程第 ８ 議案第３９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一

部を改正する条例について 

   日程第 ９ 議案第４０号 白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条

例について 

   日程第１０ 議案第４１号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第７号） 

   日程第１１ 議案第４２号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

   日程第１２ 同意第 １号 教育委員会委員の任命について 

   日程第１３ 同意第 ２号 教育委員会委員の任命について 

   日程第１４ 同意第 ３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

   日程第１５ 発委第 １号 白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例について 

   日程第１６ 発委第 ２号 安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を

求める意見書 

   日程第１７ 発委第 ３号 年金２．５％削減中止を求める意見書 

   日程第１８ 発委第 ４号 ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致

に関する決議 

   日程第１９ 常任委員会の閉会中の所管事務調査について 

   日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について 
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平成２５年第１回白馬村議会定例会（第３日目） 

 

１．日  時  平成２５年３月２１日 午前１０時より 

２．場  所  白馬村議会議場 

３．応招議員 

    第 １ 番   横 田 孝 穗        第 ８ 番   髙 橋 賢 一 

    第 ２ 番   篠 﨑 久美子        第１０番   小 林 英 雄 

    第 ３ 番   太 田 伸 子        第１１番   太 谷 正 治 

    第 ５ 番   太 田   修        第１２番   松 沢 貞 一 

    第 ６ 番   柏 原 良 章        第１３番   下 川 正 剛 

    第 ７ 番   田 中 榮 一 

４．欠席議員 

    なし 

５．地方自治法第１２１条の規定により説明のため議会に出席した者の職氏名 

村 長 太 田 紘 熙 副 村 長 窪田徳右衛門 

教 育 長 福 島 総 一 郎 総 務 課 長 横 川 宗 幸 

税 務 課 長 横 澤 英 明 住 民 福 祉 課 長 倉 科 宜 秀 

観 光 農 政 課 長 平 林   豊 建 設 水 道 課 長 太 田 今 朝 治 

環 境 課 長 丸 山 勇 太 郎 教育課長兼スポーツ課長 松 澤 忠 明 

総務課長補佐兼総務係長 横 山 秋 一   

６．職務のため出席した事務局職員 

議 会 事 務 局 長 太 田 文 敏   

７．本日の日程 

  １）常任委員長報告並びに議案の採決 

  ２）予算特別委員長報告並びに議案の採決 

  ３）公共下水道受益者負担金問題調査特別委員会委員長報告 

  ４）追加議案審議 

    ごみ処理特別委員会委員長報告 

    議案第３６号及び議案第３７号（村長提出議案）説明、質疑、討論、採決 

    議案第３８号から議案第４２号まで（村長提出議案）説明、質疑、討論、採決 

    同意第１号から同意第３号（村長提出同意）説明、採決 

    発委第１号（議会運営委員長提出議案）説明、質疑、討論、採決 

    発委第２号から発委第４号（総務社会委員長提出議案）説明、質疑、討論、採決 
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  ５）常任委員会の閉会中の所管事務調査について 

  ６）議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について 

８．地方自治法第１４９条第１項の規定により長より提出された議案は次のとおりである。 

   １．議案第３６号 村道路線の認定について 

   ２．議案第３７号 村道路線の認定について 

   ３．議案第３８号 白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会条例の制定について 

   ４．議案第３９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正す

る条例について 

   ５．議案第４０号 白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例について 

   ６．議案第４１号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第７号） 

   ７．議案第４２号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

   ８．同意第 １号 教育委員会委員の任命について 

   ９．同意第 ２号 教育委員会委員の任命について 

  １０．同意第 ３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

９．地方自治法第９９条の規定により委員長から提出された議案は次のとおりである。 

   １．発委第 １号 白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例について 

   ２．発委第 ２号 安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見

書 

   ３．発委第 ３号 年金２．５％削減中止を求める意見書 

   ４．発委第 ４号 ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致に関する決

議 
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開議 午前１０時００分 

１．開議宣告 

議長（下川正剛君） おはようございます。 

  ただいまの出席議員は１１名全員です。 

  これより平成２５年第１回白馬村議会定例会第３日目の会議を開きます。 

２．議事日程の報告 

議長（下川正剛君） 本日の議事日程は、お手元に配付してあります資料のとおりです。 

  最初に、会議規則第２０条の規定により、議案第２号、議案第１０号及び議案第３０号につい

て、村長から議案の訂正の要求がありました。 

  これらの議案は既に訂正後の議案で、付託された委員会において審議されておりますが、ここ

で議案の訂正の理由の説明を求めます。 

  最初に、議案第２号の訂正の理由を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更について。 

  総合整備計画案のうち、ローラースキーコース整備に係る事業をスノーハープ周辺環境整備に

訂正するもので、理由は芝生広場の排水対策及び周辺環境整備を優先させ、ローラースキーコー

ス整備についてはさらに検討する必要があるため、会議規則第２０条の規定により訂正をしたい

ものであります。よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） お諮りをいたします。 

  ただいま説明のありました議案第２号の訂正の件を許可することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、議案第２号の訂正の件を許可することに決定

をいたしました。 

  続いて、議案第１０号の訂正の理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第１０号の白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関す

る条例の条文の訂正についてご説明申し上げます。 

  第５条、分担金の賦課及び徴収の１行目でございますが、白馬村公共下水道区域外流入に関す

る取扱要綱（平成２５年白馬村要綱第 号）を、白馬村公共下水道区域外流入に関する規則（平

成２５年白馬村規則第 号）に訂正をするものでございます。 

  説明は以上でございます。よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 
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  お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第１０号の訂正の件を許可することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、議案第１０号の訂正の件を許可することに決

定いたしました。 

  次に、議案第３０号の訂正の理由を求めます。松澤スポーツ課長。 

スポーツ課長（松澤忠明君） 議案第３０号の訂正の説明を申し上げます。 

  予算書４７ページ、２款総務費７項スポーツ事業費２目施設管理費スノーハープ維持管理事業

でございますけれども、芝生広場東側のり面と会場周辺の排水設備の改修を主とし、蛍の生息す

る水路や周辺の通路、階段などの環境を整備することにより施設全体をグレードアップし、通年

の利用者増加を図り経済の活性化を図るために、設計監理委託料に５０６万１，０００円と、施

設改修工事費を５，００４万３，０００円計上したいものでございます。 

  スノーハープの排水対策工事を最優先といたしまして進めてまいりたいと思いますので、よろ

しくお願いいたします。 

  説明は以上です。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。 

  これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま説明のありました議案第３０号の訂正の件を許可することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、議案第３０号の訂正の件を許可することに決

定をいたしました。 

△日程第１ 常任委員長報告並びに議案の採決 

議長（下川正剛君） 日程第１ 常任委員長報告並びに議案の採決を行います。 

  それぞれ常任委員会に付託されました案件について、順次、各委員長より審査の結果の報告を

求めます。 

  お諮りをいたします。 

  議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号）は分割審査をしていただいて

おりますので、常任委員長報告が終了した後に、討論、採決をいたしたいと思いますが、これに

ご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計

補正予算（第６号）は、常任委員長報告終了後に、討論、採決を行うことに決定をいたしました。 

  最初に、総務社会委員長より報告を求めます。第３番太田伸子総務社会委員長。 

総務社会委員長（太田伸子君） 平成２５年度第１回議会定例会において、総務社会委員会に付託

されました案件は、議案１７件、陳情２件、継続審査となっております陳情１件であります。 

  審査の概要及び結果をご報告いたします。 

  議案第２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更についてであります。 

  内山辺地地区における平成２５年度、２６年度整備計画に、スノーハープ排水対策事業費等８，

５００万円を追加するものであります。質疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員

全員の賛成により、議案第２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更については可決すべきもの

と決定されました。 

  議案第３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続に関する条例の制定についてであります。 

  社会福祉法第５８条の規定により、社会福祉法人へ行う補助の手続に必要な事項を定めるもの

であります。質疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第

３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続に関する条例の制定については可決すべきものと決定さ

れました。 

  議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定についてであります。 

  新型インフルエンザ等対策特別措置法が平成２４年５月に公布され、法では緊急事態の折には

市町村長は直ちに市町村対策本部を設置しなければならないとされており、対策本部に関する事

項は市町村条例で定めることとされたための条例制定であります。主な内容は、対策本部の組織、

会議等に関する規定を定めるものであります。質疑、討論はなく、委員長を除く委員全員の賛成

により、議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条例の制定については可決すべき

ものと決定されました。 

  議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例を廃止する条例についてであります。 

  白馬村在宅介護支援センター廃止に伴う条例の廃止であります。質疑、討論はなく、採決した

ところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例

を廃止する条例については可決すべきものと決定されました。 

  議案第１３号 白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する実費弁償支給条例の制定につい

てであります。 

  議会等の求めにより出頭した者に対する費用弁償の支給について定めるものであり、現行の選

挙管理委員会及び議会等の要求により出頭した者等に対する実費費用支給条例が現行法規と合わ

ない点があるため、全部改正するものであります。 

  質疑に入り、これまでの実費弁償の支給額はとの質疑があり、１日１，０００円でした。近隣
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の町村を参考にして１日につき２，３００円、半日につき１，１５０円に改めたいと説明があり

ました。討論はなく、採決したところ、、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第１３号 

白馬村議会等の求めにより出頭した者に対する実費弁償支給条例の制定については可決すべきも

のと決定されました。 

  議案第１４号 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制定についてであります。 

  現行条例の根拠法となっている消防組織法、災害対策基本法の改正に伴い改めるものでありま

すが、変更すべき点が多岐にわたり、その他の現行法規と整合しない点もあるため全面見直しを

し、全部改正するものであります。消防団員の公務上の災害による損害賠償について、その種類、

補償基礎額等全てを定めるものであります。 

  質疑に入り、公務災害時の階級の見直しはとの質疑があり、現況時の階級でありますと説明が

ありました。討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第１４号

 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制定については可決すべきものと決定されました。 

  議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例についてであります。 

  庁内で検討を重ねてきた役場組織の見直しについて、平成２５年４月から改編する課の編成に

伴う条例改正で、住民福祉課、観光農政課、建設水道課をそれぞれ２課に分け、環境課の業務を

総務、建設、住民各課に移管するものであります。 

 質疑に入り、課を分ける理由はとの質疑があり、各課の業務の範囲が大き過ぎる。適正規模の課

にするとの説明がありました。討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成によ

り、議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例については可決すべきものと決定さ

れました。 

  議案第１６号 白馬村個人情報保護条例の一部を改正する条例についてであります。 

  根拠法令の改正に伴う改正であります。適用除外となる個人情報の定義について、統計法に関

する事項につき現行法規に合わせる改正と、その他字句の訂正等であります。 

  質疑に入り、国勢調査などの統計で区の統計調査員に非協力的な方の対応はとの質疑があり、

役場職員が直接出向き、正確な調査にするための依頼をしているとの説明がありました。 

  討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第１６号 白馬村個

人情報保護条例の一部を改正する条例については可決すべきものと決定されました。 

  議案第１７号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条例についてであります。 

  条例中、引用している法律の題名が変更になったことによる所要の措置で、証券取引法を金融

商品取引法に改めるものと、その他字句の訂正であります。 

  質疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第１７号 白

馬村政治倫理条例の一部を改正する条例については可決すべきものと決定されました。 

  議案第１８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例についてで
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あります。 

  条例中引用している法律の題名が変更になったことによる所要の措置で、地方公営企業関係法

を地方公営企業等の労働関係に関する法律に改めるものと、その他の字句の改正であります。 

  質疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第１８号 公

益的法人等への職員の派遣等に関する条例の一部を改正する条例については、可決すべきものと

決定されました。 

  議案第１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例

についてであります。 

  報酬を支給する非常勤特別職を追加するものと、報酬額を変更するものであります。追加する

特別職は地産地消推進協議会委員、鳥獣被害対策実施隊員で、報酬額の変更は学校医であります。 

  質疑に入り、報酬額の変更の算定方法はとの質疑があり、医師会との話し合いによるとの説明

がありました。討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第

１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例について

は、可決すべきものと決定されました。 

  議案第２０号 白馬村税条例の一部を改正する条例についてであります。 

  東日本大震災からの復興に関し、地方公共団体が実施するための施策に必要な財源確保に係る

地方税の臨時特例に関する法律により、個人村民税の均等割の標準税率を、平成２６年度から

３５年度まで現行の３，０００円に５００円を加算するための改正であります。 

  質疑に入り、どのような施策に使われるのかとの質疑があり、防災・減災に充てるとの説明が

ありました。県民税はとの質疑があり、県民税も５００円上がるとの説明がありました。討論は

なく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第２０号 白馬村税条例の一

部を改正する条例については可決すべきものと決定されました。 

  議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例についてであります。 

  条例の税務課所管部分中、村税条例で定めがある部分の削除及び名称の改正等実際の運用に改

めるものであります。質疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、

議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例については可決すべきものと決定されま

した。 

  議案第２２号 白馬村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例についてであります。 

  福祉医療給付対象者を１５歳以上から１８歳以下に拡充し、引用法律名が変更となったための

改正であります。 

  質疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第２２号 白

馬村福祉医療費給付条例の一部を改正する条例については可決すべきものと決定されました。 

  議案第２３号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正する条例についてであります。 
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  条例中引用している国民健康保険法等の改正に伴う所要の措置と、目次の追加であります。質

疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第２３号 白馬村

国民健康保険条例の一部を改正する条例については可決すべきものと決定されました。 

  議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号）所管事項についてであります。 

  平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号）は、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１億１，３２６万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ４７億９，

４３３万９，０００円とするものであります。各課事業終了に伴う精算による減額補正でありま

す。 

  ほかに総務課関係では、２款総務費１項総務管理費１目一般管理費、１９３万６，０００円の

増額です。地域主権一括法により例規システムの利用料の増額が主なものであります。 

  ８款消防費１項消防費１目非常備消防費、２０万円の増額です。切久保地区の消防積載車の修

繕費であります。 

  税務課関係では、歳入では１款村税１項村民税１目個人村民税、１，１００万円の増額です。 

  １款村税２項固定資産税１目固定資産税、２，０００万円の増額です。 

  歳出では、２款総務費２項徴税費２目賦課徴収費、６９８万１，０００円の増額です。固定資

産の所有者の登記誤りが見つかったため、補償補填及び賠償金の６８９万５，０００円の増額と、

長野県地方税滞納整理機構負担金３５万６，０００円の減額が主なものであります。 

  教育委員会関係では、２款総務費７項スポーツ事業費２目施設管理費に１９３万円の減額です。

スノーハープ１号橋の工事完了に伴い、精算額で３５９万円の減額、白馬ジャンプ競技場の修理

費、消耗品等に１６６万円の増額が主なものであります。 

  ９款教育費２項小学校費１目学校管理費、１９４万３，０００円の増額です。原油価格高騰に

よる光熱水費の増額と、北小学校の凍結箇所の修理費が主なものであります。 

  ９款教育費４項社会教育費１目社会教育総務費、７８万円の減額です。北小学校韓国・横渓交

流の訪日が放射能の影響で中止になったための減額です。 

  住民福祉課関係では、３款民生費２項児童福祉費２目子育て支援費、３９３万６，０００円の

減額です。制度変更に伴う減額であります。 

  質疑に入り、ジャンプ競技場の修繕費はどこかとの質疑があり、秋にスコアボードに落雷があ

ったためで、損害保険料で手当てするとの説明がありました。 

  税務課の固定資産の所有者の登記誤りとはとの質疑があり、税務課で固定資産台帳のチェック

の中で資産所有者の名義変更が処理されていないものが見つかり、誤りを正した、なお、固定資

産税に滞納がある場合は滞納金に充てるとの説明がありました。 

  税務課の補償補填及び賠償金の６８６万５，０００円は要綱に基づくものかとの質疑があり、

要綱に基づくもので、賠償金ではないとの説明がありました。 
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  総務課、税務課、教育委員会、住民福祉課、それぞれ討論はなく、採決したところ、委員長を

除く委員全員の賛成により、議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号）所

管事項は可決すべきものと決定されました。 

  議案第２７号 平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）につい

てであります。 

  平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は、歳入歳出予算の総

額に歳入歳出それぞれ２，４１７万８，０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それ

ぞれ１２億５，５７６万３，０００円とするもので、事業確定により精算するものであります。 

  質疑、討論はなく、採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、議案第２７号 平

成２４年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第１号）は可決すべきものと決定さ

れました。 

  陳情第１４号 平成２５年度税制改正に関する陳情について。受理年月日、平成２４年１２月

１８日。提出者、財団法人大北法人会会長吉田良造、白馬支部長太田勝であります。 

  陳情の趣旨は、毎年税制改正に関し、政府、政党、関係省庁に対して建設的な意見を提言し、

その実現を強く訴えており、今年も平成２５年度税制改正に関する提言を取りまとめました。そ

の実現にご配慮を賜りますようお願い申し上げます。 

  審査に当たり、国の法人税率が下がっているので、実質、村の法人税も下がっている、提言書

の内容で納得できる項目もあり一部採択すべきという意見がありました。 

  採決したところ、委員長を除く委員多数の賛成により、陳情第１４号 平成２５年度税制改正

に関する陳情については一部採択すべきものと決定されました。 

  陳情第１号 年金２．５％削減の中止を求める陳情。受理年月日、平成２５年２月２１日。提

出者、全日本年金者組合長野県本部執行委員長松沢秀紀、大北支部支部長井川恵右であります。 

  陳情の趣旨は、高齢者の大幅収入減は地域の経済に悪い影響を与え、自治体の税収減にも直結

することは言うまでもありません。 

記 

  １．２０１３年１０月からの２．５％の年金の削減を中止すること。 

  審査に当たり、高齢者の年金を考えるともっともであるという意見がありました。 

  採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、陳情第１号 年金２．５％削減の中止

を求める陳情は採択すべきものと決定されました。 

  次に、継続審査となっております陳情第１１号 安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改

善・大幅増員を求める陳情書。受理年月日、平成２４年１１月１６日。提出者、長野県医療労働

組合連合会執行委員長小林吟子であります。 

  陳情の趣旨は、看護師など夜勤交代制労働者を１日８時間、週３２時間以内、勤務間隔１２時
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間以上とし、労働環境を改善すること。医師、看護師、介護職員などを大幅に増員すること。 

  審査に当たり、職員の定着率が大変低い、実情は大変深刻である、増床に対して減少の勧告も

出されているという意見がありました。 

  採決したところ、委員長を除く委員全員の賛成により、陳情第１１号 安全・安心の医療・介

護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める陳情書は採択すべきものと決定されました。 

  次に、教育委員会から、２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致に関する

決議について、決議を行ったらどうかと提案がありました。 

  審査したところ、白馬村もオリンピック・パラリンピックを行い、村民も大変感動と勇気をも

らった。ぜひ日本でオリンピック・パラリンピックが開催されるよう支援・協力するべきという

意見がありました。 

  審査の結果、総務社会委員会では発議することに決定いたしました。 

  総務社会委員会の報告は以上です。 

議長（下川正剛君） ただいまの委員長報告に対する質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  議案第２号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決をいたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２号 白馬村辺地対策総合整備計画の変更につい

ては、総務委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第３号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決をいたします。 

  本件に対する委員長報告は可決です。議案第３号 白馬村社会福祉法人の補助の手続きに関す

る条例については、総務委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第３号は委員長報告のとおり可決をされました。 

  議案第１１号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決をいたします。 

  本件に対する委員長報告は可決です。議案第１１号 白馬村新型インフルエンザ等対策本部条

例の制定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１１号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１２号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決をいたします。 

  本件に対する委員長報告は可決です。議案第１２号 白馬村在宅介護支援センター条例を廃止

する条例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１２号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１３号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本件に対する委員長報告は可決です。議案第１３号 白馬村議会等の求めにより出頭した者に

対する実費弁償支給条例の制定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立

を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１３号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１４号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決をいたします。 

  本件に対する委員長報告は可決です。議案第１４号 白馬村消防団員等公務災害補償条例の制

定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１４号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１５号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例

については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１５号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１６号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第１６号 白馬村個人情報保護条例の一部を改正す

る条例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１６号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１７号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第１７号 白馬村政治倫理条例の一部を改正する条

例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１７号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１８号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第１８号 公益的法人等への職員の派遣等に関する

条例の一部を改正する条例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１８号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第１９号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 



－133－ 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第１９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報

酬に関する条例の一部を改正する条例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第１９号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２０号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２０号 白馬村税条例の一部を改正する条例につ

いては、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２０号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２１号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２１号 白馬村手数料条例の一部を改正する条例

については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２１号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２２号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２２号 白馬村福祉医療費給付条例の一部を改正

する条例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２２号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２３号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 



－134－ 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２３号 白馬村国民健康保険条例の一部を改正す

る条例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２３号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２７号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２７号 平成２４年度白馬村国民健康保険事業勘

定特別会計補正予算（第１号）の件は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２７号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、継続審査となっておりました平成２４年陳情第１１号の討論に入ります。討論はありま

せんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本件に対する委員長報告は採択です。平成２４年陳情第１１号 安全・安心の医療・介護実現

のための夜勤改善・大幅増員を求める陳情書の件は、委員長報告のとおり採択とすることに賛成

の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、平成２４年陳情第１１号は採択とすることに決定い

たしました。 

  平成２４年陳情第１４号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本件に対する委員長報告は一部採択です。平成２４年陳情第１４号 平成２５年度税制改正に

関する陳情についての件は、委員長報告のとおり一部採択と決定することに賛成の方の起立を求

めます。 
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（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、平成２４年陳情第１４号は一部採択とすることに決

定いたしました。 

  陳情第１号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本件に対する委員長報告は採択です。陳情第１号 年金２．５％削減の中止を求める陳情の件

は、委員長報告のとおり採択とすることに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、陳情第１号は採択することに決定いたしました。 

  続いて、産業経済委員長より報告を求めます。第７番田中榮一産業経済委員長。 

産業経済委員長（田中榮一君） 平成２５年度第１回白馬村議会定例会の産業経済委員会審査報告

をいたします。 

  本定例会において産業経済委員会に付託された案件は、議案１２件であります。 

  議案第４号 白馬村農業振興施設条例の制定についてであります。 

  現在、施設ごと個別に施設条例を設けている村農業振興施設、白馬村農業体験実習館、神城多

目的集会施設、農産物処理加工施設、野外緑地広場施設、白馬村農村広場施設の設置と管理に関

する条例を一本化するものです。指定管理制度の導入も視野に入れたものであります。 

  質疑に入り、来年度から指定管理者を念頭に置かれているのかということに対し、２５年度か

らは導入は考えていない、今後必要な施設もあろうかと思うので視野に入れたとの答弁がありま

した。 

  次に、施設を一括して指定管理なのか、ばらばらに指定管理ができるということなのかに対し、

一括、ばらばらとは書いていない。状況により一括や一部もあるという答弁がありました。 

  討論はなく、採決をしたところ、議案第４号は、委員長を除く委員全員の賛成により、可決す

べきものと決定いたしました。 

  次に、議案第５号 白馬村村道の構造の技術的基準に関する条例の制定についてであります。 

  地域主権改革一括法により道路法が改正され、市町村道の公道に関する技術的基準及び設置す

る道路標識の寸法について、市町村条例で定めることとされたための条例制定であります。 

  質疑、討論がなく、採決をしたところ、議案第５号は、委員長を除く委員全員の賛成により、

可決すべきものと決定をいたしました。 

  次に、議案第６号 白馬村移動等円滑化のために必要な新設特定道路の構造の基準を定める条

例の制定についてであります。 
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  地域主権改革一括法により、バリアフリー法、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関

する法律が改正され、特定道路の新設・改築に当たっては、市町村条例で定める道路移動等円滑

化基準に適合させることが必要になったための条例制定であります。 

  質疑、討論がなく、採決をしたところ、議案第６号は、委員長を除く委員全員の賛成により、

可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第７号 白馬村準用河川における河川管理施設等の構造の技術的基準に関する条例

の制定についてであります。 

  地域主権改革一括法により河川法が改正され、準用河川の河川管理施設のうち主要なものの構

造に関する技術的な基準を、市町村条例で定めることとされたための条例制定であります。 

  質疑、討論がなく、採決をしたところ、議案第７号は、委員長を除く委員全員の賛成により、

可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第８号 白馬村村営住宅及び共同施設の整備基準に関する条例の制定についてであ

ります。 

  これは地域主権改革一括法により改正するもので、公営住宅法が改正され、公営住宅の整備基

準を市町村の条例で定めることとされたための条例制定であります。 

  質疑、討論がなく、採決をしたところ、議案第８号は、委員長を除く委員全員の賛成により、

可決すべきものと決定いたしました。 

  議案第９号 白馬村高齢者等に配慮した公園施設の設置基準を定める条例の制定についてであ

ります。 

  これも地域主権改革一括法によりバリアフリー法、高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進

に関する法律が改正され、特定公園施設、駐車場、トイレの新増設、改築に当たっては、市町村

条例で定める基準に適合させることが必要となったための条例制定であります。 

  質疑、討論がなく、採決をしたところ、議案第９号は、委員長を除く委員全員の賛成により、

可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例の制定について

であります。 

  これは、公共下水道に係る事業に要する費用の一部に充てるため、公共下水道区域外流入分担

金を徴収することに関し必要な事項を定めるものであり、区域外流入に曖昧な部分があったのと、

東部地区農業集落排水事業が平成２６年４月１日より公共下水道区域に変更になるもので、区域

設定、区域外の流入について定めるものです。 

  質疑に入り、第５条にある規則は条例として定めるべきと思うがに対し、今定例会に提案して

いる議案第５号から第８号は定める趣旨を条例に委ね、技術的な指針は規則で制定をしている。

この議案第１０号についても分担金徴収に関する条例で、大きなフレームを条例で定め、規則に
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よって具体的な許可基準を定めさせていただいたという答弁がありました。 

  次に、個人の権利にかかわることがない場合はこれでいいが、下水に関しては個人の権利にか

かわるところがある。性質によっては条例でうたい込むことのほうがいいのではないかという質

疑に対し、個人の権利にかかわるところは条例で定めるべきと思うが、今回の規則の関係につい

ては流入に関する規則ということで許可基準にないものを規定しているので、今回に関しては規

則でよろしいかなと理解をしているという答弁がありました。 

  次に、例規関係は公務員の基本とするところであるが、５条に書かれている規則は法規委員会

で審査し出されたものかの質問に対し、法令の順位からいうと、条例、規則、要綱、取扱規定と

下位に下がっていく。審査委員会で要綱ではなく、より上位のものにすべきとの判断で規則とし

たという答弁がありました。 

  次に、全般的に村長が定めるという文言が出ているが、言葉の内容についてという質疑に対し、

この例規に限らず、村にはあらゆる例規、条例、規則、要綱などがあるが、最後に「このほか必

要な事項は村長が別に定める」という文言が入っている。下水道の例規を見るにつけ、村長が認

めた事項とは何か、基準は明らかにすべきなのかというように思っているという答弁がありまし

た。 

  意見として、規則などに委任すると言っているが、この規則などが文言や構成が未完成であっ

たり、実行されていないので対応を願いたいという意見がありました。 

  採決をしたところ、議案第１０号は、委員長を除く委員全員の賛成により可決すべきものと決

定いたしました。 

  次に、議案第２４号 白馬村都市公園条例の一部を改正する条例についてであります。 

  地域主権改革一括法により改正するもので、公園を設置する場合において、配置及び規模を定

めるもの、公園の設置に関する項目を追加するものであります。 

  質疑、討論がなく、採決をしたところ、議案第２４号は、委員長を除く委員全員の賛成により

可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例に

ついてであります。 

  これは、議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例及び白馬村公

共下水道区域外流入に関する規則制定によるものの改正によるもので、条例第２条の中の「及び

白馬村公共下水道条例第１４条の規定により排水区域外汚水の排除を認められた者」を削除をし、

従来は区域外流入もこの第２条によって区域内の受益者、受益地と同様な扱いになるということ

で改正するものであります。 

  質疑、討論がなく、採決をしたところ、議案第２５号は、委員長を除く委員全員の賛成により

可決すべきものと決定いたしました。 
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  次に、議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第６号）についてであります。 

  これは、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１億１，３２６万８，０００円を追加し、予

算の総額を歳入歳出それぞれ４７億９，４３３万９，０００円とするものであります。 

  環境課関係でありますが、４款１項１目の環境衛生費１３２万２，０００円を減額するもので、

これは雑排水収集処理委託料１００万円の減額、それに水道事業会計補助金３４万２，０００円

の減額をするものです。 

  ４款２項１目の塵芥処理費１，０３０万円の減額するものは、塵芥処理委託料７６万７，

０００円の減額、それに白馬村山麓環境施設組合清掃センターの負担金８１１万１，０００円の

減額をするものであります。 

  ４款２項２目のし尿処理費１９０万２，０００円の減額は、白馬村山麓環境施設組合クリーン

コスモ負担金の減額であります。 

  ４款３項１目の温暖化対策費４４万７，０００円の減額は、太陽光発電補助金４４万７，

０００円の減額であります。申請は６件ほどあったという説明がありました。 

  議案第２６号の観光農政課関係であります。 

  これは債務負担行為補正についてでありますが、事業完了に伴い、平成２４年度山小屋改修事

業のために信州・長野県観光協会から観光施設事業として借り入れた元利償還金１，６６３万６，

０００円、これは白馬尻荘の基礎解体撤去等のためであります。 

  次に、信州・長野県観光協会から観光施設事業として借り入れた元利償還金２，６７４万３，

０００円に元利を含めた限度額に変更するものであります。 

  繰越明許費ですが、５款の農林業費、村単土地改良事業に２９万円、１０款災害復旧費現年発

生林道施設災害復旧事業に１，７２１万２，０００円、これは白馬小谷東山線が降雪のために工

事ができなくなったために繰り越すものであります。 

  支出ですが、５款１項３目の農業振興費７１万１，０００円の減額で、これは農業振興事業

９万６，０００円の減額、農産物残雪対策事業５４万５，０００円の減額、農地集積協力金交付

事業７万円の減額であります。 

  ５款１項４目の農地費９８４万５，０００円の増額で、県営事業負担金９５０万円の増額、こ

れは日高小水力発電に国の予算が１億円つき、地元負担金１５％で当初予算１，０００万円であ

りましたけれども、最終的には１，９５０万円の負担となったものであります。 

  村単土地改良事業に３４万５，０００円の増額。 

  次に、５款３項１目の史跡調査事業費に１４５万７，０００円の減額。 

  １０款１項１目の現年発生林道施設災害復旧費に１，１９０万９，０００円の減額、これは設

計委託料の１０万８，０００円の減、工事請負費１，１８０万１，０００円の減額、これは災害

査定の減額によるものであります。 
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  質疑に入り、曲沢２号橋２８万円の震災対策の根拠と、ほかにやらなければならない箇所があ

るかの質問に対し、農道の管理下にあり重要な構造物ということになっていて、採択要件があり

対象となった。ほかにも小さな橋があるのでやったほうがいい。構造を確認するだけのものとの

答弁がありました。 

  次に、建設水道課関係であります。 

  ７款２項２目の道路維持費８，３７０万３，０００円の増額、これは村道維持補修工事費

３００万３，０００円の増額、これは舗装の穴埋めどめに使うお金であります。 

  除雪事業４，４２０万円の増額で、除雪委託料４，０００万円の増額、燃料費１５０万円の増

額、光熱費１００万円の増額、修繕費５０万円の増額、原材料１２０万円の増額、これは凍結防

止剤であります。１１月からの降雪があり、例年以上に金額がかかったものであります。 

  除雪機械購入費３，６５０万円の増額で、除雪ロータリー車を購入するもので、平成２年車で

老朽化によるもので、財源として国の緊急経済対策事業の補助金を充てるという説明がありまし

た。 

  ７款２項３目の道路新設改良費５，３２９万円の増額、これは村道改良国庫補助事業６，

００５万円の増額、実施設計委託料８０５万円の増額、工事請負費５，２００万円の増額、これ

はオリンピック道路岩岳トンネル楠川橋橋梁の調査及び設計などであります。 

  道路改良起債事業に６７６万円の減額。 

  次に、７款３項１目河川総務費１００万円の減額で、桜並木の工事終了によるものであります。 

  質疑に入り、除雪費が増額になっているが、時間にしてどのくらいかに対し、時間より出動回

数により、１回出ると６００万円ほどかかり、８回ほどの増となったとの答弁がありました。 

  次に、除雪費総額でどのぐらいになったかに対し、１億９，２００万円ほどになったという答

弁がありました。 

  次に、落倉で行われている道路工事の見通しはに対して、公図と違う箇所もあり難しい面もあ

るが、地元の要望であるので工事承諾をとってできる範囲内で進めたいとの答弁がありました。 

  次に、調査している白馬サンショウウオについてどうなっているのかの質問に対し、調査につ

いては２５年度、２６年度まで行う。白馬サンショウウオは村の文化財でもあり、配慮をした工

事内容になっていると答弁がありました。 

  次に、楠川の橋はかけかえなのかに対し、８０年が経過していて老朽化しているのでかけかえ

となる。今回補正する楠川の５，２００万円は下部工の工事であり、２５年度中に発注し仕上げ

たい。上部工については２５年度の国庫補助を要望していきたいとの答弁がありました。 

  その橋は総額どのぐらいかかるかに対し、１億２，０００万円ほど予定しているとの答弁があ

りました。 

  議案第２６号については質疑、討論がなく、２６号の採決に入り、議案第２６号 平成２４年
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度白馬村一般会計補正予算（第６号）産業経済委員会所管事項は、委員長を除く委員全員の賛成

により可決すべきものと決定いたしました。 

  次に、議案第２８号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第３号）についてで

あります。 

  これは、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１６７万６，０００円を追加し、歳入歳出予

算の総額に歳入歳出それぞれ６億３，６６１万１，０００円とするものであります。 

  歳入については、下水道使用料１５７万２，０００円の減額、前年度繰越金が１，３２４万８，

０００円、下水道資本費平準化債１，０００万円の減額。 

  歳出ですが、一般管理費１５５万２，０００円の増額、職員手当１０万円の増額、印刷製本費

２８万円の増額、受益者負担金還付金１１７万２，０００円の増額、これは２件分の還付金であ

ります。公共下水道建設費１２万４，０００円の増額、前納報償金です。受益者負担金納入が

７件あり、総額で３２万円であり、不足分であります。 

  質疑に入り、受益者負担金還付金１１７万２，０００円の詳しい説明をの質問に対し、２件と

も賦課をするべき年に賦課していなかったもので、１件はＢ＆Ｇプールの敷地９４万２，

１００円で、もう１件は個人で、調査で判明し時効になってしまったものであり６万８，

８００円で、加算金が１６万５，０００円となるというものであるとの答弁がありました。 

  次に、９月の決算議会において数字が合わなく附帯決議をした。２４年度中に修正を求めたが、

進捗状況はの質問に対し、精査をしている、もうしばらくすれば確定数字が出ると思っていると

の答弁がありました。 

  採決をしたところ、討論がなく、議案第２８号は、委員長を除く委員全員の賛成により可決す

べきものと決定いたしました。 

  議案第２９号 平成２４年度白馬村水道事業会計補正予算（第２号）についてであります。 

  収益的収入及び支出、収入ですが、１款１項営業収益５９１万円の減額、支出は１款１項の営

業費用１３０万円の減額、１款２項の営業外費用６０万円の増額。 

  次に、資本的収入及び支出は、収入は１款１項の負担金１５０万円の減額、支出として１款

１項の建設改良費１，９２４万円の減額。 

  質疑、意見もなく、採決をしたところ、討論がなく、議案第２９号は、委員長を除く委員全員

の賛成により可決すべきものと決定いたしました。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 審議の途中でございますけれども、暫時休憩をいたします。 

休憩 午前１１時１１分 

再開 午前１１時１５分 

議長（下川正剛君） 再開いたします。 
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  田中委員長、続けてください。 

産業経済委員長（田中榮一君） 先ほど議案第２５号についての概要説明のところを、一部漏れて

おりましたので、つけ加えたいと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

  もう一度読みます。 

  議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関する条例の一部を改正する条例について。 

  議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例及び白馬村公共下水道

区域外流入に関する規則制定によるものの改正によるもので、条例第２条の中の「及び白馬村公

共下水道条例第１４条の規定により排水区域外汚水の排除を認められた者」を削除をし、従来は

区域外流入もこの第２条によって区域内の受益者、受益地と同様な扱いになるということで、そ

れを区別するために改正するものということに訂正をしたいと思いますので、よろしくお願いし

ます。 

  もう一度申し上げます。 

  初めに、区域内の受益者、受益地と同様な扱いになるということで改正するというように報告

をいたしましたが、扱いになるということで、それを区別するために改正するものであるという

ことに変更をしたいものであります。よろしくお願いいたしたいと思います。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） ただいまの委員長報告に対する質疑はありませんか。 

  質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  議案第４号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決をいたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第４号 白馬村農業振興施設条例の制定については、

委員長報告のとおり賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第４号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第５号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第５号 白馬村村道の構造の技術的基準に関する条

例の制定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 
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議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第５号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第６号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第６号 白馬村移動等円滑化のために必要な新設特

定道路の構造の基準を定める条例の制定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の

方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第６号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第７号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第７号 白馬村準用河川における河川管理施設等の

構造の技術的基準に関する条例の制定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方

の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員であります。よって、議案第７号は委員長報告のとおり可決されま

した。 

  議案第８号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第８号 白馬村村営住宅及び共同施設の整備基準に

関する条例の制定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第８号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第９号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第９号 白馬村高齢者等に配慮した公園施設の設置
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基準を定める条例の制定については、委員長の報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第９号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第１０号の討論に入ります。討論はありませんか。 

  最初に、原案に反対者の発言を許します。第１０番小林英雄議員。 

第１０番（小林英雄君） １０番小林英雄です。 

  私は、議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例の制定について

は、反対の立場で討論をさせていただきます。 

  この条例案には数々の欠陥が見受けられます。特に重大と思われるのは、次の３点であります。 

  第１に、第３条は村長が定めた徴収区域に、また第５条は村長が決定する白馬村公共下水道区

域外流入に関する規則に従って、条例で受益者や分担金の額を決めることになっております。 

  つまり、条例の規定する内容が村長の決定に左右されることになり、議会が村長に従属する関

係になります。 

  第２に、条例と規則の整合性がありません。条例第５条では受益者に分担金を賦課するとなっ

ておりますが、規則第６条では利用者が分担金を納入しなければならないと言っています。そう

なっております。条例の受益者と規則の利用者との関係はどこにも規定されておりません。 

  第３に、規則第３条では、区域外流入の許可を受けようとする者は、様式第１号で許可申請書

を提出しなければならないことになっております。 

  一方、白馬村公共下水道条例施行規則第１１条では、様式第１１号で、区域外排除申請書を提

出しなければならないことになっております。村民はどちらの申請書を提出すればよいのでしょ

うか。 

  本条例は、東部地区農業集落排水施設の公共下水道統合に関連してのことと思われますが、東

部農排の統合による…… 

議長（下川正剛君） 小林議員、通告に従って討論してください。 

第１０番（小林英雄君） 供用開始は来年４月に予定しております。この欠陥の多い条例は本会議

で採択しないで、再度検討し提出しても十分に間に合うのではないでしょうか。 

  つけ加えれば、先ほど述べた問題の第１に関して、基本は条例で規定し、その他村長が定める

ということは、本条例に限らずよくあることだとの説明がありました。本条例には、その他村長

が定めるなどの委任規定はどこにもありません。このような説明を信じて条例を可決しましたな

ら、平成１３年の賦課がえを制定した条例改正に当たって、徴収方法の変更という行政の説明を

うのみにして、当時の議長も、それから我が党所属の議員も含めて全員賛成で可決した条例改正

の轍を踏むことになります。将来に禍根を残す条例は制定すべきではないと考えます。 



－144－ 

  以上で終わります。 

議長（下川正剛君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。第１１番太谷正治議員。 

第１１番（太谷正治君） １１番太谷正治でございます。 

  私は、議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例の制定について、

賛成の立場から討論をさせていただきます。 

  議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴収に関する条例の制定については、公

共下水道区域外流入の分担金を徴収するために必要な事柄を定めるもので、これから東部農集排

を公共下水道に統合するために関係する、大変重要な条例です。 

  予算は既に議決されていて、事業の実施はすぐそこに来ております。だから、早急に必要な条

例でもあります。内容も他の市町村を参考にして白馬の特徴も見てつくってあって、納得できま

す。よって、私は賛成いたします。 

  ただ、反対討論に、第３条の徴収区域は村長が定めたとか、条例が規則に制限されているとい

う反対の理由を挙げられているのですが、行政処分として村長が定めるという表現は幾らでもあ

ることですし、条例が規則に制限されると言いましたが、制限されているのではなく、条例が規

則に委任されているから当然のことです。条例が規則に委任していることと制限されていること

とは全く違うのです。 

  これも意見に出ましたが、村長が定めたと村長が定めるの定めは二通りあって、全く違うと思

います。よって、この条例の制定は当然であるので、賛成の立場からの討論といたします。 

  ただ、規則だから重きがあるといっても、議会は目を光らせているということを行政の方々は

肝に銘じていただきたいと思っております。以上です。 

議長（下川正剛君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第１０号 白馬村公共下水道区域外流入分担金の徴

収に関する条例の制定については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めま

す。 

（多 数 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立多数です。よって、議案第１０号は委員長報告のとおり可決されました。 

  次に、議案第２４号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 
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  本件に対する委員長報告は可決です。議案第２４号 白馬村都市公園条例の一部を改正する条

例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２４号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２５号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２５号 白馬村公共下水道事業受益者負担に関す

る条例の一部を改正する条例については、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を

求めます。 

（多 数 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立多数です。よって、議案第２５号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２８号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２８号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計

補正予算（第３号）は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（多 数 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立多数です。よって、議案第２８号は委員長報告のとおり可決されました。 

  議案第２９号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２９号 平成２４年度白馬村水道事業会計補正予

算（第２号）は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２９号は委員長報告のとおり可決されました。 

  常任委員会において分割審査をしていただきました議案第２６号の討論に入ります。討論はあ

りませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 
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  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第２６号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算

（第６号）は、常任委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第２６号は委員長報告のとおり可決されました。 

△日程第２ 予算特別委員長報告並びに議案の採決 

議長（下川正剛君） 日程第２ 予算特別委員長報告並びに議案の採決を行います。 

  予算特別委員長より報告を求めます。第１２番松沢貞一予算特別委員長。 

予算特別委員長（松沢貞一君） 本定例会において予算特別委員会に付託された予算議案６件につ

いて、審査の概要と結果をご報告いたします。 

  最初に、議案第３０号 平成２５年度白馬村一般会計予算についてでございます。 

  これは歳入歳出予算総額を４７億１００万円とする。前年と比較して２億９，５００万円、６．

７％の増でございます。 

  主な内容としては、歳入では、村税１３億３，２００万円、前年と比較して２．２％の増、地

方交付税１６億５，５００万円、前年と比較し３．１％の増、村債６億４，３００万円、前年と

比較し３２．３％の増などでございます。歳出では、普通建設事業ハード事業、５億８，

５００万円、前年と比較し５３．９％の増、補助費等７億８，２００万円、前年と比較し４．

０％の増、公債費６億２，８００万円、前年と比較し６億２，８００万円、前年と比較し６．

８％の減などでございます。 

  最初に、総務課議会会計室所管事項でございますが、主な内容としては村議会議員選挙、参議

院議員選挙の経費１，３００万円、ウインドウズＸＰのサポートが終了することに伴い、更新の

必要がある公用パソコンを２カ年で更新する計画で、２５年度は６００万円。消防費は１億７，

０００万円、前年比６００万円の増で、増額の主なものは北アルプス広域連合負担金１，

２００万円増などでございます。 

  質疑において、１、予算について、国の動向により村の財政運営に与える影響は大きいが、実

際の見込みと違った国の方針が出た場合はどうするのかという質問があり、行政側より、財政調

整基金を取り崩すことにより対応するという答弁がございました。 

  ２、公用車の台数について及びその保険についての質問があり、行政側より、公用車は全部で

５０台、保険は全車加入している。事故の場合、直接保険会社から修理工場に支払われるので一

般会計からの支出はない。各課が専用に使用する車両については、保険料は各課ごとに負担する。

総務課の負担する保険料は７５万４，０００円であるという答弁がございました。 

  ３、２款１項１目白馬村職員互助会負担金等１４２万６，０００円について質問があり、行政

側より、副村長を代表とする組織であり、福利厚生事業を職員間で行っている。県の互助会の傘
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下にあり、上部組織である県の職員互助会への負担金であるという答弁がございました。 

  ４、２款１項６目パソコン等購入費６００万円について質問があり、行政側より、ウインドウ

ズＸＰのサポート終了によるもので、半分を入れかえる。期限が平成２６年４月８日なので、

２５年の後半及び平成２６年の年初に入れかえる予定であるという答弁がございました。 

  環境課の所管事項につきまして、主な内容は、清掃費は１，３００万円の減額、し尿処理場ク

リーンコスモ姫川の建設費償還が終了し、白馬村山麓環境施設組合負担金が減額となったもの。

広域ごみ処理施設の建設予定地が決定し、生活環境影響調査等に着手となるため北アルプス広域

連合への負担金は８００万円の増、温暖化対策費は太陽光発電装置の設置に対し補助金１２０万

円、電気自動車の急速充電器の設置工事費や普通充電器設置の補助金などに６００万円などでご

ざいます。 

  質疑において、１、４款３項２目電気自動車ＥＶ充電器設置工事請負費４００万円についての

質問があり、行政側より、国の緊急経済対策予算１，０００億円を利用する。設置場所は道の駅

を予定、その後、役場、ジャンプ台、観光拠点などに将来的には７基程度は検討したい。維持管

理も行う。料金については課金システムの導入を検討するという答弁がございました。 

  ２、４款３項２目太陽光発電施設等設置補助金３２０万円についての質問があり、行政側より、

太陽光発電施設に１２万円掛ける１０件で１２０万円、電気自動車ＥＶ普通充電器の補助に、

４万円掛ける５０件で２００万円を計上したという答弁がございました。 

  ３、４款２項１目ごみ集積場設置補助金３００万円についての質問があり、行政側より、限度

額を１２０万円から３００万円に上げる予定。３年間のうちに全地区に集積場を設置しなければ

いけない。対象は１０地区ほどあり、要望が出てくれば補正で対応するという答弁がございまし

た。 

  ４、課の再編により環境課がなくなるが、どの課が担当となるかという質問があり、行政側よ

り、塵芥処理費、し尿処理費、環境衛生費については住民課、自然環境費については総務課、都

市計画費、都市公園費については建設課が担当することになるという答弁がございました。 

  続きまして、税務課所管事項でございますが、主な内容は賦課収納業務電算委託料８８７万９，

０００円、土地鑑定評価委託料２３７万９，０００円、これは固定資産税の評価がえへの対応で

ございます。長野県地方税滞納整理機構負担金７２９万円などでございます。 

  質疑において、１、２款２項２目土地鑑定評価委託料２３７万９，０００円についての質問が

あり、行政側より、これは不動産鑑定士に依頼するものという答弁がございました。 

  ２番、２款２項２目、長野県地方税滞納整理機構負担金７２９万円について質問があり、行政

側より、平成２３年度の徴収実績は５，２７９万円で、２４年度は２０件依頼した。完全に徴収

が済んだところが１件出た。効果は出ているという答弁がございました。 

  ３、滞納の状況について質問があり、行政側より、最近では昨年が一番徴収率がよかったが、
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２４年度も昨年並みの状況で、２月現在で徴収率は６０．５％となっている。昨年の最終は

６４％だが、２月で比較すると今年のほうが０．４％上回っているという答弁がございました。 

  建設水道課所管事項でございます。 

  主な内容は、村道改良国庫補助事業では、橋梁長寿命化計画に基づき楠川橋、谷地原橋の修繕

工事に６，３００万円、村道０１０５線オリンピック道路の舗装修繕に３，７００万円、村道改

良起債事業は落倉新田、八方口の継続事業、舗装新設と舗装修繕工事などに８，８００万円など

でございます。 

  質疑において、７款４項３目下水道事業特別会計操出金２億９，５００万円について、昨年よ

り２，７００万円増えているが、原因は何かという質問があり、行政側より、平成２５年度に東

部地区の農業集落排水事業を統合するに当たり、補助金の対象にならない工事が１，０００万円

ほどある。また、受益者管理システムを現在の三谷コンピュータから電算にかえるために

６００万円ほど、受益者負担金の調査を専門で担当する臨時職員を１年間雇用する費用等で約２，

０００万円が必要となる。これを平準化債を借りずに一般会計から繰り出すことにしたため、な

お、一般会計から繰り出す金額に対しては交付税措置がなされているという答弁がございました。 

  ７款２項３目道路改良事業地元分担金２６２万５，０００円について、限界集落というような

戸数が減っている地域に公共事業を入れなければいけないときに一律の負担を求めても困難で、

解消策を検討する時期に来ているのではないかという質問があり、行政側より、徴収をやめるし

かないが、それには議会でも検討が必要である。ただ、地元負担金の枠を取り払うと必要以上に

要望が増える可能性があるという答弁がございました。 

  住民福祉課関係の所管事項でございます。 

  主な内容は、福祉の充実のため、岳の湯をデイサービス施設として改修する経費５，０００万

円、年内の開設に備え、緊急雇用創出事業を活用し、デイサービス開設準備委託料に７００万円、

平成２２年度から白馬村単独事業として実施している福祉医療費給付事業の乳幼児等医療給付費、

１８歳までに範囲を拡充し、当初予算は２００万円を増額して２，１００万円、保健衛生費は

７００万円の増額、平成２５年度から子宮頸がん、肺炎球菌、ヒブについては定期接種となるた

め６００万円を計上した。母子保健の電算システムを導入し、出生から予防接種、健康管理を一

元管理するための導入経費として５００万円などでございます。 

  質疑において、１、３款１項２目デイサービス開設準備委託料７２０万６，０００円について、

県の緊急雇用創出事業補助金を充てるが、内容は何かという質問があり、行政側より、新規の雇

用に対して補助されるものだが、既に社会福祉協議会で採用している職員１名分の費用に充当す

る。今後どれだけの規模でやっていくかは運営する側で判断することになるという答弁がござい

ました。 

  ２、デイサービス施設岳の湯の計画について質問があり、行政側より、改修工事は約６カ月か
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かる。新年度に入って発注時期や工事業者を決めて予定を立てる。開所は、年末年始を除く月曜

から金曜の午前８時３０分から１７時１５分までで、サービス提供時間は午前９時から１６時ま

で、定員は１５名で計画している。職員は管理者と生活相談員を兼ねて１名、介護福祉士と看護

師を合わせて当初５名から６名の体制を予定、介護保険料については県が９割を負担、自己負担

が１割となる。一般浴室と一部特殊浴の車椅子対応型の浴槽を計画している。送迎が必要となる

という答弁がございました。 

  ３款１項２目老人福祉施設措置費２，７６６万９，０００円について質問があり、行政側より、

対象者は１０名で、うち８名はかしわ荘に入所、２名は大北広域の圏外に入所しているという答

弁がございました。 

  ４、３款１項２目配食サービス事業委託料３１８万円について質問があり、行政側より、月

３００食の計画で、平成２３年度の実績は月２１０食、平成２４年度は１７０食だが、増加を見

込んでいるという答弁がございました。 

  観光農政課所管事項でございます。 

  主な内容は、平成２４年度から３カ年計画の奈良井有効利用整備事業は、用地買収と一部の工

事の事業費として１億２，４００万円、県営事業の小水力発電は一部工事が始まり負担金３，

０００万円、特産品開発を推進するため、アドバイザーの指導や新品種の試験栽培などに取り組

む団体への支援に２００万円、林業費では、林道細野線改良工事に９００万円、村内経済の活性

化対策として平成２３年度から実施した住宅リフォーム補助事業に２，０００万円などでござい

ます。 

  また、２１観光戦略事業の白馬村観光局負担金７，９７７万円、海外観光客受け皿整備事業に

３６７万円などでございます 

  質疑において、農政関係では、１、５款１項３目特産品開発団体支援補助金２５０万円につい

て質問があり、行政側より、１団体５０万円で５団体分の予算を予定、現在３団体から申請があ

るという答弁がございました。 

  ２、５款１項４目奈良井有効利用整備事業用地購入費４，０００万円について質問があり、行

政側より、近隣の売買事例を見ると、１平方メートル当たり７００円から８００円で、地権者と

交渉をしている。用地購入費は平成２４年度３，０００万円、２５年度４，０００万円、合計７，

０００万円を予定しているという答弁がございました。 

  ３、５款１項３目経営体育成交付金１，４９１万円について質問があり、行政側より、認定農

業者４名で国の補助金が認められたもの、村の負担はない。農業機械、トラクター、コンバイン

等は高額であり、乾燥機も相当な金額になるという答弁がございました。 

  観光関係では、１、６款１項３目２１観光戦略事業８，４８８万９，０００円について、うち

観光局負担金が７，９７７万円で、観光課の予算としては残りの５００万円だが、事業はできる
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のかという質問があり、行政側より、観光課としては２１観光戦略事業だけが事業ではなく、観

光総務費からも事業費が出ている。村として観光局に委託している事業もある。観光局の役割と

村の施策として観光振興の中で生かす部分について明確にしていく、これから観光局を役場庁舎

に移動させ観光課と同じフロアになるので、時間をかけながら調整していくという答弁がござい

ました。 

  ２、６款１項３目海外観光客受け皿整備事業委託料３６７万５，０００円について質問があり、

行政側より、観光局へ委託する予算は平成２４年度と同様の予算とした。２４年度の運行実績は、

２４年１２月２２日から２５年２月２８日までの６９日間で１万１５６人で、１日当たり

１４７人となった。２３年度は運行日数で１０日多く、乗車実績で１０９人多いが、１日当たり

では１３０人となり２４年のほうが２０人近く多い。また、チケットの販売にも力を入れたこと

で収益も５０万円程度増加した。 

  ３、６款２項１目住宅リフォーム補助事業２，００８万円について、１業者が何十件も持ち込

んだ経緯があり、一般村民の不評を買ったが対策は考えているかという質問があり、行政側より、

不公平感がないように書類審査をして抽せんで決める方法を検討する。リフォーム補助金として

は２５年度の２，０００万円をもって終了とする。増額は考えていないという答弁がございまし

た。 

  ４、住宅リフォーム補助事業の経済効果について質問があり、行政側より、工事費のみで本日

までに実績報告書が上がってきている分の工事費総額が１億８，９５５万６，０００円で、実績

報告が上がっていない分を含めると２億１，２２５万９，０００円となる。この上にさらにプラ

スの経済効果は当然あると考えられるという答弁がございました。 

  教育委員会、教育課の所管事項でございます。 

  主な内容は、小中学校の中規模修繕を計画的に実施する学校整備事業に３，４００万円、その

うち主な事業内容は、中学校グラウンド改修や南小北校舎床改修などの工事請負費に２，

５００万円、学校教職員用パソコン更新や中学生用椅子の購入に４００万円、北小受変電設備改

修や中学校３年教室床塗装など修繕費に４００万円、社会教育費ではグリーンスポーツ内にある

歴史民俗資料館トイレの水洗化工事に１，０００万円、伝統的建造物群保存事業に３件で１，

２００万円などでございます。 

  質疑において、１、９款２項２目準要保護児童援助費２４万１，０００円、６５万７，

０００円、９款５項３目準要保護児童生徒援助費３３７万５，０００円等について質問があり、

行政側より、学用品費については教育振興費として、給食費については保健体育費の学校給食費

として計上している。援助を受ける想定している人数は、南小１１名、北小３１名、白馬中

２７名で、総額６１８万５，０００円を計上しているという答弁がございました。 

  ２、９款４項４目下水道加入負担金４１万３，０００円について質問があり、行政側より、グ
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リーンスポーツの歴史民俗資料館のトイレの件である。歴史民俗資料館の施設自体が区域外なの

で、区域外流入をお願いしている。受益者負担金の区域外流入の加入負担金ということである。

負担金は９００円掛ける面積９１７．８８平方メートルで、社会教育施設なので５０％減免とな

り、４１万３，０００円を算定したという答弁がございました。 

  ３、受益者負担金か加入分担金かわからない。歴史民俗資料館は排水区域外であり、これから

決定されると説明されているが、区域外流入に対する取り扱い要綱に適合するということが疑問

であるという質問があり、行政側より、この件は旧条例でやっている。今までも区域外流入とい

うのはあった。歴史民俗資料館も区域外流入ということで加入負担金を計上した。議案第１０号

の条例が可決されると名称も新しくなる。予算をつくった時点ではまだ旧条例の対象だった。下

水道加入負担金という予算書の表示が適切であったかどうかは疑問のところもあるが、趣旨とし

ては受益者の負担金ということであるという答弁がございました。 

  ４、９款１項２目学校環境整備事業３，４５６万１，０００円について質問があり、行政側よ

り、平成２３年度までに上がってきた要望の中で中規模以上高規模のもの、かつ国の補助が得ら

れないものについて優先順位をつけて３カ年で実施するもの。平成２６年度は白馬中学校の屋根

の補修、暑さ対策を予定しているという答弁がございました。 

  スポーツ課の所管事項でございます。 

  主な内容は、スポーツ事業費の施設管理費でスノーハープの改修工事５，５００万円、保健体

育費はプールの改修工事が２４年度で完了したことにより、２５年度は８，２００万円の減額な

どでございます。 

  質疑において、１、スノーハープのローラースキーコースの整備については本定例会の議案の

中で初めて聞いたので、十分議論できる時間がない。排水工事とローラースキーコースの工事を

分離することはできないかという質問があり、行政側より、排水対策工事は自己財源でやれば６，

９００万円必要だが、辺地対策事業として認められれば、自己財源は２０％の１，２００万円で

できる。ただし、排水対策という修繕工事だけでは辺地債の対象にならないため、辺地債が認め

られるような計画を立てたほうがいいということで予算要求をした。このことにより、２億円と

いう辺地債の変更をしても自己財源は４，０００万円で済むという答弁がございました。 

  ２、スノーハープの土壌や環境などについては大変問題が多い。排水対策工事をやってそれが

大丈夫だと確認できた上で次に進むというように、１つ１つステップを踏むやり方のほうがいい

と思う。突然ローラースキーの計画が出てきたが、スノーハープをどうしたらいいのかがわから

ないという質問があり、行政側より、スノーハープを基本的にどう改良するかについては、計画

は２年前から出している。排水対策の調査をし、その結果を見てどうするかを決めていく。ロー

ラースキーコースについては、ナショナルトレーニングセンター構想の指定が受けられそうだと

いうこと、地域の小中学生や全日本の選手などが農道などでローラースキーの練習をして危険で
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あり、道路管理者としても問題という指摘を受けたこと、コンバインドの選手の合宿などスポー

ツ合宿の誘致や観光振興にも結びつき、スキークラブの要請としても理にかなっていること、辺

地の事業を導入するに当たっては、新しい事業が必要であるということから、ローラースキーの

スキーコースの計画をあわせて上程したという答弁がございました。 

  ３、議会としては、スノーハープについては昨年１２月定例会のときに排水対策の案を示され

たところで終わっている。排水対策事業については議会でも議論し、ある程度理解しているが、

ローラースキーコースについては第２号議案の説明ということで今日初めて聞いた話であり、検

討する時間が必要である。排水対策工事が７，１００万円、ローラースキーコースが６，

７００万円とほぼ同規模の予算であり、辺地債なら自己財源２０％だからいいということではな

く、十分検討した上で責任を持って判断をすべきであるという意見がございました。 

  ４、ローラースキーの道路での練習は大変危険である。スキークラブの要請もあり、ローラー

スキーコースをつくったほうがよい。ローラースキーの大会をやれば、選手も呼べるし観光振興

にも役立つという意見がございました。 

  ５、ローラースキーコースは戦略的にどう活用するかという質問があり、行政側より、全日本

スキー連盟を通して誘致活動をすることも出てくる。利用方法はいろいろあるので目的に沿って

大勢の人に来ていただく方法はあるという答弁がございました。 

  そのほか、さまざまな意見、質疑がありましたが、その大半はローラースキーコースについて

は十分議論を尽くした上で判断したほうがいいというものでございました。 

  当日、３月６日の審査はここで一旦終了し、総務社会委員会に付託された関連する議案第２号

 辺地対策総合整備計画の変更についての審査の後に、日程をとって再度審査することにいたし

ました。 

  その後、３月１１日に議案第２号について村長より訂正請求が提出され、訂正後の議案第２号

について総務社会委員会で審査が行われました。その後、３月１４日に予算特別委員会を開催し、

教育委員会、スポーツ課の所管事項について再度審査をいたしました。 

  質疑は特になく、質疑を終結いたしました。 

  議案第３０号の採決でございますが、これをもって議案第３０号について各課ごとの所管事項

の説明、質疑を終結しました。討論はなく、採決したところ、議案第３０号 平成２５年度白馬

村一般会計予算は、委員長を除く委員全員の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定い

たしました。 

  続きまして、議案第３１号 平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘定特別会計予算について

でございます。 

  これは、歳入歳出予算総額を１２億５，１３８万５，０００円とするものでございます。前年

と比較して１，９８０万円、１．６％の増でございます。 
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  主な内容としては、歳入では、国保税２億８，６０２万円、国庫支出金２億９，８２４万３，

０００円、一般会計保険基盤安定繰入金５，４００万円、基金繰入収入不足分で２，１２２万３，

０００円などでございます。歳出では、保険給付費７億８，２２４万７，０００円、後期高齢者

支援金１億７，９６６万１，０００円、共同事業拠出金１億１，３２０万５，０００円などでご

ざいます。 

  質疑において、１、２款３項１目一般被保険者移送費１万円について質問があり、行政側より、

一般被保険者移送費と退職被保険者移送費がある。病院に入院している被保険者が病院の指示で

他の病院に救急車を使っただけでなく、タクシー等で移動した場合に給付する費用であるという

答弁がございました。 

  ２、保険料の未納により保険証を持っていないケースはあるかという質問があり、行政側より、

保険証を持っていない人はない。ただし、滞納して１カ月ごとに短期証を発行している場合、税

務課が確認して渡しているが、そのときに来ない場合は空白期間が生じる可能性はある。人数は、

平成２４年１１月１日現在、１カ月の短期証の方が２３世帯で４４名、６カ月までの短期証の方

が８４世帯で１４３名、資格証明書の交付世帯が４４世帯で６６名となっているという答弁がご

ざいました。 

  討論はなく、採決したところ、議案第３１号 平成２５年度国民健康保険事業勘定特別会計予

算は、委員長を除く委員全員の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  続きまして、議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別会計予算についてでござ

います。 

  これは、歳入歳出予算総額を６，８２０万円、前年と比較して２６万３，０００円、０．４％

の増とするものでございます。 

  主な内容は、歳入は保険料４，８３９万７，０００円、保険基盤安定繰入金１，８５９万９，

０００円などでございます。 

  歳出では、後期高齢者医療広域連合保険料負担金６，７００万６，０００円などでございます。 

  質疑、討論がなく、採決したところ、議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別

会計予算は、委員長を除く委員全員の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定いたしま

した。 

議長（下川正剛君） 予算特別委員長報告の途中ですが、ただいまから１時１０分まで休憩といた

します。 

休憩 午後 ０時０９分 

再開 午後 １時１０分 

議長（下川正剛君） 休憩前に引き続き、予算特別委員長の報告を求めます。第１２番松沢貞一予

算特別委員長。 
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予算特別委員長（松沢貞一君） 引き続き、予算特別委員会のご報告をいたします。 

  議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算についてでございます。 

  歳入歳出予算総額を６億３，７７１万円とするものでございます。前年と比較して５，

９７９万９，０００円、１０．３％の増でございます。 

  主な内容は、歳入としては使用料１億８，１００万円、一般会計繰入金２億９，５００万円、

村債１億２，８３０万円などでございます。 

  歳出は公債費４億７，３７８万１，０００円、浄化センター長寿命化計画策定で１，０００万

円、東部農集排統合事業で４，６０８万７，０００円などでございます。 

  質疑において、１款２項１目前納報奨金ほか１，０００円についての質問がありました。行政

側より、頭出しで１，０００円を計上した。平成２４年度以前に区域外流入として認められて分

納で受益者負担金を払っている人が１年分を一括で払った場合には、前納報奨金の対象となると

いう答弁がございました。 

  歳入の１款２項１目下水道受益者負担金５０万円、下水道受益者負担金滞納繰越分６２０万円

についての質問があり、行政側より、頭出しで５０万円としたもの。滞納繰越分については今年

度受益者負担金の滞納繰越分の収入が２月現在で８９０万円ほどになった。それを見込んで、あ

る程度かたい線で６２０万円とした。 

  ３、１款２項１目受益者負担金電算委託料６０９万円について質問があり、行政側より、現在

は電算でも受益者負担金システムを取り扱っている。徴収対策で税務課の固定資産のデータと連

動ができ、土地の移動が定期的に表示ができれば、土地の管理等にうまく利用できるというメリ

ットがあるという答弁がございました。 

  ４、平成１３年に電算から三谷コンピュータに移行したときに、データが消えたり不明確なと

ころがあったりして大変な混乱をしたという話を聞いているが、そのような問題にどう対応する

かという質問があり、行政側より、全く違うところからの導入になるので、実態テスト、統合テ

スト、受け入れテスト、総合検証、運用検証等十分な対策を講じ、平成１３年のときのようなこ

とがないように対策を講じながら移行するという答弁がございました。 

  討論がなく、採決したところ、議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算は、

委員長を除く委員全員の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計予算についてでございます。 

  これは、歳入歳出予算総額を３，４５２万２，０００円とするものでございます。前年と比較

し、１４９万８，０００円、４．２％の減でございます。 

  主な内容として、歳入では使用料８５２万２，０００円、一般会計繰入金２，３５０万円など

でございます。歳出では公債費２，４７３万６，０００円、維持管理費９６１万５，０００円な

どでございます。 
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  質疑において、地方債の平成２５年度末現在高見込額は１億７，２７７万９，０００円となっ

ているが、東部地区の農集排は全て精算されるのか、残っているとすればどういう扱いになるか

という質問があり、行政側より、東部地区については引き続きこの会計で処理していくという答

弁がございました。 

  討論はなく、採決したところ、議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特別会計

予算は、委員長を除く委員全員の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  続きまして、議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算についてでございます。 

  損益勘定は、収益は２億８，４１８万４，０００円、費用は２億８，２３０万７，０００円で、

１８７万７，０００円の経常利益を計上しています。 

  資本勘定としては、収入は６９３万９，０００円、支出は９，１３０万１，０００円を計上し

ました。資本的支出が資本的収入に対して不足する額８，４３６万２，０００円は、損益勘定留

保資金等で補填するものでございます。 

  質疑において、１款３項１目過年度損益修正損４００万円についての質問があり、行政側より、

過年度の不納欠損分と漏水による減免の還付金の過年度分であるという答弁がございました。 

  １款１項１目工事請負費２，１５３万５，０００円のうち、沢渡の  地区の布設がえの流入

について質問があり、行政側より、南小付近の国道１４８号線の工事により配水管と送水管の高

さが低くなったため、布設がえをせざるを得ないためという答弁がございました。 

  討論はなく、採決したところ、議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算は、委員

長を除く委員全員の賛成により、原案のとおり可決すべきものと決定いたしました。 

  以上、予算特別委員会の報告といたします。 

議長（下川正剛君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  議案第３０号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第３０号 平成２５年度白馬村一般会計予算は、委

員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（多 数 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立多数です。よって、議案第３０号は、委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  議案第３１号の討論に入ります。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第３１号 平成２５年度白馬村国民健康保険事業勘

定特別会計予算は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第３１号は、委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第３２号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第３２号 平成２５年度白馬村後期高齢者医療特別

会計予算は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第３２号は、委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  次に、議案第３３号の討論に入ります。 

  最初に、原案に反対者の発言を許します。第１０番小林英雄議員。 

第１０番（小林英雄君） １０番小林英雄です。 

  私は、議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算に反対の立場で討論をさせ

ていただきます。 

  予算では、受益者負担金のコンピューターシステムの変更に約６００万円の予算を計上してお

ります。１５日の私の一般質問で、受益者負担金制度は賦課がえの違法性とともに新しい制度の

検討も第三者委員会に依頼することが明らかになりました。受益者負担金制度が大幅に変わる可

能性が大きくなったと思います。現在の制度をもとにシステムを変更することは、制度が変わっ

たときは大幅なシステム変更が必要になります。全く無駄な予算を投入することになります。こ

のような無駄な予算を認めるわけにはいきません。 

  なお、下水道調査特別委員会に出された賦課がえの数字については全く信頼できないもので、

行政もシステムではわからないということでした。わからない間違った情報を新たなシステムに

取り入れることは、間違いを今後も引きずることになります。新しい制度、新しい情報が確定し

てから予算化すべきだと思います。 

  また、調査特別委員会では、株式会社電算のシステムは使い勝手が悪いので、平成１３年に三
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谷コンピュータ株式会社にかえたと説明を受けました。今回また株式会社電算に戻すことは理解

に苦しみます。コンピューターシステムは１円入札で、ご存じのように一度入れると、その後の

システム変更や保守管理委託、使用料の支払いなどで長期で多額の予算が必要になります。慎重

の上にも慎重を期すべきではないかと思います。 

  以上で終わります。 

議長（下川正剛君） 次に、原案に賛成者の発言を許します。第５番太田修議員。 

第５番（太田 修君） ５番太田修でございます。 

  平成２５年度下水道特別会計予算書に計上の受益者負担金電算委託料の６０９万円の内容につ

いて、賛成の立場から討論をさせていただきます。 

  現在、建設水道課が使用しています三谷コンピューターシステムは、庁内各課が使用している

株式会社電算コンピューターシステムとは全く異なるシステムであることから、データ構成の仕

方や操作方法などが違っていて、株式会社電算システムと比較して使用経験の職員が少なく、ま

た互換性もないなどのデメリットがございます。 

  その三谷コンピューターシステムを導入したときは、全国的にもようやく下水道事業が実施さ

れたころで、長野県内でもそれほど実施されていないときで、白馬村が委託しました株式会社電

算システムも使いやすく充実したものではなかったと聞いております。そのため探し当てたのが

三谷コンピュータであり、そこが先進のシステムであるため変更したとの話でございました。 

  その後、平成１３年度の三谷コンピューター導入以来、既に１２年が経過していることや、今

回の問題等の関係で改善が求められております。 

  今回導入予定のコンピューターシステムは、庁内全課の間で横断的なシステム化が可能であり、

受益地の管理等が税務課の固定資産データと連動し、管理体制が十分整うということであります。 

  また、平成１３年度当時と状況は異なり、長野県でもほとんどの市町村が下水道事業を実施し

ているため、今庁舎内で使用している電算システムも大きく改善され、信頼性が高いものでござ

います。賦課がえの要請や第三者委員会に依頼する事項は大切ではありますが、いつ完成、終了

されるか不確定であり、行政の使命は今困っている住民の将来の対応を含め対策を講じなければ

ならないので、同件は別件のものであります。 

  以上の理由により、私は議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計予算に賛成す

る立場で賛成討論といたします。以上です。 

議長（下川正剛君） ほかに討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第３３号 平成２５年度白馬村下水道事業特別会計
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予算は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（多 数 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立多数です。よって、議案第３３号は、委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  議案第３４号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第３４号 平成２５年度白馬村農業集落排水事業特

別会計予算は、委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（多 数 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立多数です。よって、議案第３４号は、委員長報告のとおり可決されまし

た。 

  議案第３５号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決です。議案第３５号 平成２５年度白馬村水道事業会計予算は、

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第３５号は、委員長報告のとおり可決されまし

た。 

△日程第３ 公共下水道受益者負担金問題調査特別委員会委員長報告 

議長（下川正剛君） 日程第３ 公共下水道受益者負担金問題調査特別委員会委員長報告を行いま

す。公共下水道受益者負担金問題調査特別委員長より報告を求めます。第１２番松沢貞一公共下

水道受益者負担金問題調査特別委員長。 

公共下水道受益者負担金問題調査特別委員長（松沢貞一君） 公共下水道受益者負担金問題調査特

別委員会の報告を申し上げます。 

  白馬村の公共下水道事業は、平成元年度に事業着手し、平成７年度には第２期拡張、平成

１１年度には第３期拡張と驚異的な進度で事業を進め、平成１７年度に事業が終了しました。総

事業費は約１６３億円でした。現在４３２．５ヘクタールの排水区域が公共下水道の恩恵を受け

る環境に整っています。 

  平成３年に冬季オリンピックの開催が長野市に決まり、白馬村がその会場地になると、開催地
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として下水道は必要という声が強まり、建設は一気に進むことになりました。しかし、冬季オリ

ンピック後の経済の縮小とともに受益者負担金の滞納が増加し、大きな問題となりました。 

  公共下水道受益者負担金については、特別会計の平成２２年度決算報告の中でおおよそ１億５，

０００万円が収入未済額として計上されていましたが、平成２３年９月議会での指摘による調査

の結果、そのうち１億円余りが時効となっていることが判明しました。 

  平成２４年６月２８日に行政から調査報告があり、事の重大さを深刻に受けとめ、議会は平成

２４年７月２日に調査特別委員会を立ち上げました。原因や背景を調査し、問題点を洗い出し検

証するとともに、今後の再発防止の検討を重ねてきました。３月定例会の開催に当たり、その結

果を報告いたします。 

  委員会は、平成２４年７月２日から合計１５回開催いたしました。 

  委員会では、１、時効消滅した受益者負担金の内容、期別、金額、地区名の実態。２、決算書

の数値の錯誤についての原因、不明な点の確認。３、賦課がえの内容と賦課がえ処分の実態につ

いて。４、負担金や制度の村民への説明、周知の努力。５、歴代下水道担当課長及び理事者の参

考人招致などを調査いたしました。 

  時効消滅した負担金には、複雑な納入制度で徴収業務の煩雑さがあるという面が浮き彫りにな

りました。加えて、布設業務の終了に伴い、職員体制の減員も一因であることがわかりました。 

  調査を進める中で提出された決算書、資料の数値に錯誤があり、システムの仕様習得の甘さも

指摘いたしました。特に賦課がえは２種類あり、条例に規定され、山林及び山林の状態を有して

いる原野などの場合と、３年間未納のときに適用できる場合があり、賦課がえで債権は留保され

ているということでした。また、未納者に対する賦課がえについては２件だけで、早目に処理し

たいという行政側の答弁がありました。この後者の賦課がえについては条例改正後１０年で２件

しかなく、対応が統一されていないことから公平性に欠けるなどの委員の批判の的となることに

なりました。 

  委員会を進める中で、下水道事業が開始され、特に徴収業務が開始されてからの歴代の担当課

長と理事者から当時の背景、実情を聞くことが必要であるという意見があり、その結果、参考人

として関係者を招致することにいたしました。 

  白馬村長による要求監査の結果報告書、特別委員会の結果や参考人を招致して聞き取った内容

から重立ったことをまとめると、次のようになります。 

  １、下水道事業計画については、当時景気回復を目的とした国の方針によるものであり、さら

に冬季オリンピック開催が決まり、環境整備のため早期に実現する必要がありました。事業規模

が肥大化したのは、実人口ではなく観光入り込み客数に対応した規模でなければならなかったの

が、その原因の１つです。特に第３期工事の計画には問題があったのではないかと指摘する関係

者もいました。 
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  施設規模は人口９，０００人ではなく７万人に対応することが求められ、家屋のない地域間に

も下水管が布設されるなど、地方債借入残高が示すように村の計画は身の丈に合わず、それを補

う負担金の仕組みも６０から７０％という徴収率が示すとおり、当初から住民の理解を得て徴収

するにはかなり無理がある状況であったと思われます。 

  したがって、住民負担を伴う事業や大型事業を導入する際には、政治的な面だけでなく必要性、

重要性、負担の応益性と応能性、緊急性、費用対効果などの面を十分検討するとともに、その上

で住民とともに費用負担する村外者の理解を得ることが大切です。 

  ２、負担金滞納の要因には、前述したように経済の縮小がその１つとして考えられます。冬季

オリンピックの開催前からスキー客の入り込み数の減少傾向は始まっていましたが、終了後は激

減しました。観光関係の売り上げは軒並み減少し、宿泊施設では経営が行き詰まるところもあら

われました。 

  滞納自体のことですが、賦課される側にとっては、公共下水道事業受益者負担金の賦課は固定

資産税と基本的には同じ性格であり、経営体の売り上げとは関係なく賦課されます。賦課されれ

ば固定資産税と同じで滞納の増加につながります。そうなると、受益者負担金を納入する側では

滞納しているという意識がなくなり鈍化してきます。それは白馬村役場の下水道担当課における

滞納者や滞納額に対する意識も同じ傾向を示すようになります。それは参考人の話の内容から読

み取れます。 

  ３、賦課がえについては、当時の担当課が債権を時効により消滅させてしまわないようにしよ

うとした施策の１つです。時効を完成させないために徴収権を維持しようとしたものであり、平

成１３年３月に条例を制定したものです。これにより、山林と山林の形態を持っている原野は賦

課がえとなり、排水設備に接続しようとするときに加入分担金を徴収することになります。 

  また、受益者負担金の全部または一部が未納の場合、排水設備に接続していない土地について

は賦課がえとして、排水設備を接続するときに加入分担金として１平方メートル当たり１，

３５０円を支払うことができるとしています。これにより債権は留保されていると思っていたと、

委員会でも行政側の答弁がありました。 

  しかし、現実に賦課がえをして調定額を減額したのは２カ年の処理であり６，０００万円弱で

した。この調定額は既に減額になっていて、決算書に未収額で載っている数字ではありませんで

した。決算書に載っているのは純粋に未納の額です。よって、債権が留保されていると言われて

いるのは、純粋に未納の額であることがわかりました。 

  また、賦課の客体の件についても、１つの条例で２つの賦課の方法が同時に、または連続して

いないが事実上は切れ目なく存在するのは、滞納額の増加を阻止しようとする意図は理解できま

すが、適法であるかどうかは疑問です。 

  いずれにしても、賦課がえについては、平成１３年ころでは最良の方法と思われていたところ
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ですし、滞納者と既に納入した既納者との不公平感の解消の施策として考えられたものでした。 

  ４、時効に対する職員の意識がどうであったかを理解することが大切であると委員会で結論が

出ました。これについては、歴代下水道担当課の課長からの参考人などとしての話が非常に参考

になります。下水道担当課では、税務担当課と比較して時効に対する意識は希薄であったのでは

ないか、また時効消滅を確実に中断させる方法についての知識が不足していたと思われました。 

  それには、参考人の話からもわかるように、前任者からの引き継ぎなどによって、賦課がえに

より債権は留保されているという考えが生じ、そのまま定着していったと思われます。 

  賦課がえとは、いわゆる賦課がえ条例第６条の第１１号に規定されています。これら２つの賦

課がえを単に行ったとしても、収入未済額が減るのではなく、第１１条の賦課がえを行い、滞納

繰越額の調定額を減らさなければ収入未済額は減らないということです。それは平成１３年度と

平成１８年度に行われた処理にあらわれます。徴収猶予と時効の中断などさまざまな問題があり

ますが、条例が制定された平成１３年３月以降、この賦課がえの処理をどのように継承し対応し

たのかが問題です。債権の留保と時効の中断、徴収猶予と都市計画法と地方自治法などの問題が

あり、今後に大きな問題を残しましたが、これに関しては議会の調査権を超えた問題もあります

ので、今後の方針について検討を要するところです。 

  賦課がえ条例が制定されたことも関係して事務が煩雑になり、債権管理ができていなかったた

めに多額な状態となりました。 

  ５、旧来からの意識と慣習の問題もあります。これも参考人の話では、過去において時効にな

った後でも、滞納者との信頼関係のもとに時効となった金額を納入していただいていた事例があ

ります。これは、担当者としては既納入者と滞納者との公平性を確保するために行ってきたとい

うことでした。 

  こういった公平性の面を考慮して行ったことが法令に合致していないことは多々あり、平時に

は看過されますが、事件が起きて状況が変わると、それが問題となってしまいます。法令遵守と

いう基本に沿って行わなければならない例であり、このことは危機管理の基本であり、法令遵守

が当然であるというところから業務を遂行しなければならないということです。 

  ６、適切な債権管理を怠ったため、未収金が増大しています。受益者負担金は受益地という土

地に賦課するものであり、資産がないので差し押さえ物件がないというわけではありません。し

たがって、国税徴収法や地方税法で言う執行停止の条件には当てはまらない場合が多いと思われ

ます。したがって、消滅時効でなければ不納欠損処理ができない場合が多いということになりま

す。不納欠損処分のことは常に念頭に置かなければなりません。 

  ７、体制の不備も未収金増大の原因の１つです。下水道事業で工事が集中していたときは、そ

れなりの需要に対応した人員が配置されていましたが、第３期の工事が終了し、施設整備の維持

管理や徴収に関する事務だけが残ることになりました。下水道使用料や受益者負担金の徴収とそ
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れに係る収納事務はかなりの時間を要する事務です。例えば還付充当事務を正確に処理をしない

と、言った言わない、払った払わないの水かけ論や循環論になってしまいます。 

  さらに、今は処理がコンピューターシステム化されていますので、その扱いにも精通していな

ければなりません。徴収、収納という基礎的事務処理を行うための人員が不足していたため、こ

のような事態になったと考えられます。 

  特に、白馬村長による要求監査の結果報告によれば、平成１５年度に庁内の体制改革がありま

した。それ以降、また１回庁内の課の体制が変わっています。それらが関係しているのではない

かと推測されます。 

  ８、参考人の話から推測される問題として、庁内では下水道受益者負担金に係る問題を情報と

して共有していなかったのではないかと思われます。また、現場は危機感を感じていても、それ

を訴える場がなかったのではないかと思われます。長い時間が過ぎていくうちに現場は危機感を

自覚しなくなり、それが原因で庁内で問題が共有されなかった、また、直接関係しない部署は無

関心であったか、関心があってもそれを表に出せる状況ではなかったと思われます。 

  このようなことから、危機感を持っている職員の情報を集める場が必要であり、そこから全体

が共有する体制を整えることが最も大切で、理事者はそれに気づき、体制を整える必要があった

と思われます。このことは、単に今回の問題に限ったことではないと、マネジメントに関する類

いの意見もありました。 

  結論、意見。 

  特別委員会としての結論を次のとおり意見を添えて述べさせていただきます。 

  日々の業務については正確かつ迅速な会計業務を遂行していただきたい。また、公共下水道受

益者負担金の多額な滞納は全国的な問題となっていますが、情報を収集して再発防止策を検討し

ていただきたい。そのためにも、現在行っている調査事務を速やかに進めていただき、平成

２３年度に明らかになった下水道受益者負担金問題を風化させることのないような体制を、組織

の中でつくっていただきたい、これが最も大切です。 

  現場の危機感を理事者にいかに伝えるか、また現場に危機感を持たせるにはどうしたらいいか、

法令遵守と住民感情の関係、重要施策の導入決定と継続的な制度の運用が重要であること、調定

済額という流動資産が貸借対照表から突然消えたり、未収金が単純処理されたりすることができ

ない、企業における財務諸表の知識の習得などが、これからの課題として考えられます。 

  こういった研修の場をぜひ確保していただきたい。それも一過性で短期的でない研修が必要で

す。そのためにも、職員研修のための予算は十分確保していただきたい。専門性を要する職場に

もかかわらず研修予算が少なく、縦割り行政の弊害もあり、政策法務に関しては法律の基礎的知

識や解釈の知識が職員には不足しているように思えます。 

  また、行政においては住民監査請求に対する監査結果の勧告を尊重し、客観性を持たせるため
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に第三者委員会を立ち上げるなど、客観性、公平性、遵法性に配慮していただきたい。 

  最後に、議会の責任についてですが、議会として十分にチェック機能が果たされていたのかど

うかについて、今回の問題を真摯に受けとめて反省しなければなりません。同時に、今後、議会

運営の基本的課題として検討していかなければなりません。 

  白馬村議会公共下水道受益者負担金問題調査特別委員会。 

  以上でございます。 

  なお、白馬村議会としては、本報告をもって下水道受益者負担金問題調査特別委員会の１つの

区切りとしたいので、この報告書を白馬村長に提出していただきたいと思います。 

  以上でございます。 

議長（下川正剛君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  お諮りをいたします。 

  ただいまの委員長報告のとおり、報告書を村長に提出することにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、委員長報告のとおり、村長に報告書を提出す

ることに決定いたしました。 

  次に、ごみ処理特別委員長から委員長報告の申し出、村長から議案及び同意案件提出の申し出、

議会運営委員長及び総務社会委員長から発議の申し出、また各常任委員長より閉会中の所管事務

調査の申し出、並びに議会運営委員長より閉会中の所掌事務調査の申し出があり、議長において

受理をいたしました。 

  お諮りをいたします。これらを会議規則第２２条の規定により追加日程として議題といたした

いと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、これらを追加日程として議題とすることに決

定いたしました。 

  ただいまから事務局より議事日程等資料を配付いたします。 

  配付漏れはありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 配付漏れなしと認めます。 

△日程第４ ごみ処理特別委員会委員長報告 

議長（下川正剛君） 日程第４ ごみ処理特別委員会委員長より報告を求めます。第１２番松沢貞

一ごみ処理特別委員長。 



－164－ 

ごみ処理特別委員長（松沢貞一君） ごみ処理特別委員会の報告をいたします。 

  北アルプス広域管内の大町市、白馬村、小谷村では、現在稼働中の２つの施設の老朽化が進ん

でいることから、新しい焼却施設の建設により、より効率的で安定的な一般廃棄物の処理を目指

しています。新施設の建設候補地については、施設の必要性や安全性をご理解いただいた上で、

各自治会、区等で了承された候補地を地域の振興策とあわせて平成２４年１０月に３市村から広

域連合に推薦いただき、３市村長による建設予定地選定会議における審議の結果、平成２４年

１２月、大町市平、源汲地区を建設予定地に決定しました。 

  白馬村では八方地区が立候補しましたが、この間の八方地区の皆様のご尽力に対し、心より敬

意を表するものでございます。 

  その後、平成２５年１月から２月にかけて、源汲地区における説明会を初め近隣自治会等への

説明会を行うとともに、建設予定地決定の経過と今後の事業の推進につきまして、３市村の住民

を対象としました経過説明会を、白馬会場と大町会場の２カ所で開催いたしました。白馬会場は

２月７日に村役場で開催いたしました。 

  今後は施設の建設に向けて生活環境影響調査や地質調査、測量などの事業を進めていく予定で

あります。そのために、引き続き地元自治会と密接に連携し、協議をしながら事業を進めること

としております。 

  また、生活環境影響調査は、約１年の期間をかけて、周辺地域の気象状況、騒音や振動などに

ついて予定地周辺の生活環境に及ぼす影響についてあらかじめ調査、予測、評価を行い、その影

響の程度を明らかにするとともに、必要な保全対策を施設整備計画に反映させるための調査であ

ります。その結果を住民の皆様に公表し、縦覧する手続を定める必要があり、広域連合の２月定

例会で関係条例を可決、承認いたしました。 

  広域連合では、住民の日常生活や地域の経済活動の基盤として、なくてはならない施設として

整備に全力を尽くしていくことにしています。 

  白馬村としても、新施設の一日も早い稼働に向けて、広域連合の一員として事業に協力してい

くとともに、今後もリサイクルや分別の徹底を図り、さらなるごみの減量化の推進に努めていか

なければなりません。そのために、白馬村議会として今後も全力で事業の推進に努力を重ねてま

いります。 

  以上、ごみ処理特別委員会のご報告といたします。 

議長（下川正剛君） ただいまの委員長報告に対する質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  以上で、日程第４ ごみ処理特別委員会委員長報告を終了いたします。 

  次に、これより議案の審議に入ります。 
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  お諮りをいたします。 

  日程第５ 議案第３６号から日程第１１ 議案第４２号までは、会議規則第３９条第３項の規

定により、委員会付託を省略し、質疑、討論、採決をいたしたいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、議案第３６号から議案第４２号までは委員会

付託を省略し、質疑、討論、採決をすることに決定いたしました。 

△日程第５ 村道路線の認定について 

△日程第６ 村道路線の認定について 

議長（下川正剛君） 日程第５ 議案第３６号 村道路線の認定について及び日程第６ 議案第

３７号 村道路線の認定についてを一括議題といたします。 

  提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第３６号についてご説明申し上げます。 

  みそら野区の村道２２６５５線について、村道路線として認定したいものでございます。 

  起点につきましては北城字南原８２９番の１３０で、終点については北城字南原８２９番の

１１９でございます。 

  当道路につきましては、平成９年にみそら野分譲地内に平林建設が設置しました開発道路です

が、寄附採納を受け除雪路線にもなっているため村道認定としたいと考えております。延長は

１３９．５３メートルで幅員は６．０メートルです。 

  説明は以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第３７号についてご説明申し上げます。 

  神城飯森地区Ｈａｋｕｂａ４７スキー場入り口の村道２２６６５線について、村道路線として

認定をしたいものでございます。 

  起点につきましては神城字宮ノ下２４２４８番の１で、終点につきましては神城字宮ノ下

２４２５０番の１でございます。 

  当道路につきましては、農道戸谷線の一部を村道編入するものであり、実質的には建設水道課

で既に管理をしており、実態に鑑みまして村道認定したいと考えます。 

  延長につきましては１０２．７９メートルで、幅員は最小６．３メートル、最大１１．８７で

ございます。 

  説明は以上でございます。ご審議よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 
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  議案第３６号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第３６号 村道路線の認定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第３６号は原案のとおり可決されました。 

  議案第３７号の討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第３７号 村道路線の認定については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求

めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第３７号は原案のとおり可決されました。 

△日程第７ 議案第３８号 白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会条例の制定につい 

             て 

議長（下川正剛君） 日程第７ 議案第３８号 白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会条

例の制定についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第３８号 白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会条例の制

定についてご説明いたします。 

  次のページをお開きください。 

  白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会条例につきましては、第１条設置目的のとおり、

地方自治法第２４２条第４項の規定で、住民監査請求による監査勧告に基づき、職員等に対し賠

償求償をするに当たり、賠償額及び賠償を求める職員等を判定審査するための諮問機関として、

白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会を設置するものでございます。 

  第２条は組織についての規定で、弁護士等の識見を有する者等７名以内の委員を委嘱していく

ものでございます。 

  ３条以降につきましては、会の運営内容についての規定でございます。 

  施行日については、公布の日からでございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第３８号 白馬村公共下水道受益者負担金賠償判定審査会条例の制定については、原案の

とおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（多 数 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立多数です。よって、議案第３８号は原案のとおり可決されました。 

△日程第８ 議案第３９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を 

             改正する条例について 

議長（下川正剛君） 日程第８ 議案第３９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関す

る条例の一部を改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。横川総

務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第３９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例

の一部を改正する条例についてご説明いたします。 

  次のページをお開きください。 

  白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例につきましては、

議案第３８号の公共下水道受益者負担金判定審査会設置に伴い、委員の報酬を追加するものでご

ざいます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第３９号 白馬村特別職の職員で非常勤のものの報酬に関する条例の一部を改正する条例

については、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第３９号は原案のとおり可決されました。 
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△日程第９ 議案第４０号 白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例に 

             ついて 

議長（下川正剛君） 日程第９ 議案第４０号 白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を

改正する条例についてを議題といたします。提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第４０号 白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正す

る条例についてご説明いたします。 

  次のページをお開きください。 

  白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例については、災害弔慰金の支給

に関する法律施行令の改正に伴う改正でございます。 

  この法律は、災害弔慰金及び見舞金が同一災害によって２都道府県で災害救助法が適用された

場合に支給等の対象になるための規定でございます。 

  改正内容の主な部分を新旧対照表によりご説明いたします。 

  第５条災害弔慰金の額でございますが、次のページ、維持していた場合にあっては２００万円、

その他の場合にあっては１００万円となっていますが、維持していた場合にあっては５００万円、

その他の場合にあっては２５０万円に改め、ただし書き部分を加えるものでございます。 

  第３章で、災害見舞金の支給、額等について、第９条から第１１条を新たに規定するもので、

旧の第３章の災害援護資金の貸し付け規定は、第４章に災害援護資金の貸付とし、第１０条の災

害援護資金の限度額等については第１３条とし、ご覧のとおりの額にそれぞれ改めるものでござ

います。 

  議案に戻りまして、最後の附則で、この条例は公布の日から施行し、平成２５年１月１日から

適用することとするもので、このたび適用該当者が存在するため、さかのぼり適用したいもので

ございますので、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第４０号 白馬村災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例については、原

案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第４０号は原案のとおり可決されました。 
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△日程第１０ 議案第４１号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第７号） 

議長（下川正剛君） 日程第１０ 議案第４１号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第

７号）を議題といたします。提案理由の説明を求めます。横川総務課長。 

総務課長（横川宗幸君） 議案第４１号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第７号）につい

てご説明いたします。 

  この第７号補正につきましては、国の補正予算成立に伴う緊急経済対策対応による補正でござ

います。既定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，０５０万円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ４８億４８３万９，０００円とするものでございます。 

  ３ページをお開きください。 

  第２表繰越明許費補正につきましては、８款消防費、防災事業、役場庁舎耐震診断事業１，

０５０万円を翌年度へ繰り越すものでございます。 

  ７ページ、歳入明細でありますが、今回の緊急経済対策は国庫補助残部分について臨時交付金

対応となる予定でありますが、額等未確定でありますので、一般財源部分を地方交付税留保分で

財源手当てするものでございます。額については、普通交付税７７０万１，０００円での追加で

ございます。 

  １３款国庫支出金５目消防費国庫補助金、耐震診断補助金２７９万９，０００円を追加するも

のでございます。 

  ８ページ、歳出については、８款消防費４目防災費１，０５０万円の追加は、役場庁舎耐震診

断委託料でございます。 

  以上、よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第４１号 平成２４年度白馬村一般会計補正予算（第７号）は、原案のとおり決定するこ

とに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第４１号は原案のとおり可決されました。 

△日程第１１ 議案第４２号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第４号） 

議長（下川正剛君） 日程第１１ 議案第４２号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予
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算（第４号）を議題といたします。提案理由の説明を求めます。太田建設水道課長。 

建設水道課長（太田今朝治君） 議案第４２号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算

（第４号）について説明申し上げます。 

  第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ３，６４０万円を追加し、歳入歳出それぞれ

６億７，３０１万１，０００円とするものでございます。 

  これは、東部農業集落排水施設の公共下水道統合工事について、国の緊急経済対策により２月

末に社会資本整備総合交付金が増額配分されたことによるものでございます。 

  ７ページの歳入明細をご覧ください。 

  ３款国庫支出金１目下水道費国庫補助金、社会資本整備交付金が１，８００万円の増額、７款

村債１目下水道債、公共下水道事業債が１，８４０万円の増額でございます。 

  ８ページの歳出明細をご覧ください。 

  １款下水道費２項下水道建設費１目公共下水道建設費、統合事業の工事請負費が３，６４０万

円の増額でございます。 

  第２条繰越明許費でございますが、３ページをご覧ください。 

  ２月臨時会でお認めいただきました２号補正の工事請負費６，３２９万円と今回の３，

６４０万円を合わせて９，９６９万円を、平成２５年度へ繰り越しいたします。 

  第３条地方債の補正でございますが、４ページをご覧ください。 

  既限度額の１億３，１６０万円に今回の１，８４０万円を加えまして、限度額を１億５，

０００万円といたします。 

  説明は以上でございます。ご審議よろしくお願いします。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  議案第４２号 平成２４年度白馬村下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、原案のとおり

決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、議案第４２号は原案のとおり可決されました。 

  次に、これより同意案件の審議に入ります。 

  お諮りをいたします。 
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  日程第１２ 同意第１号から日程第１４ 同意第３号までは人事案件でありますので、委員会

付託及び質疑、討論を省略し、採決をいたしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、同意第１号から同意第３号までは、委員会付

託及び質疑、討論を省略し、採決をすることに決定いたしました。 

△日程第１２ 同意第１号 教育委員会委員の任命について 

議長（下川正剛君） 日程第１２ 同意第１号 教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。提案理由の説明を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 教育委員会委員の任期満了に伴い、新たに教育委員会委員を任命をいたした

いので、議会の同意を求めるものであります。朗読してご説明を申し上げます。 

  教育委員会委員の任命について 

  次の者を教育委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第１項の規定により、議会の同意を求める。 

記 

  住  所 北安曇郡白馬村大字北城１３１３４番地 

  氏  名 塩 島 弘 之 

  生年月日 昭和２７年２月２４日 

  平成２５年３月２１日提出であります。 

  よろしくご同意のほどお願い申し上げます。 

議長（下川正剛君） 採決いたします。 

  同意第１号 教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意することに賛成の方の起立

を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、同意第１号は原案のとおり同意することに決定いた

しました。 

△日程第１３ 同意第２号 教育委員会委員の任命について 

議長（下川正剛君） 日程第１３ 同意第２号 教育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。横川総務課長の退席を求めます。 

（総務課長 横川宗幸君 退席） 

議長（下川正剛君） 提案理由の説明を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 同意第１号と同じく、新たに教育委員会委員の任命をしたいものでございま

す。朗読して説明を申し上げます。 

  同意第２号 教育委員会委員の任命について 
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  次の者を教育委員会の委員に任命したいので、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第

４条第１項の規定により、議会の同意を求める。 

記 

  住  所 北安曇郡白馬村大字神城２２５５３番地の７ 

  氏  名 横 川 宗 幸 

  生年月日 昭和３０年９月５日 

  平成２５年３月２１日提出であります。 

  よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 採決いたします。 

  同意第２号 教育委員会委員の任命については、原案のとおり同意することに賛成の方の起立

を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、同意第２号は原案のとおり同意することに決定いた

しました。 

  横川総務課長は入場をしてください。 

（総務課長 横川宗幸君 入場） 

△日程第１４ 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

議長（下川正剛君） 日程第１４ 同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任についてを議

題といたします。提案理由の説明を求めます。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 任期満了に伴う固定資産評価審査委員会委員の選任をしたいものでございま

す。朗読して説明を申し上げます。 

  同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

  次の者を、固定資産評価審査委員会の委員に選任したいので、地方税法第４２３条第３項の規

定により、議会の同意を求める。 

記 

  住  所 北安曇郡白馬村大字北城５９２１番地 

  氏  名 松 沢   茂 

  生年月日 昭和２６年６月４日 

  平成２５年３月２１日提出であります。 

  よろしくお願いいたします。 

議長（下川正剛君） 採決いたします。 

  同意第３号 固定資産評価審査委員会委員の選任については、原案のとおり同意することに賛

成の方の起立を求めます。 
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（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、同意第３号は原案のとおり同意することに決定いた

しました。 

△日程第１５ 発委第１号 白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例について 

議長（下川正剛君） 続いて、発議の審議に入ります。 

  日程第１５ 発委第１号 白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例についてを議題といた

します。提案理由の説明を求めます。第８番髙橋賢一議会運営委員長。 

議会運営委員長（髙橋賢一君） 議案第１５号 白馬村課設置条例の一部を改正する条例について、

平成２５年４月から改編する課の編成に伴う条例改正が可決されました。 

  これを受けて、白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例について、発委を朗読申し上げま

す。 

  発委第１号 白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例について 

  白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例を別紙のとおり提出する。 

  平成２５年３月２１日提出 

  本文を朗読いたします。 

  白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例 

  白馬村議会委員会条例（昭和６２年白馬村条例第１０号）の一部を次のように改正する。 

  第２条を次のように改める。 

  （常任委員会の名称、委員定数及びその所管） 

  第２条 常任委員会の名称、委員の定数及び所管は、次のとおりとする。 

  （１）総務社会委員会６人 

  ア 総務課に関する事項 

  イ 税務課に関する事項 

  ウ 住民課に関する事項 

  エ 健康福祉課に関する事項 

  オ 教育委員会に関する事項 

  カ 議会事務局に関する事項 

  キ 会計に関する事項 

  ク 選挙管理委員会に関する事項 

  ケ 監査委員に関する事項 

  コ 他の委員会に属さない事項 

  （２）産業経済委員会６人 

  ア 観光課に関する事項 
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  イ 農政課に関する事項 

  ウ 建設課に関する事項 

  エ 上下水道課に関する事項 

  オ 農業委員会に関する事項 

  附則 

  この条例は、平成２５年４月１日から施行する。 

  なお、詳しくは新旧対照表が裏面に載っておりますので、説明はいたしませんがご覧いただき

たいと思います。 

  以上です。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  発委第１号 白馬村議会委員会条例の一部を改正する条例については、原案のとおり決定する

ことに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、発委第１号は原案のとおり可決されました。 

△日程第１６ 発委第２号 安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求め

る意見書 

議長（下川正剛君） 日程第１６ 発委第２号 安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改

善・大幅増員を求める意見書の件を議題といたします。提案理由の説明を求めます。第３番太田

伸子総務社会委員長。 

総務社会委員長（太田伸子君） 発委第２号 安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大

幅増員を求める意見書 

  地方自治法第９９条の規定により、別紙「安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大

幅増員を求める意見書」を、関係行政庁（内閣総理大臣・厚生労働大臣）に提出する。 

  平成２５年３月２１日 白馬村議会総務社会委員長 

  安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見書 

  安全・安心の医療・介護実現のための看護師等の大幅増員・夜勤改善を図る対策を講じられる

よう、下記の事項について国に要望します。 



－175－ 

記 

  １、看護師など夜勤交代制労働者の労働時間を１日８時間、週３２時間、勤務間隔１２時間以

上とし、労働環境を改善すること。 

  ２、医師・看護師・介護職員などを大幅に増員すること。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  発委第２号 安全・安心の医療・介護実現のための夜勤改善・大幅増員を求める意見書の件は、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、発委第２号は原案のとおり可決されました。 

△日程第１７ 発委第３号 年金２．５％削減中止を求める意見書 

議長（下川正剛君） 日程第１７ 発委第３号 年金２．５％削減中止を求める意見書の件を議題

といたします。提案理由の説明を求めます。第３番太田伸子総務社会委員長。 

総務社会委員長（太田伸子君） 発委第３号 年金２．５％削減中止を求める意見書 

  地方自治法第９９条の規定により、別紙「年金２．５％削減中止を求める意見書」を、関係行

政庁（内閣総理大臣・厚生労働大臣）に提出する。 

  平成２５年３月２１日 白馬村議会総務社会委員長 

  年金２．５％削減中止を求める意見書 

  高齢者の生活と地域経済を守るためにも、下記の事項について要望します。 

記 

  １、２０１３年１０月からの「年金２．５％の削減」を中止すること。 

  以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 
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議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  発委第３号 年金２．５％削減中止を求める意見書の件は、原案のとおり決定することに賛成

の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、発委第３号は原案のとおり可決されました。 

△日程第１８ 発委第４号 ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致に関

する決議 

議長（下川正剛君） 日程第１８ 発委第４号 ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大

会東京招致に関する決議の件を議題といたします。提案理由の説明を求めます。第３番太田伸子

総務社会委員長。 

総務社会委員長（太田伸子君） 発委第４号 ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会

東京招致に関する決議 

  地方自治法第１０９条及び白馬村議会会議規則第１４条の規定により、上記の決議を別紙のと

おり提出する。 

  平成２５年３月２１日提出 白馬村議会総務社会委員長 

  ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致に関する決議 

  オリンピック・パラリンピック競技大会は、世界の人々にスポーツを通じ感動や希望、勇気を

与えるとともに、人々の交流を通して世界平和の実現に大きく寄与してきた世界最大のスポーツ

の祭典である。 

  白馬村は、１９９８年第１８回冬季長野大会のアルペン競技やジャンプ競技、クロスカントリ

ー競技を開催した村であり、かつ長野パラリンピック冬季競技大会を開催した村である。そして、

それを成功させた事実は村民の大きな自信となっている。 

  加えて、世界に誇れる美しい山岳景観を有する白馬村にとって、世界の国々から多くの人々が

集まるオリンピック・パラリンピックが日本で開催されることは、村の魅力を発信する絶好の機

会となる。 

  よって、白馬村議会は、２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会の東京での開催を

心から希望するとともに、招致活動を積極的に支援、協力するものである。 

  以上、決議する。 

議長（下川正剛君） 説明が終わりました。これより質疑に入ります。質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 質疑なしと認め、質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 
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（「なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 討論なしと認め、討論を終結いたします。 

  採決いたします。 

  発委第４号 ２０２０年オリンピック・パラリンピック競技大会東京招致に関する決議の件は、

原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

（全 員 起 立） 

議長（下川正剛君） 起立全員です。よって、発委第４号は原案のとおり可決されました。 

△日程第１９ 常任委員会の閉会中の所管事務調査について 

議長（下川正剛君） 日程第１９ 常任委員会の閉会中の所管事務調査についてを議題といたしま

す。 

  各常任委員長から、所管事務のうち会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しました所

管事務の調査事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

  お諮りいたします。 

  各常任委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、各常任委員長から申し出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに決定いたしました。 

△日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査について 

議長（下川正剛君） 日程第２０ 議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査についてを議題といた

します。 

  議会運営委員長から、会議規則第７５条の規定により、お手元に配付しました議会の運営に関

する事項について、閉会中の継続調査の申し出があります。 

  お諮りいたします。 

  議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議長（下川正剛君） 異議なしと認めます。よって、議会運営委員長からの申し出のとおり、閉会

中の継続調査とすることに決定をいたしました。 

  以上で、本定例会に付された議事日程は全て終了いたしました。 

  ここで、太田村長より挨拶をしたい旨の申し出がありましたので、これを許します。太田村長。 

村長（太田紘熙君） 平成２５年第１回白馬村議会定例会閉会に当たり、一言お礼のご挨拶を申し

上げます。 

  ３月５日の招集、開会以来１７日間、本会議並びに常任委員会、各特別委員会等審議に連日お

取り組みをいただき、提出いたしました全案件につきご承認、ご議決をいただき、まことにあり
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がとうございました。 

  ご議決をいただきました新年度の各予算につきましては、村民の生活、福祉の向上のため新年

度の重点事業を中心に適正に執行させていただきたいと考えておりますので、議員各位を初め、

村民の皆様のご支援、ご協力をお願いを申し上げるところでございます。 

  特に下水道問題については、議会の皆様から厳しいご指摘をいただきました。真摯に受けとめ

取り組んでまいりますので、よろしくお願いをいたしたいと思います。 

  国の補正予算における緊急経済対策を受け、村の補正予算も大型補正となったところでござい

ます。事業は翌年度への繰り越し対応となっておりますが、村でも県・国と一体になり事業を行

うことが、国全体に効果があらわれることとなります。村の経済にも相乗効果を期待をするとと

もに、有利な財源確保に努めてまいりたいと思います。 

  また、安倍首相は３月１５日にＴＰＰ（環太平洋連携協定）交渉参加を記者会見で正式発表し

たところであります。これは白馬村でも、農業が守れない、協定の内容等の説明が不十分として

参加には反対の立場をとってきたところでありますが、交渉のテーブルに着くようであり、将来

的に日本の農業が守れるか、また食の安全、医療、労働等、見えない影響に不安を抱かざるを得

ません。国民に十分な説明と理解を得るよう要望をするところであります。 

  下水道受益者負担金につきましては、先ほども申し上げましたけれども、住民監査請求、監査

結果の勧告、本日の下水道問題調査特別委員長報告がございました。繰り返しになりますが、大

変重要かつ複雑な内容でありますが、問題の解決に向け努力をしてまいる所存であります。 

  また今回、公共下水道受益者負担金賠償判定審査委員会条例をお認めをいただきましたので、

早期に審査会を立ち上げるよう努めてまいります。あわせて行政への信頼回復に向けて組織体制

を見直し、６課から８課体制で進めてまいります。職員のコンプライアンスの重要性や人材育成

のための研修等、全職員一丸となって村のために取り組んでまいりますので、よろしくお願いを

いたします。 

  このたび、税等の徴収充実のため県職員の派遣をお願いをしてまいりましたが、正式に２年間

白馬村に派遣していただけることとなりましたので、この場をおかりして報告をさせていただき

ます。 

  終わりに、議員各位におかれましては、引き続き議員を目指され、５月には再びこの場でお会

いする方もいらっしゃると思いますし、議員という立場を退かれる方もおられるかと思います。

いずれにいたしましても、変わらぬご指導、ご助言をお願い申し上げる次第であります。 

  まだ任期は５月４日まであるわけでございますが、この場をおかりいたしまして、この４年間、

白馬村にお寄せいただきましたご厚情とご尽力に改めて深甚なる敬意と感謝を申し上げますとと

もに、議員各位のご健勝とご多幸を祈念し、閉会に当たりましてのお礼のご挨拶とさせていただ

きます。 
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  長い間、まことにありがとうございました。 

議長（下川正剛君） これをもちまして、平成２５年第１回白馬村議会定例会を閉会といたします。 

  大変ご苦労さまでした。 

閉会 午後 ２時４３分 

 

 



－180－ 

 

 

 

    以上会議のてん末を記載し、地方自治法第１２３条第２項の規定により署名する。 

 

 

          平成２５年３月２１日 

 

 

               白馬村議会議長 

 

 

              白馬村議会議員 

 

 

              白馬村議会議員 

 

 

              白馬村議会議員 

 


	第1日目
	第2
日目
	一般質問　篠﨑久美子議員

	一般質問　太田伸子議員

	一般質問　太田修議員

	一般質問　小林英雄議員
	一般質問　田中榮一議員

	第3日目

